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ⅤⅤ
４４
部部

監監
督督
者者
訓訓
練練
関関
係係

昭
和
二
五
年
九
月
三
〇
日

〔
五
─
四
─
一
〕
労
働
省
職
業
安
定
局
、
職
業
安
定
行
政
手
引
の
一
部
改
正

四四
三三
〇〇
〇〇
――
四四
七七
九九
九九

工工
場場
事事
業業
場場
のの
行行
うう
監監
督督
者者
訓訓
練練
にに
封封
すす
るる
技技
術術
援援
助助

四四
三三
〇〇
〇〇
――
四四
三三
四四
九九

方方

針針

四
三
〇
〇

援
助
の
意
義
、
目
的

工
場
事
業
場
等
（
以
下
事
業
場
と
い
う
）
に
お
け
る
職
長
、
指
導
員
等
、
従
業
員
の
指
導
監
督

に
当
る
者
（
以
下
監
督
者
と
い
う
）
の
能
力
如
何
は
、
部
下
労
働
者
の
労
働
生
産
力
を
左
右
す

る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
等
の
監
督
者
の
監
督
能
力
を
向
上
せ
し
め
る
こ
と
は
、
従
業
員

の
労
働
力
を
最
も
有
効
に
発
渾
せ
し
め
、
以
つ
て
我
が
国
経
済
の
興
隆
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
真

に
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
技
術
援
助
は
監
督
者
の
監
督
能
力
を
向
上
せ
し
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
上
記
の
結
果
を
実
現
す
る
を
の
目
的
と
す
る
。

マ
マ

四
三
〇
一

援
助
の
発
動

援
助
は
事
業
場
よ
り
の
申
請
に
基
い
て
行
い
、
こ
れ
を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
。

四
三
〇
二

援
助
の
種
類

援
助
は
、（
イ
）
直
接
監
督
者
を
対
象
と
し
て
行
う
訓
練
に
対
す
る
援
助
と
、（
ロ
）
監
督
者
訓

練
に
当
る
者
の
養
成
訓
練
に
対
す
る
援
助
と
に
分
け
て
行
い
、
事
業
場
の
申
請
に
応
じ
、
そ
の

双
方
又
は
一
方
を
行
う
。

四
三
〇
三

援
助
事
業
の
主
体

前
項
（
イ
）
の
援
助
は
、
都
道
府
県
知
事
又
に
労
働
大
臣
が
行
う
。

そ
の
い
ず
れ
の
援
助
を
受
け
る
か
は
事
業
場
の
自
由
意
志
に
よ
っ
て
決
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
が
、

な
る
べ
く
都
道
府
県
知
事
よ
り
受
け
る
よ
う
勧
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

前
項
（
ロ
）
の
援
助
は
専
ら
労
働
大
臣
が
行
い
、
都
道
府
県
知
事
は
こ
れ
を
行
わ
な
い
。

四
三
〇
四

援
助
の
対
象

援
助
は
職
業
安
定
法
（
以
下
四
七
九
九
ま
で
に
お
い
て
は
法
と
い
う
）
第
三
十
条
の
規
定
に
よ

り
、
事
業
場
に
対
し
て
行
う
が
、
法
に
い
う
工
場
事
業
場
等
と
は
、
労
働
基
準
法
第
八
条
の
各

号
の
一
に
該
当
す
る
事
業
を
行
う
も
の
及
び
そ
の
他
の
官
公
署
又
は
、
そ
れ
ら
を
会
員
と
す
る

組
合
、
協
会
等
の
団
体
を
い
う
。

四
三
五
一

訓
練
項
目

（
１
）
監
督
者
の
具
備
す
べ
き
必
要
事
項

監
督
者
と
し
て
具
備
す
べ
き
必
要
事
項
は
、
次
に
挙
げ
る
五
つ
で
あ
る
。

（
イ
）

仕
事
に
つ
い
て
の
知
識

監
督
者
の
所
管
の
職
場
に
お
け
る
仕
事
に
関
す
る
知
識
、
即
ち
、
材
料
、
機
械
器
具
、
作

業
（
事
務
）
工
程
そ
の
他
必
要
な
基
礎
理
論
、
関
係
法
規
等
に
関
す
る
知
識
で
あ
る
。

（
ロ
）

責
任
に
つ
い
て
の
知
識

監
督
者
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
責
任
に
つ
い
て
の
知
識
即
ち
、
与
え
ら
れ
て
い
る
権
限
、
組

織
内
に
於
け
る
地
位
そ
の
他
監
督
者
が
所
管
の
職
場
に
お
い
て
有
す
る
権
利
義
務
等
に
関

す
る
知
識
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
明
文
化
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
慣
習
的
な
も
の
も
あ
る
。

（
ハ
）
仕
事
を
教
え
る
技
能

有
能
な
る
部
下
を
育
成
す
る
た
め
に
、
部
下
に
仕
事
の
仕
方
を
教
え
る
技
能
で
あ
る
。

（
ニ
）
作
業
を
改
善
す
る
技
能

部
下
の
労
働
生
産
力
を
高
め
る
た
め
に
、
作
業
を
簡
易
化
し
、
能
率
化
す
る
技
能
で
あ
る
。

（
ホ
）
人
を
扱
う
技
能

職
場
内
に
お
い
て
部
下
を
円
滑
に
統
卒
し
、
人
的
関
係
の
調
和
を
は
か
る
技
能
で
あ
る
。

（
２
）

項

目

前
号
に
挙
げ
た
五
つ
の
事
項
の
う
ち
、
仕
事
の
知
識
及
び
責
任
の
知
識
の
内
容
は
、
大
部
分
、

事
業
場
毎
に
独
時
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
等
の
知
識
を
与
え
る
た
め
の
訓
練
は
Ｔ
・
Ｗ

・
Ｉ
方
式
に
お
い
て
は
取
扱
わ
な
い
。

仕
事
を
教
え
る
技
能
、
作
業
を
改
善
す
る
技
能
、
人
を
扱
う
技
能
の
内
容
は
、
各
事
業
場
に

共
通
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｔ
・
Ｗ
・
Ｉ
方
式
に
お
い
て
は
、
こ
れ
等
が
技
能
を
体
得
さ
せ

る
た
め
、
規
則
第
二
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
項
目
に
つ
い
て
訓
練
を
行
う
。

（
３
）
訓
練
項
目
相
互
間
の
関
係

前
号
後
段
に
掲
げ
る
三
つ
の
技
能
は
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
、
異
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら

の
技
能
を
体
得
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
行
わ
れ
る
。

四
三
五
二

職
場
補
導
員
の
派
遣

職
場
補
導
員
に
よ
り
指
導
さ
れ
る
監
督
者
訓
練
講
習
会
を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
事
業
場
か
ら
、

そ
の
訓
練
に
対
す
る
援
助
申
請
の
あ
つ
た
場
合
、
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各

号
に
従
っ
て
、
職
場
補
導
員
を
派
遣
す
る
。

（
１
）
職
場
補
導
員
の
派
遣
の
日
時
は
、
事
業
場
側
と
充
分
連
絡
協
議
の
上
、
な
る
べ
く
そ
の

ご
希
望
に
そ
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。
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（
２
）（
前
号
に
関
し
）
や
む
を
得
ず
、
事
業
場
側
の
希
望
に
そ
え
な
い
場
合
は
、
申
請
順
を
充

分
考
慮
す
る
と
共
に
特
定
の
一
事
業
場
又
は
産
業
に
偏
せ
ざ
る
よ
う
注
意
し
、
事
業
場
側
と

合
議
の
上
で
派
遣
の
日
時
を
決
定
す
る
こ
と
。

（
３
）
前
号
に
よ
り
派
遣
日
時
を
決
定
す
る
場
合
で
も
、
出
来
得
る
限
り
、
事
業
場
が
最
初
希

望
し
た
日
を
中
心
に
し
て
前
後
二
ヶ
月
以
内
の
日
に
定
め
る
よ
う
努
力
し
都
道
府
県
知
事
は

職
場
補
導
員
側
の
都
合
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
は
、
直
ち
に
労
働
省

職
業
安
定
局
長
に
報
告
す
る
こ
と
。

向
う
三
ヶ
月
間
、
又
は
そ
れ
以
上
に
亘
っ
て
、
新
た
な
援
助
申
請
に
よ
る
派
遣
が
不
可
能
な

場
合
も
、
同
様
、
報
告
す
る
こ
と
。

四
三
五
三

資
料
の
提
供

事
業
場
職
場
補
導
員
に
よ
り
指
導
さ
れ
る
監
督
者
訓
練
講
習
会
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
事
業
場

か
ら
、
事
業
体
概
況
調
査
表
（
様
式
一
）
及
び
監
督
者
訓
練
計
画
書
（
様
式
二
）
を
そ
え
て
援

助
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
十
項
の
規
定
に
基
き
そ
の
希
望
す
る
訓
練

項
目
に
応
じ
、
次
の
種
類
及
び
数
量
の
資
料
を
提
供
す
る
。

（
１
）「
仕
事
の
教
え
方
」
を
希
望
し
た
場
合

資
料
名

数
量
（
受
講
者
十
名
に
つ
き
）

監
督
者
訓
練
報
告
書
（
様
式
三
）

二

「
仕
事
の
教
え
方
」
カ
ー
ド

一
一

問
題
シ
ー
ト

一
一

見
本
分
解
シ
ー
ト

一
一

分
解
シ
ー
ト

六
〇

（
２
）「
改
善
の
仕
方
」
を
希
望
し
た
場
合

監
督
者
訓
練
報
告
書
（
様
式
二
二
）

二

「
改
善
の
仕
方
」
カ
ー
ド

一
一

現
在
方
法
配
置
図

一
一

改
善
方
法
配
配
置
図

一
一

改
善
シ
ー
ト

五
〇

未
完
成
見
本
改
善
シ
ー
ト

完
成
見
本
改
善
シ
ー
ト

一
一

提
案
シ
ー
ト

一
一

見
本
提
案
シ
ー
ト

一
一

銅

板
（
厚
紙
）

七

黄
銅
板
（
厚
紙
）

七

（
３
）「
人
の
扱
い
方
」
を
希
望
し
た
場
合

資
料
を
提
供
す
る
と
き
は
、
手
交
、
郵
送
等
、
事
業
場
の
便
を
考
慮
し
て
そ
の
方
法
を
決
し
、

で
き
得
る
限
り
速
か
に
配
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
三
五
四

監
督
者
訓
練
講
習
会

職
場
補
導
員
又
は
事
業
場
職
場
補
導
員
が
、
規
則
第
二
二
条
第
五
項
に
掲
げ
る
講
習
会
に
お
い

て
、
監
督
者
の
訓
練
を
実
施
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
を
遵
守
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
一
講
習
会
に
つ
き
、
受
講
者
は
約
一
〇
名
と
す
る
こ
と
。

（
２
）
一
講
習
会
の
時
間
数
は
一
〇
時
間
と
し
、
こ
れ
を
一
日
一
回
二
時
間
ず
つ
、
五
回
に
分

け
て
行
い
、
一
〇
日
間
以
内
に
終
了
す
る
よ
う
に
行
う
こ
と
。
但
し
、
出
来
う
る
限
り
五
日

間
継
続
し
て
行
う
こ
と
。

（
３
）
開
催
の
場
所
は
原
則
と
し
て
実
施
事
業
場
内
と
す
る
こ
と
。

（
４
）
規
則
第
二
二
条
の
三
第
七
項
及
び
本
手
引
○
四
三
五
七
に
掲
げ
る
訓
練
用
図
書
に
正
し

く
従
っ
て
訓
練
を
行
う
こ
と
。

四
三
五
五

補
導
員
養
成
訓
練
講
習
会

規
則
第
二
二
条
第
七
項
に
掲
げ
る
講
習
会
は
、
受
講
者
一
〇
名
に
達
す
る
ご
と
に
、
労
働
省
が

計
画
を
た
て
、
こ
れ
を
実
施
す
る
。

開
催
の
場
所
は
成
る
べ
く
受
講
者
の
参
集
し
易
い
場
所
を
選
び
、
そ
の
準
備
は
労
働
省
の
指
示

に
従
い
そ
の
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
が
受
講
者
側
と
充
分
連
絡
の
上
、
こ
れ
を
行
う
。

こ
の
講
習
会
及
び
前
項
に
規
定
す
る
講
習
会
は
、
訓
練
項
目
ご
と
に
別
個
に
行
い
、
そ
の
名
称

に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
項
目
名
を
冠
す
る
も
の
と
す
る
。

（
例
）「
仕
事
の
教
え
方
」
監
督
者
訓
練
講
習
会

「
改
善
の
仕
方
」
補
導
員
養
成
訓
練
講
習
会

四
三
五
六

訓
練
用
図
書
（
監
督
者
訓
練
手
引
、
又
は
手
引
と
も
い
う
）
及
び
職
場
補
導
カ
ー
ド

監
督
者
訓
練
講
習
会
に
お
い
て
、
職
場
補
導
員
又
は
事
業
場
職
場
補
導
員
が
監
督
者
を
訓
練
す

る
場
合
は
、
そ
の
講
習
会
の
運
営
の
手
順
、
方
法
等
を
詳
細
に
書
い
た
、
労
働
省
職
業
安
定
局

の
編
纂
に
か
ゝ
る
図
書
（
監
督
者
訓
練
手
引
）
に
正
し
く
従
っ
て
行
わ
れ
る
。

監
督
者
訓
練
手
引
は
、
訓
練
項
目
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
用
意
せ
ら
れ
、
そ
の
名
称
に
は
、

お
の
お
の
訓
練
項
目
名
が
冠
せ
ら
れ
る
。

（
例
）「
改
善
の
仕
方
」
監
督
者
訓
練
手
引

こ
の
労
働
省
職
業
安
定
局
に
よ
っ
て
作
成
せ
ら
れ
、
監
督
者
訓
練
講
習
会
に
お
い
て
受
け
た
者

に
配
布
さ
れ
る
。
こ
れ
を
職
場
補
導
カ
ー
ド
と
称
し
、
訓
練
項
目
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
用
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意
せ
ら
れ
、
そ
の
名
称
に
お
の
お
の
訓
練
項
目
が
冠
せ
ら
れ
る
。

（
例
）「
人
の
扱
い
方
」
職
場
補
導
カ
ー
ド
（
又
は
「
人
の
扱
い
方
」
カ
ー
ド
と
も
い
う
）

こ
の
カ
ー
ド
は
、
訓
練
を
受
け
た
監
督
者
が
常
に
携
帯
し
、
自
己
の
職
場
に
応
用
し
、
習
得
事

項
を
充
分
体
得
す
る
た
め
の
便
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
三
五
七

追
指
導

訓
練
実
施
の
成
果
は
、
追
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
充
分
に
得
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
監
督
者
訓
練
講
習
会
終
了
後
二
ヶ
月
以
内
に
少
く
と
も
二
回
、
追
指
導
を
行

い
、
講
習
会
に
お
い
て
訓
練
し
た
事
項
が
実
際
に
職
場
に
お
い
て
、
適
切
に
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
追
指
導
は
原
則
と
し
て
監
督
者
訓
練

講
習
会
を
指
導
し
た
職
場
補
導
員
、
も
し
く
は
事
業
場
補
導
員
が
事
業
場
に
行
う
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
が
困
難
な
時
は
他
の
適
当
な
者
、
又
は
他
の
適
切
方
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行

う
。

四四
四四
五五
〇〇

職職
場場
補補
導導
員員

四四
四四
九九
九九

四
四
五
〇

設

置

職
場
補
導
員
は
規
則
第
二
二
条
第
一
項
に
基
い
て
原
則
と
し
て
職
業
安
定
局
及
び
都
道
府

県
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
が
、
欠
員
あ
る
場
合
は
労
働
省
が
指
導
す
る
都
道
府
県
に
お
か
れ

た
職
場
補
導
員
が
こ
れ
を
代
行
す
る
。

四
四
五
一

資

格

職
場
補
導
員
の
能
力
如
何
は
、
こ
の
援
助
事
業
の
成
否
を
決
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
職

業
安
定
局
長
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
国
家
公
務
員
た
る
資
格
の
外
次
の
各
号
に
該
当
す

る
資
格
を
具
備
す
る
者
の
中
か
ら
、
単
に
官
公
庁
内
部
に
止
ら
ず
、
広
く
民
間
に
も
人
材

を
求
め
て
人
選
す
る
こ
と
。

（
１
）
規
則
第
二
二
条
の
第
一
号
又
は
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
学
歴
を
有
す
る
こ
と
。

（
２
）
事
業
場
に
お
い
て
、
監
督
者
の
経
験
を
充
分
有
す
る
こ
と
。

（
３
）
闊
達
に
し
て
活
動
的
な
性
格
を
有
す
る
こ
と
。

（
４
）
人
格
円
満
に
し
て
、
表
現
能
力
を
有
し
、
指
導
訓
練
に
興
味
を
有
す
る
こ
と
。

（
５
）
年
令
は
三
〇
才
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四
四
五
二

職

務

職
場
補
導
員
の
職
務
は
、
規
則
第
二
二
条
の
二
条
の
二
第
二
項
に
定
め
る
も
の
外
、
次
の
と
う

マ

マ

マ

マ

り
で
あ
る
。

（
１
）
職
場
補
導
方
式
に
よ
る
授
助
事
業
に
関
す
る
啓
蒙
宣
伝
の
実
施
。

マ
マ

（
２
）
事
業
職
場
補
導
員
の
行
う
監
督
者
訓
練
の
立
会

（
３
）
事
業
職
場
補
導
員
と
の
連
絡
。

（
４
）
そ
の
他
こ
の
援
助
事
業
執
行
上
の
事
務
処
理

四四
五五
〇〇
〇〇

事事
業業
職職
場場
補補
導導
員員

四四
五五
四四
九九

四
五
○
○

養
成
の
理
由

職
業
安
定
機
関
に
勤
務
す
る
職
場
補
導
員
の
み
で
は
、
活
動
に
お
の
づ
か
ら
限
度
が
あ
っ
て
全

国
各
種
事
業
場
の
要
望
に
よ
り
莫
大
な
数
の
監
督
者
に
当
る
こ
と
に
は
現
実
に
は
現
実
上
は
不

マ

マ

可
能
で
あ
る
。
一
方
、
援
助
を
申
請
す
る
事
業
場
、
特
に
大
規
模
な
事
業
場
は
、
寧
ろ
監
督
者

訓
練
計
画
の
一
環
と
し
て
、
専
属
の
補
導
員
の
養
成
を
計
画
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
援
助
を
要

請
す
る
場
合
が
多
い
。
故
に
現
実
の
事
態
に
即
応
し
、
一
般
の
要
望
に
応
え
、
こ
の
援
助
事
業

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
労
働
大
臣
は
、
監
督
者
訓
練
に
対
す
る
援
助
事
業
の
一
環
と
し
て
、

職
場
補
導
員
以
外
に
、
事
業
場
内
に
お
い
て
監
督
者
の
訓
練
に
当
る
者
を
養
成
訓
練
し
、
こ
れ

に
職
場
補
導
員
の
資
格
を
与
え
、
こ
れ
を
事
業
場
職
場
補
導
員
と
称
し
、
労
働
大
臣
の
指
導
監

督
の
下
に
監
督
者
訓
練
を
行
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
以
上
の
如
き
趣
旨
に
沿
っ
て
、
こ
の
援
助
事
業
を
効
果
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
援
助

を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
場
の
内
、
監
督
者
数
一
〇
〇
名
以
上
の
も
の
に
対
し
て
は
、
で
き
得

る
限
り
事
業
職
場
補
導
員
を
養
成
す
る
よ
う
勧
め
る
も
の
と
す
る
。

四
五
〇
一

養
成
訓
練
の
実
施

事
業
場
職
場
補
導
員
の
養
成
訓
練
は
、
労
働
省
職
業
安
定
局
に
置
か
れ
た
職
場
補
導
員
が
そ

の
職
務
と
し
て
行
う
外
、
都
道
府
県
に
置
か
れ
た
職
場
補
導
員
、
そ
の
他
の
者
（
民
間
の
者
も

含
む
）
の
中
、
労
働
大
臣
が
命
じ
又
は
委
嘱
し
た
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

四
五
○
二

受
講
資
格

受
講
者
は
少
く
と
も
「
仕
事
の
教
え
方
」
監
督
者
訓
練
講
習
会
を
終
了
し
て
い
る
こ
と

が
強
く
要
望
さ
れ
る
。
故
に
「
改
善
の
仕
方
」
又
は
「
人
の
扱
い
方
」
補
導
養
成
訓
練
の

受
講
者
は
規
則
第
二
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
外
に
「
仕
事
の
教
え
方
」
監
督
者
訓
練

講
習
を
う
け
る
様
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
業
場
が
監
督
者
訓
練
講
習
会
に
お
い
て
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
者
を
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
を
望
み
、
且
つ
、
そ
の
事
業
場
自
身
が
当
該
訓
練
を
行
う
機
会
に
乏
し
い

と
き
は
、
で
き
得
る
限
り
速
か
に
当
該
訓
練
を
受
け
る
機
会
を
与
え
る
よ
う
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

規
則
第
二
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
大
学
と
は
次
の
も
の
を
い
う
。
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意
せ
ら
れ
、
そ
の
名
称
に
お
の
お
の
訓
練
項
目
が
冠
せ
ら
れ
る
。

（
例
）「
人
の
扱
い
方
」
職
場
補
導
カ
ー
ド
（
又
は
「
人
の
扱
い
方
」
カ
ー
ド
と
も
い
う
）

こ
の
カ
ー
ド
は
、
訓
練
を
受
け
た
監
督
者
が
常
に
携
帯
し
、
自
己
の
職
場
に
応
用
し
、
習
得
事

項
を
充
分
体
得
す
る
た
め
の
便
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
三
五
七

追
指
導

訓
練
実
施
の
成
果
は
、
追
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
充
分
に
得
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
監
督
者
訓
練
講
習
会
終
了
後
二
ヶ
月
以
内
に
少
く
と
も
二
回
、
追
指
導
を
行

い
、
講
習
会
に
お
い
て
訓
練
し
た
事
項
が
実
際
に
職
場
に
お
い
て
、
適
切
に
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
追
指
導
は
原
則
と
し
て
監
督
者
訓
練

講
習
会
を
指
導
し
た
職
場
補
導
員
、
も
し
く
は
事
業
場
補
導
員
が
事
業
場
に
行
う
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
が
困
難
な
時
は
他
の
適
当
な
者
、
又
は
他
の
適
切
方
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行

う
。

四四
四四
五五
〇〇

職職
場場
補補
導導
員員

四四
四四
九九
九九

四
四
五
〇

設

置

職
場
補
導
員
は
規
則
第
二
二
条
第
一
項
に
基
い
て
原
則
と
し
て
職
業
安
定
局
及
び
都
道
府

県
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
が
、
欠
員
あ
る
場
合
は
労
働
省
が
指
導
す
る
都
道
府
県
に
お
か
れ

た
職
場
補
導
員
が
こ
れ
を
代
行
す
る
。

四
四
五
一

資

格

職
場
補
導
員
の
能
力
如
何
は
、
こ
の
援
助
事
業
の
成
否
を
決
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
職

業
安
定
局
長
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
国
家
公
務
員
た
る
資
格
の
外
次
の
各
号
に
該
当
す

る
資
格
を
具
備
す
る
者
の
中
か
ら
、
単
に
官
公
庁
内
部
に
止
ら
ず
、
広
く
民
間
に
も
人
材

を
求
め
て
人
選
す
る
こ
と
。

（
１
）
規
則
第
二
二
条
の
第
一
号
又
は
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
学
歴
を
有
す
る
こ
と
。

（
２
）
事
業
場
に
お
い
て
、
監
督
者
の
経
験
を
充
分
有
す
る
こ
と
。

（
３
）
闊
達
に
し
て
活
動
的
な
性
格
を
有
す
る
こ
と
。

（
４
）
人
格
円
満
に
し
て
、
表
現
能
力
を
有
し
、
指
導
訓
練
に
興
味
を
有
す
る
こ
と
。

（
５
）
年
令
は
三
〇
才
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四
四
五
二

職

務

職
場
補
導
員
の
職
務
は
、
規
則
第
二
二
条
の
二
条
の
二
第
二
項
に
定
め
る
も
の
外
、
次
の
と
う

マ

マ

マ

マ

り
で
あ
る
。

（
１
）
職
場
補
導
方
式
に
よ
る
授
助
事
業
に
関
す
る
啓
蒙
宣
伝
の
実
施
。

マ
マ

（
２
）
事
業
職
場
補
導
員
の
行
う
監
督
者
訓
練
の
立
会

（
３
）
事
業
職
場
補
導
員
と
の
連
絡
。

（
４
）
そ
の
他
こ
の
援
助
事
業
執
行
上
の
事
務
処
理

四四
五五
〇〇
〇〇

事事
業業
職職
場場
補補
導導
員員

四四
五五
四四
九九

四
五
○
○

養
成
の
理
由

職
業
安
定
機
関
に
勤
務
す
る
職
場
補
導
員
の
み
で
は
、
活
動
に
お
の
づ
か
ら
限
度
が
あ
っ
て
全

国
各
種
事
業
場
の
要
望
に
よ
り
莫
大
な
数
の
監
督
者
に
当
る
こ
と
に
は
現
実
に
は
現
実
上
は
不

マ

マ

可
能
で
あ
る
。
一
方
、
援
助
を
申
請
す
る
事
業
場
、
特
に
大
規
模
な
事
業
場
は
、
寧
ろ
監
督
者

訓
練
計
画
の
一
環
と
し
て
、
専
属
の
補
導
員
の
養
成
を
計
画
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
援
助
を
要

請
す
る
場
合
が
多
い
。
故
に
現
実
の
事
態
に
即
応
し
、
一
般
の
要
望
に
応
え
、
こ
の
援
助
事
業

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
労
働
大
臣
は
、
監
督
者
訓
練
に
対
す
る
援
助
事
業
の
一
環
と
し
て
、

職
場
補
導
員
以
外
に
、
事
業
場
内
に
お
い
て
監
督
者
の
訓
練
に
当
る
者
を
養
成
訓
練
し
、
こ
れ

に
職
場
補
導
員
の
資
格
を
与
え
、
こ
れ
を
事
業
場
職
場
補
導
員
と
称
し
、
労
働
大
臣
の
指
導
監

督
の
下
に
監
督
者
訓
練
を
行
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
以
上
の
如
き
趣
旨
に
沿
っ
て
、
こ
の
援
助
事
業
を
効
果
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
援
助

を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
場
の
内
、
監
督
者
数
一
〇
〇
名
以
上
の
も
の
に
対
し
て
は
、
で
き
得

る
限
り
事
業
職
場
補
導
員
を
養
成
す
る
よ
う
勧
め
る
も
の
と
す
る
。

四
五
〇
一

養
成
訓
練
の
実
施

事
業
場
職
場
補
導
員
の
養
成
訓
練
は
、
労
働
省
職
業
安
定
局
に
置
か
れ
た
職
場
補
導
員
が
そ

の
職
務
と
し
て
行
う
外
、
都
道
府
県
に
置
か
れ
た
職
場
補
導
員
、
そ
の
他
の
者
（
民
間
の
者
も

含
む
）
の
中
、
労
働
大
臣
が
命
じ
又
は
委
嘱
し
た
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

四
五
○
二

受
講
資
格

受
講
者
は
少
く
と
も
「
仕
事
の
教
え
方
」
監
督
者
訓
練
講
習
会
を
終
了
し
て
い
る
こ
と

が
強
く
要
望
さ
れ
る
。
故
に
「
改
善
の
仕
方
」
又
は
「
人
の
扱
い
方
」
補
導
養
成
訓
練
の

受
講
者
は
規
則
第
二
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
外
に
「
仕
事
の
教
え
方
」
監
督
者
訓
練

講
習
を
う
け
る
様
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
業
場
が
監
督
者
訓
練
講
習
会
に
お
い
て
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
者
を
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
を
望
み
、
且
つ
、
そ
の
事
業
場
自
身
が
当
該
訓
練
を
行
う
機
会
に
乏
し
い

と
き
は
、
で
き
得
る
限
り
速
か
に
当
該
訓
練
を
受
け
る
機
会
を
与
え
る
よ
う
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

規
則
第
二
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
大
学
と
は
次
の
も
の
を
い
う
。
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（
１
）
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
八
八
号
）
に
よ
る
大
学

（
２
）
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
二
六
号
）
第
一
条
に
掲
げ
る
大
学
（
同
法
第

一
〇
九
条
に
規
定
す
る
短
期
大
学
を
除
く
。
）

（
３
）
外
国
の
学
校
で
、
そ
の
学
校
の
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
六
年
以
上
の

学
校
教
育
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
に
な
る
も
の
。

規
則
第
二
二
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
「
こ
れ
と

同
等
以
上
と
認
め
ら
れ
る

学
校
等
」
と
は
次
の
も
の
を
い
う
。

（
１
）
学
校
教
育
法
第
百
九
条
に
規
定
す
る
短
期
大
学
。

（
２
）
旧
大
学
令
に
よ
る
大
学
予
科
。

（
３
）
昭
和
一
八
年
三
月
八
日
以
降
の
法
令
に
よ
る
教
員
養
成
機
関
た
る
諸
学
校
又
は
養

成
所
。

（
４
）
大
正
七
年
勅
令
第
三
号
第
二
条
第
二
号
に
よ
り
指
定
し
た
学
校
。

（
５
）
外
国
の
学
校
で
、
そ
の
学
校
の
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
四
年
以
上
の

学
校
教
育
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
に
な
る
も
の
。

規
則
第
二
二
条
の
三
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
「
こ
れ
と
同
等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
学

位
養
成
所
等
」
と
は
、

（
１
）
学
校
教
育
法
第
一
条
に
掲
げ
る
高
等
学
校
。

（
２
）
旧
師
範
教
育
令
明
治
三
〇
年
勅
令
第
三
四
六
号
に
よ
る
師
範
学
校
本
科
又
は
専
攻

科
及
び
旧
青
年
学
校
教
員
養
成
所
令
（
昭
和
一
〇
年
勅
令
四
七
号
）
に
よ
る
青
年
学
校

数
員
養
成
所
。

（
３
）
旧
高
等
学
校
令
に
よ
る
高
等
学
校
尋
常
科

（
４
）
そ
の
他
の
学
校
養
成
所
等
（
外
国
の
も
の
を
含
む
）
で
、
そ
れ
を
修
了
す
る
こ
と

に
よ
り
、
一
〇
年
以
上
の
学
校
教
育
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
に
な
る
も
の
。

規
則
第
二
二
条
の
三
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
「
労
働
大
臣
が
特
に
認
め
た
者
」
と

は
、
概
ね
監
督
者
訓
練
に
必
要
な
知
識
、
経
験
、
教
養
等
を
充
分
有
す
る
実
証
の
あ
る
者
。

四
五
〇
三

欠
格
事
項

規
則
第
二
二
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
「
精
神
又
は
身
体
の
障
害
に
よ
っ
て
職

場
補
導
員
と
し
て
不
適
格
と
認
め
ら
れ
る
者
」
と
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
者
で
あ
る
。

例
え
ば
精
神
病
者
（
社
会
通
念
上
の
）
、
人
格
に
お
い
て
円
満
な
ら
ざ
る
者
、
社
会
人
と

し
て
の
常
識
に
乏
し
い
者
、
相
当
強
度
の
き
つ
音
又
は
言
語
不
明
瞭
な
者
、
盲
者
、
聾
者
、

、
、

唖
者
、
読
書
不
能
の
者
等
の
ご
と
く
社
会
通
念
上
事
業
場
職
場
補
導
員
と
し
て
不
適
格
と

認
め
ら
れ
る
者
を
い
う
の
で
あ
る
。

同
項
第
二
号
に
「
官
職
に
つ
く
能
力
を
有
し
な
い
者
」
と
あ
る
の
は
、
単
に
条
文
の
引

用
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
事
業
場
職
場
補
導
員
が
官
職
の
一
で
あ
る
と
い
う
意
味
で

は
な
い
。

同
項
第
三
号
は
、
提
出
さ
れ
た
文
書
に
偽
わ
り
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
作
成
者
が
事
業

主
で
あ
ろ
う
と
本
人
で
あ
ろ
う
と
、
又
は
未
遂
で
あ
ろ
う
と
既
遂
で
あ
ろ
う
と
を
問
わ
ず
、

本
人
は
そ
の
後
受
講
者
と
な
る
事
が
で
き
な
い
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

同
項
第
四
号
は
、
第
一
二
項
の
各
号
の
内
、
第
五
号
以
外
の
号
の
規
定
に
違
反
し
て
資

格
を
失
っ
て
も
、
再
び
講
習
会
を
受
講
し
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
事
を
示
す
も
の
で

あ
る
。

四
五
〇
四

名
称
及
び
補
導
員
番
号

事
業
場
職
場
補
導
員
に
は
、
養
成
訓
練
を
受
け
た
項
目
名
を
冠
し
た
職
場
補
導
員
の
資

格
を
与
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
名
称
に
も
該
項
目
名
を
冠
せ
ら
れ
る
。

（
例
）

「
仕
事
の
教
え
方
」
事
業
場
職
場
補
導
員
。

又
、
職
場
補
導
員
及
び
事
業
場
補
導
員
個
々
に
、
訓
練
を
受
け
た
項
目
名
の
頭
字
を
冠

し
た
補
導
員
番
号
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
例
）
仕
二
三
、
改
一
〇
二
、
人
六
〇

等

四
五
〇
五

労
働
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
の
事
業
場
、
職
場
補
導
員
の
行
う
監
督
者
訓
練

に
対
す
る
援
助
。

労
働
大
臣
は
、
事
業
場
職
場
補
導
員
に
監
督
者
訓
練
手
引
を
交
付
す
る
外
、
○
四
三
五

四
に
定
め
る
要
領
に
よ
っ
て
監
督
者
訓
練
講
習
会
用
の
資
料
を
提
供
す
る
と
共
に
、
事
業

場
職
場
補
導
員
に
対
し
、
労
働
省
に
お
け
る
調
査
研
究
の
結
果
を
通
知
し
、
事
業
場
職
場

補
導
員
相
互
間
の
連
絡
を
保
つ
等
迄
、
種
々
の
方
法
に
よ
っ
て
指
導
を
行
い
、
こ
れ
を
援

助
す
る
。
都
道
府
県
知
事
は
、
監
督
者
訓
練
手
引
の
交
付
を
除
き
、
労
働
大
臣
と
協
力
し

て
、
同
様
の
方
法
で
こ
れ
を
援
助
す
る
。

四
五
〇
六

労
働
大
臣
に
対
す
る
協
力

規
則
第
二
二
条
の
三
第
一
一
項
に
掲
げ
る
「
や
む
を
得
な
い
事
由
に
あ
る
と
認
め
る
場

合
」
と
は
お
う
む
ね
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
例
）
本
人
又
は
家
族
の
病
気
負
傷
等
、
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
冠
婚
葬
祭
。

公
用
出
張
。

本
務
た
る
仕
事
の
多
忙
等
。

同
項
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
者
の
中
、
こ
の
よ
う
な
事
由
の
た
め
、
監
督
者
訓
練
の
で
き

な
い
者
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
承
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
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四
五
〇
七

報
告
書
の
様
式

規
則
第
二
二
条
の
三
第
一
二
項
に
掲
げ
る
監
督
者
訓
練
報
告
書
（
様
式
三
、
様
式
二
二
、

様
式
四
二
）
の
様
式
は
訓
練
項
目
ご
と
に
異
り
、
お
の
お
の
項
目
名
を
冠
し
て
称
さ
れ
る
。

追
指
導
報
告
書
（
様
式
一
〇
二
）
は
各
項
目
を
通
じ
て
一
種
で
あ
る
。

四
五
○
八

失
格
事
項

規
則
第
二
二
条
の
三
第
一
三
項
の
規
定
は
、
成
る
べ
く
寛
大
に
解
釈
し
、
善
意
で
同
項

各
号
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
「
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る

も
の
」
と
解
し
て
差
支
え
な
い
。

同
項
各
号
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
者
の
中
、
善
意
で
こ
れ
を
な
し
た
者
は
、
直
ち
に

労
働
大
臣
あ
て
理
由
書
を
提
出
し
、
了
解
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

四
五
〇
九

職
場
補
導
員
と
の
関
係

事
業
場
職
場
補
導
員
と
職
場
補
導
員
と
は
身
分
上
何
等
関
係
が
な
い
。
故
に
、
例
え
ば
、

事
業
場
職
場
補
導
員
が
労
働
大
臣
か
ら
職
場
補
導
員
を
命
ぜ
ら
れ
て
も
、
規
則
第
二
二
条

の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
資
格
を
失
う
も
の
で
は
な
い
。

四四
五五
五五
〇〇

援援
助助
申申
請請
のの
手手
続続

四四
五五
九九
九九

四
五
五
○

様

式

事
業
場
が
援
助
を
申
請
す
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
様
式
で
書
類
を
提
出
す
る

も
の
と
す
る
。

（
１
）
補
導
員
の
派
遣
を
申
請
す
る
場
合
は
、
監
督
者
訓
練
援
助
申
請
書
様
式
一
〇
一
を

提
出
す
る
こ
と
。

（
２
）
事
業
場
職
場
補
導
員
を
養
成
訓
練
し
よ
う
と
す
る
事
業
場
は
規
則
第
二
十
二
条
の

第
三
号
の
規
定
に
基
き
様
式
第
一
号
、
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
を
提
出
す
る

こ
と
。

（
３
）
規
則
第
二
二
条
の
三
第
一
〇
項
に
基
き
、
訓
練
に
必
要
な
資
料
の
提
供
を
申
請
す

る
場
合
は
事
業
体
概
説
調
査
表
（
様
式
一
）
及
び
監
督
者
訓
練
計
書
書
（
様
式
二
）

を
添
え
て
監
督
者
訓
練
援
助
申
請
書
（
様
式
一
〇
一
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
但
し
、

同
一
の
事
業
場
が
数
度
に
亘
っ
て
こ
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
様
式
一
は
最
初
一
回

だ
け
提
出
し
、
様
式
二
及
び
様
式
一
〇
一
は
そ
の
都
度
提
出
す
る
こ
と
。

四
五
五
一

提

出

前
項
に
掲
げ
る
書
類
そ
の
他
監
督
者
訓
練
に
関
し
労
働
大
臣
あ
て
の
書
類
は
、
す
べ
て
、

そ
れ
を
提
出
す
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
提
出
す

る
者
も
の
と
す
る
。

マ
マ

四
五
五
二

進

逹

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
に
掲
げ
る
書
類
を
受
理
し
た
と
き
は
、
速
か
に
労
働
省
職
業

安
定
局
職
業
補
導
課
あ
て
進
逹
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
監
督
者
訓
練
報
告
書
は
、
規
則

第
二
二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
報
告
に
添
え
進
逹
す
る
も
の
と
す
る
。

四四
六六
〇〇
〇〇

そそ
のの
他他

四四
六六
四四
九九

四
六
〇
〇

都
道
府
県
知
事
の
行
う
報
告

規
則
第
二
二
条
第
九
号
一
に
規
定
す
る
報
告
は
、
職
業
補
導
事
業
月
間
報
告
書
（
様
式

一
〇
三
）
に
よ
り
、
毎
月
翌
月
一
〇
日
迄
に
労
働
省
職
業
安
定
局
職
業
補
導
課
に
到
着
す

る
様
に
遅
滞
な
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
六
〇
一

Ｔ
・
Ｗ
・
Ｉ
方
式
の
質
的
維
持

Ｔ
・
Ｗ
・
Ｉ
方
式
は
世
界
各
国
に
紹
介
若
し
く
は
実
施
さ
れ
て
お
り
、
既
に
そ
の
名
は

一
種
の
通
称
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
吾
国
に
お
い
て
は
全
く
最
初
の
試
み
で
あ
る

の
で
や
ゝ
も
す
れ
ば
そ
の
形
態
が
崩
れ
、
そ
の
通
称
に
対
す
る
信
用
を
落
す
恐
れ
が
あ
る

か
ら
、
都
道
府
県
労
働
省
と
絶
え
ず
密
接
に
連
絡
を
保
ち
、
か
か
る
事
態
を
起
さ
よ
な
い

マ

マ

よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
六
〇
二

Ｔ
・
Ｗ
・
Ｉ
方
式
の
研
究

Ｔ
・
Ｗ
・
Ｉ
方
式
は
欧
米
各
国
に
よ
り
広
く
採
用
せ
ら
れ
多
大
の
成
果
を
お
さ
め
て
い

る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
我
が
国
に
於
て
実
施
す
る
に
は
、
我
が
国
に
於
け
る
各
種
の

事
情
に
よ
く
適
合
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
労
働
省
に
お
い
て
は
、

関
係
官
公
庁
、
事
業
場
及
び
学
識
経
験
者
と
緊
密
な
る
連
携
を
保
つ
と
共
に
、
中
央
職
業

安
定
審
議
会
に
は
か
り
、
又
必
要
に
応
じ
て
特
別
の
研
究
機
関
を
設
け
若
し
く
は
既
設
の

機
関
に
委
嘱
し
て
こ
の
方
式
の
調
査
研
究
を
行
う
。

四
六
〇
三

事
業
場
職
場
補
導
員
と
の
連
絡

都
道
府
県
は
、
管
下
事
業
場
所
属
の
（
所
属
事
業
場
な
き
事
業
場
職
場
補
導
員
に
つ
い
て
は

管
下
に
住
所
を
有
す
る
）
事
業
場
職
場
補
導
員
と
常
に
緊
密
な
連
絡
を
保
つ
と
共
に
関
係
職
員

は
適
時
管
下
事
業
場
に
お
け
る
事
業
場
職
場
補
導
員
の
行
う
監
督
者
訓
練
に
立
合
い
、
そ
の
状

況
を
労
働
省
職
業
安
定
局
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す
。

四
六
〇
四

隣
接
都
道
府
県
と
の
連
携

こ
の
事
業
は
事
業
場
よ
り
の
申
請
に
基
い
て
行
う
の
で
あ
る
か
ら
、
都
道
府
県
に
よ
り
、
又
時

期
に
よ
っ
て
繁
閑
の
差
が
あ
る
こ
と
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
に
隣
接



- 331 -

四
五
〇
七

報
告
書
の
様
式

規
則
第
二
二
条
の
三
第
一
二
項
に
掲
げ
る
監
督
者
訓
練
報
告
書
（
様
式
三
、
様
式
二
二
、

様
式
四
二
）
の
様
式
は
訓
練
項
目
ご
と
に
異
り
、
お
の
お
の
項
目
名
を
冠
し
て
称
さ
れ
る
。

追
指
導
報
告
書
（
様
式
一
〇
二
）
は
各
項
目
を
通
じ
て
一
種
で
あ
る
。

四
五
○
八

失
格
事
項

規
則
第
二
二
条
の
三
第
一
三
項
の
規
定
は
、
成
る
べ
く
寛
大
に
解
釈
し
、
善
意
で
同
項

各
号
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
「
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る

も
の
」
と
解
し
て
差
支
え
な
い
。

同
項
各
号
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
者
の
中
、
善
意
で
こ
れ
を
な
し
た
者
は
、
直
ち
に

労
働
大
臣
あ
て
理
由
書
を
提
出
し
、
了
解
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

四
五
〇
九

職
場
補
導
員
と
の
関
係

事
業
場
職
場
補
導
員
と
職
場
補
導
員
と
は
身
分
上
何
等
関
係
が
な
い
。
故
に
、
例
え
ば
、

事
業
場
職
場
補
導
員
が
労
働
大
臣
か
ら
職
場
補
導
員
を
命
ぜ
ら
れ
て
も
、
規
則
第
二
二
条

の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
資
格
を
失
う
も
の
で
は
な
い
。

四四
五五
五五
〇〇

援援
助助
申申
請請
のの
手手
続続

四四
五五
九九
九九

四
五
五
○

様

式

事
業
場
が
援
助
を
申
請
す
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
様
式
で
書
類
を
提
出
す
る

も
の
と
す
る
。

（
１
）
補
導
員
の
派
遣
を
申
請
す
る
場
合
は
、
監
督
者
訓
練
援
助
申
請
書
様
式
一
〇
一
を

提
出
す
る
こ
と
。

（
２
）
事
業
場
職
場
補
導
員
を
養
成
訓
練
し
よ
う
と
す
る
事
業
場
は
規
則
第
二
十
二
条
の

第
三
号
の
規
定
に
基
き
様
式
第
一
号
、
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
を
提
出
す
る

こ
と
。

（
３
）
規
則
第
二
二
条
の
三
第
一
〇
項
に
基
き
、
訓
練
に
必
要
な
資
料
の
提
供
を
申
請
す

る
場
合
は
事
業
体
概
説
調
査
表
（
様
式
一
）
及
び
監
督
者
訓
練
計
書
書
（
様
式
二
）

を
添
え
て
監
督
者
訓
練
援
助
申
請
書
（
様
式
一
〇
一
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
但
し
、

同
一
の
事
業
場
が
数
度
に
亘
っ
て
こ
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
様
式
一
は
最
初
一
回

だ
け
提
出
し
、
様
式
二
及
び
様
式
一
〇
一
は
そ
の
都
度
提
出
す
る
こ
と
。

四
五
五
一

提

出

前
項
に
掲
げ
る
書
類
そ
の
他
監
督
者
訓
練
に
関
し
労
働
大
臣
あ
て
の
書
類
は
、
す
べ
て
、

そ
れ
を
提
出
す
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
提
出
す

る
者
も
の
と
す
る
。

マ
マ

四
五
五
二

進

逹

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
に
掲
げ
る
書
類
を
受
理
し
た
と
き
は
、
速
か
に
労
働
省
職
業

安
定
局
職
業
補
導
課
あ
て
進
逹
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
監
督
者
訓
練
報
告
書
は
、
規
則

第
二
二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
報
告
に
添
え
進
逹
す
る
も
の
と
す
る
。

四四
六六
〇〇
〇〇

そそ
のの
他他

四四
六六
四四
九九

四
六
〇
〇

都
道
府
県
知
事
の
行
う
報
告

規
則
第
二
二
条
第
九
号
一
に
規
定
す
る
報
告
は
、
職
業
補
導
事
業
月
間
報
告
書
（
様
式

一
〇
三
）
に
よ
り
、
毎
月
翌
月
一
〇
日
迄
に
労
働
省
職
業
安
定
局
職
業
補
導
課
に
到
着
す

る
様
に
遅
滞
な
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
六
〇
一

Ｔ
・
Ｗ
・
Ｉ
方
式
の
質
的
維
持

Ｔ
・
Ｗ
・
Ｉ
方
式
は
世
界
各
国
に
紹
介
若
し
く
は
実
施
さ
れ
て
お
り
、
既
に
そ
の
名
は

一
種
の
通
称
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
吾
国
に
お
い
て
は
全
く
最
初
の
試
み
で
あ
る

の
で
や
ゝ
も
す
れ
ば
そ
の
形
態
が
崩
れ
、
そ
の
通
称
に
対
す
る
信
用
を
落
す
恐
れ
が
あ
る

か
ら
、
都
道
府
県
労
働
省
と
絶
え
ず
密
接
に
連
絡
を
保
ち
、
か
か
る
事
態
を
起
さ
よ
な
い

マ

マ

よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
六
〇
二

Ｔ
・
Ｗ
・
Ｉ
方
式
の
研
究

Ｔ
・
Ｗ
・
Ｉ
方
式
は
欧
米
各
国
に
よ
り
広
く
採
用
せ
ら
れ
多
大
の
成
果
を
お
さ
め
て
い

る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
我
が
国
に
於
て
実
施
す
る
に
は
、
我
が
国
に
於
け
る
各
種
の

事
情
に
よ
く
適
合
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
労
働
省
に
お
い
て
は
、

関
係
官
公
庁
、
事
業
場
及
び
学
識
経
験
者
と
緊
密
な
る
連
携
を
保
つ
と
共
に
、
中
央
職
業

安
定
審
議
会
に
は
か
り
、
又
必
要
に
応
じ
て
特
別
の
研
究
機
関
を
設
け
若
し
く
は
既
設
の

機
関
に
委
嘱
し
て
こ
の
方
式
の
調
査
研
究
を
行
う
。

四
六
〇
三

事
業
場
職
場
補
導
員
と
の
連
絡

都
道
府
県
は
、
管
下
事
業
場
所
属
の
（
所
属
事
業
場
な
き
事
業
場
職
場
補
導
員
に
つ
い
て
は

管
下
に
住
所
を
有
す
る
）
事
業
場
職
場
補
導
員
と
常
に
緊
密
な
連
絡
を
保
つ
と
共
に
関
係
職
員

は
適
時
管
下
事
業
場
に
お
け
る
事
業
場
職
場
補
導
員
の
行
う
監
督
者
訓
練
に
立
合
い
、
そ
の
状

況
を
労
働
省
職
業
安
定
局
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す
。

四
六
〇
四

隣
接
都
道
府
県
と
の
連
携

こ
の
事
業
は
事
業
場
よ
り
の
申
請
に
基
い
て
行
う
の
で
あ
る
か
ら
、
都
道
府
県
に
よ
り
、
又
時

期
に
よ
っ
て
繁
閑
の
差
が
あ
る
こ
と
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
に
隣
接
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都
道
府
県
に
緊
密
た
る
連
携
を
保
ち
、
相
互
に
援
助
し
て
、
こ
の
事
業
の
発
展
に
資
す
る
も
の

と
す
る
。

四
六
〇
五

禁
止
事
項

規
則
第
二
二
条
第
八
項
の
規
定
は
職
場
補
導
員
又
は
事
業
場
職
場
補
導
員
で
な
い
者
が
監
督
者

訓
練
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
又
単
に
職
場
補
導
員
を
名
乗
る
こ
と
を
禁
じ

て
い
る
の
で
も
な
く
職
場
補
導
員
を
名
乗
っ
て
監
督
者
訓
練
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の
で

あ
る
。

四
六
〇
六

労
働
基
準
法
に
規
定
す
る
技
能
者
養
成
と
の
関
係

法
第
三
○
条
に
「
労
働
基
準
法
に
規
定
す
る
技
能
養
成
を
除
き
」
と
あ
る
の
は
、
法
第
三
〇
条

に
規
定
す
る
監
督
者
訓
練
と
労
働
基
準
法
に
規
定
す
る
技
能
者
養
成
と
は
直
接
関
係
を
有
す
る

も
の
で
な
い
事
を
確
認
し
て
い
る
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
同
一
の
人
が
技
能

者
養
成
指
導
員
と
事
業
場
職
場
補
導
員
と
を
か
ね
て
も
何
等
差
支
え
が
な
い
。

四
六
〇
七

労
資
間
の
関
係

こ
の
事
業
は
、
監
督
者
の
監
督
能
力
を
向
上
せ
し
め
以
て
事
業
場
従
業
員
の
労
働
を
最
も
有
効

に
発
揮
さ
せ
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
単
に
企
業
者
の
利
益
に
の
み
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｔ
・
Ｗ
・
Ｉ
方
式
に
よ
る
監
督
者
訓
練
は
監
督
能
力
の
合
理
的
向
上
に
よ
っ
て
、
明
朗
且
安
定

に
し
て
能
率
的
な
職
場
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
労
働
強
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。

監
督
者
訓
練
を
行
う
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
主
旨
を
徹
底
し
て
、
常
に
よ
く
労
資
双
方
の
理
解
を

求
め
、
両
者
の
提
携
に
よ
る
協
力
の
下
に
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
編
注
：
「
職
業
安
定
行
政
手
引
き
」
に
本
節
が
追
加
さ
れ
た
）
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昭
和

28
年

10
月

17
日

〔
５
─

４
─
２

〕
労

働
省

職
業

安
定

局
監

督
者
訓

練
課

長
、
（

訓
発
第

48
号

）

職職
場場
補補
導導
員員
候候
補補
者者
のの
選選
定定
にに
つつ
いい
てて

職
場

補
導

員
を

養
成

す
る

に
当

り
、

そ
の

候
補

者
の

適
否

は
単

に
補

導
員

養
成

講
習

会
受

講
の

成

績
に

関
す

る
の

み
で

は
な

く
将

来
の

監
督

者
訓

練
の

展
開

及
び

成
果

に
も

重
大

な
影

響
を

及
ぼ

す
も

の
で
あ

る
と
思

料
せ

ら
れ

る
。

今
般

別
紙

「
職

場
補

導
員

候
補

者
選

考
要

領
」

を
作

成
し

適
格

な
る

候
補

者
の

選
考

を
図

る
こ

と

と
し

た
の

で
、

今
後

事
業

場
よ

り
職

場
補

導
員

養
成

の
申

請
等

の
あ

っ
た

場
合

に
は

、
本

要
領

に
よ

り
選
考

す
る
よ

う
特

段
の

御
指

導
を

お
願

い
す
る

。

別
紙

職職
場場

補補
導導
員員

候候
補補

者者
のの

選選
考考

にに
つつ

いい
てて

㈠
職

場
補
導

員
の

任
務

と
重

要
性

⑴
TW

I
職

場
補

導
員

の
候

補
者

は
、
精

神
的

に
も

身
体

的
に

も
優

秀
な

人
を
選

考
す
る

こ
と
が

大
切
で

あ
る

。

⑵
職

場
補

導
員

の
任

務
は

、
職

場
の

監
督

者
に

対
し

て
、

Ｔ
Ｗ

Ｉ
訓

練
の

基
礎

と
な

る
最

も
重

要
且
つ

困
難

な
基

礎
訓
練

を
施

す
こ

と
で

あ
る

。

基
礎

訓
練

は
、

所
定

の
手

引
に

従
っ

て
会

議
方

式
の

講
習

会
で

行
う

の
で

あ
る

が
、

こ
の

講
習
会

で
は

、
各

職
場
の

監
督

者
約

10
名
を

以
て

１
組

と
し

、
こ
れ

に
対

し
て

毎
日
２

時
間

宛
５

日
間

に
亘

り
、

監
督

者
に

必
要

な
技

能
に

つ
い

て
、

そ
の

原
則

と
方

法
と

を
、

説
明

や

実
演

、
或

は
討

議
や

指
導

に
よ

っ
て

教
え

、
監

督
者

に
充

分
理

解
さ

せ
る

と
共

に
、

実
際

の

職
場
で

も
活

用
す

る
こ
と

が
出

来
る

よ
う

に
し

よ
う

と
い
う

の
で

あ
る

。

⑶
即

ち
職

場
補

導
員

の
候

補
者

は
、

職
場

補
導

員
養

成
講

習
会

に
於

て
、

単
に

自
分

自
身

が
、

訓
練

を
受

け
る

だ
け

で
は

な
く

職
場

補
導

員
に

な
っ

た
暁

に
は

自
分

が
指

導
者

と
な

っ
て

、

監
督
者

を
訓

練
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
人

で
あ

る
。

㈡
職

場
補
導

員
に

な
る

た
め

に
受

け
る

訓
練
と

資
格

の
取

得

⑴
職
場
補

導
員

養
成

講
習

会
は

、
候

補
者
約

10
名

を
１

組
と
し

て
８

日
乃

至
10

日
間
の

会
場

訓
練

と
そ

れ
に

続
く

実
地

指
導

に
よ

っ
て

行
わ

れ
各

候
補

者
は

、
こ

の
期

間
内

に
於

て
監

督

者
を
訓

練
す

る
為

に
必
要

な
知

識
技

能
を

習
得

す
る

。

⑵
こ

の
訓

練
は

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
に

よ
り

、
所

定
の

日
程

に
従

っ
て

行
わ

れ
る

が
、

集
約

的
訓

練
と

な
っ

て
い

る
関

係
上

、
好

条
件

を
備

え
た

候
補

者
に

よ
っ

て
は

易
々

た
る

も
の

で

あ
る

に
反

し
、

悪
条

件
を

備
え
た

侯
補

者
に

よ
っ

て
は
極

め
て

困
難

で
あ

る
。

⑶
会

場
訓

練
を

修
了

し
た

後
で

、
各

侯
補

者
は

習
得

し
た

知
識

技
能

に
つ

い
て

実
地

検
定

を
受

け
る

。
こ

の
際

に
は

各
候

補
者

は
そ

れ
ぞ

れ
一

組
宛

、
実

際
の

監
督

者
の

組
を

担
当

し
て

、

講
習

会
を

指
導

す
る

の
で

あ
る

が
、

そ
の

成
績

が
一

定
の

水
準

以
上

で
あ

れ
ば

、
指

導
員

が

推
薦

し
、

労
働

大
臣

が
職

場
補
導

員
の

資
格

を
附

与
す
る

こ
と

に
な

る
。

㈢
職
場

補
導

員
候

補
者
の

選
考

⑴
職

場
補

導
員

候
補

者
を

選
考

す
る

に
当

っ
て
は

、
職

業
安

定
法

施
行

規
則
第

二
十

二
条
の

四

に
規

定
す

る
条

件
の

他
、

次
の
条

件
を

も
考

慮
す

る
こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

①
主
と

し
て

身
体

的
条
件

②
主
と

し
て

心
理

的
条
件

⑵
別

紙
「

職
場

補
導

員
侯

補
者

選
考

要
領

」
は
、

こ
れ

ら
の

諸
条

件
を

一
括
と

し
て

表
に
し

た

も
の

で
あ

る
。

⑶
心

理
的

条
件

は
別

表
の

如
く

、
理

解
力

、
表
現

力
、

態
度

そ
の

他
に

大
別
す

る
こ

と
が
出

来

る
が

、
更

に
そ

れ
を

説
明

す
れ

ば
そ

れ
ぞ

れ
の

細
目

に
掲

げ
た

通
り

で
あ

る
。

こ
れ

ら
は

。

職
場

補
導

員
と

し
て

の
心

理
的

適
性

事
項

と
云

う
こ

と
が

出
来

、
こ

れ
ら

の
事

項
が

、
す

べ

て
充

分
に

備
わ

っ
て

い
る

人
が

最
も

望
ま

し
い

こ
と

は
勿

論
で

あ
る

が
、

少
く

と
も

、
こ

れ

ら
の

事
項

を
す

べ
て

著
通

程
度
以

上
に

具
備

し
て

い
る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

⑷
別

紙
要

領
に

よ
り

職
場

補
導

員
候

補
者

を
選
定

す
る

場
合

に
は

Ｔ
Ｗ

Ｉ
管
理

者
及

び
人
事

部

門
責

任
者

が
そ

の
候

補
者

の
所

属
す

る
部

門
の

責
任

者
と

共
に

、
充

分
に

協
議

す
る

こ
と

が

望
ま

し
い

。

⑸
尚

既
に

職
場

補
導

員
の

お
る

と
こ

ろ
で

は
、
そ

の
人

の
意

見
を

聞
き

、
又
そ

の
候

補
者
の

基

礎
訓

練
を

担
当

し
た

職
場

補
導
員

の
意

見
を

も
聞

く
の
が

よ
い

。

⑹
職
場

補
導

員
の

任
務

は
、
重

要
で

あ
り

且
つ
精

神
的

に
も

肉
体

的
に

も
負
担

が
大

き
い

か
ら
、

一
定

期
間

は
な

る
べ

く
専

門
職
に

す
る

こ
と

が
望

ま
し
い

。

⑺
職

場
補

導
員

候
補

者
は

、
ラ

イ
ン

の
中

か
ら
選

定
す

る
の

が
、

将
来

職
場
へ

の
浸

透
に
好

都

合
で

あ
る

と
云

わ
れ

て
い

る
。

職職
場場
補補

導導
員員

候候
補補
者者

選選
考考

要要
領領

一
、

職
業

安
定

法
施

行
規
則

第
二

二
条
の

四
に

あ
る

基
準
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昭
和

28
年

10
月

17
日

〔
５
─

４
─
２

〕
労

働
省

職
業

安
定

局
監

督
者
訓

練
課

長
、
（

訓
発
第

48
号

）

職職
場場
補補
導導
員員
候候
補補
者者
のの
選選
定定
にに
つつ
いい
てて

職
場

補
導

員
を

養
成

す
る

に
当

り
、

そ
の

候
補

者
の

適
否

は
単

に
補

導
員

養
成

講
習

会
受

講
の

成

績
に

関
す

る
の

み
で

は
な

く
将

来
の

監
督

者
訓

練
の

展
開

及
び

成
果

に
も

重
大

な
影

響
を

及
ぼ

す
も

の
で
あ

る
と
思

料
せ

ら
れ

る
。

今
般

別
紙

「
職

場
補

導
員

候
補

者
選

考
要

領
」

を
作

成
し

適
格

な
る

候
補

者
の

選
考

を
図

る
こ

と

と
し

た
の

で
、

今
後

事
業

場
よ

り
職

場
補

導
員

養
成

の
申

請
等

の
あ

っ
た

場
合

に
は

、
本

要
領

に
よ

り
選
考

す
る
よ

う
特

段
の

御
指

導
を

お
願

い
す
る

。

別
紙

職職
場場

補補
導導
員員

候候
補補

者者
のの

選選
考考

にに
つつ

いい
てて

㈠
職

場
補
導

員
の

任
務

と
重

要
性

⑴
TW

I
職

場
補

導
員

の
候

補
者

は
、
精

神
的

に
も

身
体

的
に

も
優

秀
な

人
を
選

考
す
る

こ
と
が

大
切
で

あ
る

。

⑵
職

場
補

導
員

の
任

務
は

、
職

場
の

監
督

者
に

対
し

て
、

Ｔ
Ｗ

Ｉ
訓

練
の

基
礎

と
な

る
最

も
重

要
且
つ

困
難

な
基

礎
訓
練

を
施

す
こ

と
で

あ
る

。

基
礎

訓
練

は
、

所
定

の
手

引
に

従
っ

て
会

議
方

式
の

講
習

会
で

行
う

の
で

あ
る

が
、

こ
の

講
習
会

で
は

、
各

職
場
の

監
督

者
約

10
名
を

以
て

１
組

と
し

、
こ
れ

に
対

し
て

毎
日
２

時
間

宛
５

日
間

に
亘

り
、

監
督

者
に

必
要

な
技

能
に

つ
い

て
、

そ
の

原
則

と
方

法
と

を
、

説
明

や

実
演

、
或

は
討

議
や

指
導

に
よ

っ
て

教
え

、
監

督
者

に
充

分
理

解
さ

せ
る

と
共

に
、

実
際

の

職
場
で

も
活

用
す

る
こ
と

が
出

来
る

よ
う

に
し

よ
う

と
い
う

の
で

あ
る

。

⑶
即

ち
職

場
補

導
員

の
候

補
者

は
、

職
場

補
導

員
養

成
講

習
会

に
於

て
、

単
に

自
分

自
身

が
、

訓
練

を
受

け
る

だ
け

で
は

な
く

職
場

補
導

員
に

な
っ

た
暁

に
は

自
分

が
指

導
者

と
な

っ
て

、

監
督
者

を
訓

練
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
人

で
あ

る
。

㈡
職

場
補
導

員
に

な
る

た
め

に
受

け
る

訓
練
と

資
格

の
取

得

⑴
職
場
補

導
員

養
成

講
習

会
は

、
候

補
者
約

10
名

を
１

組
と
し

て
８

日
乃

至
10

日
間
の

会
場

訓
練

と
そ

れ
に

続
く

実
地

指
導

に
よ

っ
て

行
わ

れ
各

候
補

者
は

、
こ

の
期

間
内

に
於

て
監

督

者
を
訓

練
す

る
為

に
必
要

な
知

識
技

能
を

習
得

す
る

。

⑵
こ

の
訓

練
は

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
に

よ
り

、
所

定
の

日
程

に
従

っ
て

行
わ

れ
る

が
、

集
約

的
訓

練
と

な
っ

て
い

る
関

係
上

、
好

条
件

を
備

え
た

候
補

者
に

よ
っ

て
は

易
々

た
る

も
の

で

あ
る

に
反

し
、

悪
条

件
を

備
え
た

侯
補

者
に

よ
っ

て
は
極

め
て

困
難

で
あ

る
。

⑶
会

場
訓

練
を

修
了

し
た

後
で

、
各

侯
補

者
は

習
得

し
た

知
識

技
能

に
つ

い
て

実
地

検
定

を
受

け
る

。
こ

の
際

に
は

各
候

補
者

は
そ

れ
ぞ

れ
一

組
宛

、
実

際
の

監
督

者
の

組
を

担
当

し
て

、

講
習

会
を

指
導

す
る

の
で

あ
る

が
、

そ
の

成
績

が
一

定
の

水
準

以
上

で
あ

れ
ば

、
指

導
員

が

推
薦

し
、

労
働

大
臣

が
職

場
補
導

員
の

資
格

を
附

与
す
る

こ
と

に
な

る
。

㈢
職
場

補
導

員
候

補
者
の

選
考

⑴
職

場
補

導
員

候
補

者
を

選
考

す
る

に
当

っ
て
は

、
職

業
安

定
法

施
行

規
則
第

二
十

二
条
の

四

に
規

定
す

る
条

件
の

他
、

次
の
条

件
を

も
考

慮
す

る
こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

①
主
と

し
て

身
体

的
条
件

②
主
と

し
て

心
理

的
条
件

⑵
別

紙
「

職
場

補
導

員
侯

補
者

選
考

要
領

」
は
、

こ
れ

ら
の

諸
条

件
を

一
括
と

し
て

表
に
し

た

も
の

で
あ

る
。

⑶
心

理
的

条
件

は
別

表
の

如
く

、
理

解
力

、
表
現

力
、

態
度

そ
の

他
に

大
別
す

る
こ

と
が
出

来

る
が

、
更

に
そ

れ
を

説
明

す
れ

ば
そ

れ
ぞ

れ
の

細
目

に
掲

げ
た

通
り

で
あ

る
。

こ
れ

ら
は

。

職
場

補
導

員
と

し
て

の
心

理
的

適
性

事
項

と
云

う
こ

と
が

出
来

、
こ

れ
ら

の
事

項
が

、
す

べ

て
充

分
に

備
わ

っ
て

い
る

人
が

最
も

望
ま

し
い

こ
と

は
勿

論
で

あ
る

が
、

少
く

と
も

、
こ

れ

ら
の

事
項

を
す

べ
て

著
通

程
度
以

上
に

具
備

し
て

い
る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

⑷
別

紙
要

領
に

よ
り

職
場

補
導

員
候

補
者

を
選
定

す
る

場
合

に
は

Ｔ
Ｗ

Ｉ
管
理

者
及

び
人
事

部

門
責

任
者

が
そ

の
候

補
者

の
所

属
す

る
部

門
の

責
任

者
と

共
に

、
充

分
に

協
議

す
る

こ
と

が

望
ま

し
い

。

⑸
尚

既
に

職
場

補
導

員
の

お
る

と
こ

ろ
で

は
、
そ

の
人

の
意

見
を

聞
き

、
又
そ

の
候

補
者
の

基

礎
訓

練
を

担
当

し
た

職
場

補
導
員

の
意

見
を

も
聞

く
の
が

よ
い

。

⑹
職
場

補
導

員
の

任
務

は
、
重

要
で

あ
り

且
つ
精

神
的

に
も

肉
体

的
に

も
負
担

が
大

き
い

か
ら
、

一
定

期
間

は
な

る
べ

く
専

門
職
に

す
る

こ
と

が
望

ま
し
い

。

⑺
職

場
補

導
員

候
補

者
は

、
ラ

イ
ン

の
中

か
ら
選

定
す

る
の

が
、

将
来

職
場
へ

の
浸

透
に
好

都

合
で

あ
る

と
云

わ
れ

て
い

る
。

職職
場場
補補

導導
員員

候候
補補
者者

選選
考考

要要
領領

一
、

職
業

安
定

法
施

行
規
則

第
二

二
条
の

四
に

あ
る

基
準
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㈠
年
令
は

25
才

以
上

で
あ

る
こ

と

㈡
監
督
者

経
験

を
１

年
以

上
経

て
い

る
こ
と

㈢
当

該
項

目
の
監

督
者

訓
練

講
習

会
を

修
了

し
て
い

る
こ

と

㈣
所
属
事

業
場

の
推

薦
に

よ
る

こ
と

二
、
所

属
事
業

場
の

推
薦

に
当

り
考

慮
を

要
す
べ

き
事

項

㈠
主
と
し

身
体

的
条

件

⒈
精

神
的

に
も

、
身

体
的

に
も

健
康

で
あ

っ
て

、
特

に
伝

染
性

疾
患

（
結

核
性

要
注

意
者

を
含
む

）
や

慢
性

病
が

な
い

。

⒉
視

力
は

、
矯

正
視
力

を
含

め
二

普
通

以
上

で
あ

る
。

⒊
聴

力
は

、
普

通
程
度

で
あ

っ
て

、
会

合
や

会
話

に
何
等

支
障

が
な

い
。

⒋
音

声
は

、
明

快
で
あ

っ
て

、
吃

音
が

な
い

。

㈡
主

と
し

て
心
理

的
条

件

⒈
理

解
力

○
も
の

ご
と

を
、

良
く

観
察

し
、
分

析
す

る
。

○
職
場

の
人

た
ち

の
考

え
や

、
空
気

を
、

正
し

く
つ

か
ん
で

い
る

。

○
情
況

判
断

が
良

く
、

臨
機

応
変
の

正
し

い
処

置
が

と
れ
る

。

○
話
の

内
容

を
、

正
確

に
、

而
も
速

く
理

解
す

る
。

〇
話
の

要
点

は
、

良
く

憶
え

て
い
る

。

○
人
の

話
し

た
意

見
や

、
考

え
を
簡

単
に

纏
め

て
、

再
表
現

で
き

る
。

⒉
表

現
力

○
常
に

要
点

を
と

ら
え

、
分

り
易
く

話
す

。

○
字
は

、
分

り
易

く
、

手
早

く
書
け

る
。

○
人

前
で
話

す
の

に
、

慣
れ

て
い
る

。

⒊
態
度

、
そ

の
他

○
他
人

の
云

う
こ

と
を

傾
聴

す
る
。

○
他
人

を
指

導
す

る
こ

と
を

い
と
わ

な
い

。

○
自
説

に
固

執
し

な
い

で
人

の
意
見

も
尊

重
す

る
。

○
自
分

に
も

不
足

や
、

誤
り

の
あ
る

こ
と

を
認

め
て

い
る
。

○
仕
事

に
は

熱
心

で
あ

っ
て

、
研
究

心
が

あ
る

。

○
時
間

は
、

常
に

守
ろ

う
と

す
る
。

○
動
作

は
緩

慢
で
あ

っ
た

り
、
粗

忽
で

は
な

い
。

○
自
分

の
責
任

は
、

自
分

で
果
す

よ
う

に
努

め
る

。

○
常
識

が
円
満

で
、

ユ
ー

モ
ア
を

解
し

て
い

る
。

○
明
朗

で
、
実

行
力

に
富

ん
で
い

る
。

○
意

見
や

、
態

度
は

、
協

調
的

で
、

而
も
建

設
的

で
あ

る
。

『
Ｔ

Ｗ
Ｉ

』

昭
和

28
年

10
月

17
日

〔
５

─
４

─
３

〕
労

働
省
職

業
安

定
局
監

督
者

訓
練

課
長
、
（
訓
発

第
49

号
）

職職
場場
補補
導導
員員
研研
修修
日日
程程
にに
つつ
いい
てて

Ｔ
Ｗ

Ｉ
方

式
を

企
業

内
に

浸
透

せ
し

め
生

産
上

に
充

分
な

る
効

果
を

期
待

す
る

た
め

に
は

、
そ

の

確
固

た
る

受
入

態
勢

の
下

に
Ｔ

Ｗ
Ｉ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

堅
実

に
推

進
せ

し
め

な
く

て
は

な
ら

な
い

が
就

中
訓

練
実

施
の

技
術

的
中

核
体

と
も

称
す

べ
き

職
場

補
導

員
の

能
力

如
何

は
そ

の
事

業
場

に
お

け
る

Ｔ
Ｗ

Ｉ
の

成
否

を
決

定
す
る

重
大

な
要
素

で
あ

る
。
木

省
は

従
来
職

場
補

導
員

の
養

成
に

当
っ

て
は
、

そ
の

重
要

性
に

監
み

て
厳
格

な
る

訓
練

と
資

格
認

定
を
行

っ
て

職
場

補
導

員
の

質
の

維
持

に
努
め

て
マ

マ

来
た

の
で

あ
る

が
現

在
ま

で
に

養
成

さ
れ

た
多

く
の

職
場

補
導

員
中

に
は

初
期

の
養

成
訓

練
以

後
、

指
導

員
に

よ
る

指
導

を
受

け
る

機
会

に
乏

し
く

従
っ

て
一

〇
時

間
基

礎
訓

練
講

習
に

お
け

る
指

導
方

法
も

当
初

の
正

規
方

向
を

外
れ

て
自

己
流

に
堕

し
て

い
る

お
そ

れ
も

あ
り

、
ひ

い
て

は
、

Ｔ
Ｗ

Ｉ
の

健
全

な
普

及
発

展
を

阻
害

す
る

こ
と

と
も

な
る

の
で

、
こ

れ
ら

職
場

補
導

員
の

養
成

後
に

お
け

る
質

の
維

持
と

訓
練

上
の

新
し

い
知

識
を

拾
得

せ
し

め
る

た
め

の
積

極
的

な
る

措
置

が
極

め
て

緊
要

と
な

っ
て

い
る

。

別
紙

「
職

場
補

導
員

研
修

会
日

程
」

は
こ

の
目

的
の

た
め

実
施

さ
れ

る
職

場
補

導
員

研
修

の
一

つ

の
指

針
と

し
て

作
成

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

が
、

こ
れ

が
活

用
に

際
し

て
は

、
左

記
事

項
御

留
意

の
う

え
、

貴
管

下
事

業
場

の
実

情
を

勘
案

し
そ

の
理

解
と

協
力

を
得

て
自

発
的

に
実

施
さ

れ
る

よ
う

指
導

方
宜

ろ
し

く
お

願
い

す
る
。

記記

１
、

こ
の

研
修

会
は

強
制

的
な

も
の

で
は

な
く

、
又

義
務

づ
け

ら
れ

た
も

の
で

も
な

い
が

そ
の

重
要

性
を

理
解

認
識
せ

し
め

る
こ

と
に

よ
っ

て
事

業
場
及

び
補

導
員

が
自

発
的

積
極
的

に
開

催
又
は

参

加
す

る
よ

う
特

に
指

導
さ

れ
た
い

こ
と

。

２
、

こ
の

研
修

会
は

補
導

員
の

資
格

を
有

す
る

者
で

あ
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も

、
現

在
又

は
将

来
補

導
員

と
し

て
活
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こ
と

が
な
い

と
認

め
ら

れ
る

者
に

つ
い

て
は
必

要
が

な
い

こ
と
。

３
、

こ
の

研
修

会
は

Ｔ
Ｗ

Ｉ
協

会
等

を
し

て
主

催
せ

し
め

協
会

未
設

置
の

府
県

に
あ

っ
て

は
、

府
県

が
主

唱
す

る
か

、
又

は
管

下
事
業

場
或

は
補

導
員

の
提

唱
に

よ
っ

て
開

催
す

る
よ

う
指
導

さ
れ
た

い
こ
と

。
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、

こ
の

研
修

会
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者
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練

指
導

員
を
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て

出
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る
だ

け
参

加
せ

し
め

必
要

に
応

じ
て

指
導

を
担
当

せ
し
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る
こ

と
が

望
ま

し
い

こ
と

。
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、

監
督

者
訓

練
指

導
員

の
居

ら
な

い
府

県
に
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い

て
は

便
宜

の
指

導
員

に
参

加
と

指
導

を
依

頼
す

る
等
の

援
助

を
与
え

ら
れ

た
い

こ
と

。

な
お
、
こ

の
場
合

依
頼

を
受

け
た
府

県
に

於
て

は
可

能
な

範
囲
で

こ
れ

に
応

ぜ
ら

れ
た
い

こ
と
。

６
、

管
下

に
於

い
て

、
事

業
場

監
督

者
訓

練
指

導
員

の
居

る
事

業
場

が
、

単
独

に
研

修
会

を
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う
場

合
、

事
情

が
許

せ
ば

他
の

事
業
場

の
補

導
員

を
も

こ
れ

に
参

加
す

る
こ

と
が

出
来

る
よ
う

依
頼
及

斡
旋
せ

ら
れ

た
い
こ

と
。

７
、
こ

の
研
修

会
に

参
加

し
な

い
補

導
員

と
い
え

ど
も

既
得

の
資
格

に
は

何
等

影
響

し
な

い
。

又
研

修
会

に
お

け
る

成
績

の
如

何
に

よ
っ

て
既

得
の

資
格

に
何

等
の

影
響

を
及

ぼ
す

も
の

で
も

な
い
こ

と
。

８
、

都
道

府
県

の
補

導
員

も
事

業
場

補
導

員
と

同
様

、
こ

の
種

研
修

会
そ

の
他

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
利

用
し
技

能
の

向
上
に

努
め

ら
れ

た
い

こ
と

。

職職
場場

補補
導導
員員

研研
修修

会会
日日

程程
表表

のの
解解

説説

⑴
こ

の
日

程
は
、

単
な

る
１

例
で

あ
る

。

従
っ

て
、

こ
の

例
に

厳
格

に
従

う
必

要
は

な
く

、
個

々
の

研
、

修
会

の
実

情
に

合
せ

て
、

適
宜
内

容
に

修
正

を
加
え

て
実

施
し

て
差

支
え

な
い

。

⑵
こ

の
日

程
は

、
全

国
指

導
員
研

究
懇

談
会

に
於

け
る

、
各

指
導

員
の

意
見

に
基

い
て
作

っ
た
も

の
で
、

次
の

点
を

根
本
的

な
考

え
方

と
し

て
い

る
。

㋑
職

場
補

導
員

の
技
能

を
向

上
し

、
併

せ
て

訓
練

実
施
上

の
諸

問
題

を
研
究

す
る

。

㋺
実

演
を

主
体

と
し

て
、

こ
れ

に
、

訓
練

の
展

開
に

必
要

な
事

柄
を

添
加

し
、

会
場

訓
練

の
繰
返

し
に

陥
ら

な
い

よ
う

留
意
す

る
。

⑶
こ
の

日
程

は
次
の

よ
う

な
場

合
を

想
定

し
た

も
の
で

あ
る

。

(
従

っ
て

、
個

々
の

研
修

会
の

実
情

が
、

こ
の

想
定

と
距

り
が

あ
る

場
合

に
は

、
こ

の
日

程

に
修
正

を
施

す
必

要
が
あ

る
か

も
知

れ
な

い
)

㋑
県

内
の

各
地

各
社
の

補
導

員
が

参
集

す
る

。

従
っ

て
、

三
日

間
で

は
、

参
加

困
難

で
あ

る
し

、
又

一
日

間
で

は
、

充
分

な
研

修
が

で

き
な
い

。

㋺
出
席

者
は

、
凡

そ
一

〇
～
二

〇
名

で
あ

る
。

㋩
出
席

者
は
、
補
導

員
に

な
っ

た
後
、
始

め
て

こ
の

種
の

研
修
会

に
参

加
し

た
人

が
多

い
。

⑷
次
の

よ
う

な
場

合
に

は
、
研

修
内

容
を

適
宜
修

正
す

る
必

要
が

あ
る

と
考
え

ら
れ

る
。

㋑
事
情

が
許

す
場

合
－

期
間
の

延
長

㋺
事
情

が
許

さ
な

い
場

合
－
期

間
の

短
縮

㋩
こ

の
種

の
研

修
会

に
、

会
っ

て
参

加
し

た
経

験
の

あ
る

出
席

者
が

多
い

場
合

－
研

修
内

容
の
(
Ｄ
)
と
(
Ｅ
)の

比
重

を
変
更

－
問

題
の

在
り

方
に

よ
っ
て

は
、

期
間

の
短

縮
。

㋥
問
題

の
在

り
方

が
、

か
な
り

偏
っ

て
い

る
場

合
－
前

項
に

準
じ

て
修

正

⑸
こ
の

研
修

会
の

司
会

者
は
、

主
催

者
又

は
出
席

者
の

一
人

が
こ

れ
に

当
る
の

が
よ

い
。

指
導

員
は
、

参
加

者
の

一
人

と
し

て
出

席
し
て

居
り

、
必

要
が

あ
っ

た
時
に

発
言

す
る
の

が

よ
い

と
考

え
ら

れ
る

。

⑹
こ

の
研

修
会

に
は

、
必

要
を

認
め

た
時

は
、
日

程
の

一
部
(
例

え
ば
(
Ｅ
)
の
部

分
)
に

於
て

、

職
場

補
導

員
で

な
い

者
を

参
加
さ

せ
て

も
よ

い
。

⑺
都
合

に
よ

っ
て

は
、
(Ｄ
)の

一
部

又
は
(Ｅ
)の

一
部

の
位

置
を

変
更

し
て
も

よ
い

。

⑻
内
容

に
つ

い
て

略
説

す
れ
ば

、
次

の
通

り
で
あ

る
。

(
Ａ
)
開
会

の
挨

拶
は

、
主

催
者
が

簡
単

に
述

べ
る

。

(
Ｂ
)
各

出
席

者
が

、
自

分
の

補
導

員
経

験
と

、
直

面
し

て
い

る
問

題
点

を
簡

潔
に

述
べ

る
。

こ
こ

で
は

単
に

発
表

す
る
だ

け
で

、
討

議
は

し
な
い

。

し
か

し
。

こ
こ

で
述

べ
ら

れ
た

こ
と

か
ら

。
出

席
者

の
間

題
の

傾
向

を
知

り
、

そ
の

線

に
沿

っ
て

、
日

程
を

運
営

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

出
題

者
の

傾
向

に
よ

っ
て
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(
Ｄ
)
と

(
Ｅ
)
の

比
重
を

大
い

に
変

更
し
な

け
れ

ば
々

ら
な

い
こ

と
も
あ

り
得

る
。

但
し

、
訓

練
展

開
上

の
問

題
の

中
で

、
補

導
員

の
技

能
の

程
度

に
因

る
も

の
も

少
く

な

い
か
ら

、
(
Ｄ
)
を
軽

視
し

な
い
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

（
Ｃ

）
企

業
の

合
理

化
、

従
業

員
訓

練
、

監
督

者
訓

練
等

の
全

般
か

ら
み

て
、

Ｔ
Ｗ

Ｉ
は

ど

う
い

う
位

置
を

占
め

る
か

、
他

の
合

理
化

方
策

や
他

の
監

督
者

訓
練

と
Ｔ

Ｗ
Ｉ
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如

何
な

る
関

係
を
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つ

か
、

企
業
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Ｔ
Ｗ

Ｉ
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、
誰
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っ
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な
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、
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導
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導
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又
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導
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心
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を
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こ
と

が
な
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と
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に
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は
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が

な
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こ
と
。
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、

こ
の
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修

会
は
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協

会
等

を
し

て
主
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せ

し
め

協
会

未
設

置
の

府
県

に
あ

っ
て

は
、

府
県

が
主

唱
す

る
か

、
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は
管

下
事
業

場
或

は
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員

の
提
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に
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て
開
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よ

う
指
導
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れ
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い
こ
と

。
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の
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だ
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め
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に
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導

を
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が

望
ま
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の
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い
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県
に
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便
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の
指
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員

に
参

加
と

指
導

を
依

頼
す

る
等
の

援
助

を
与
え

ら
れ

た
い

こ
と

。

な
お
、
こ

の
場
合

依
頼

を
受

け
た
府

県
に

於
て

は
可

能
な

範
囲
で

こ
れ

に
応

ぜ
ら

れ
た
い

こ
と
。
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、

管
下

に
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て

、
事

業
場

監
督

者
訓

練
指

導
員

の
居

る
事

業
場

が
、

単
独

に
研

修
会

を
行

う
場

合
、

事
情

が
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せ
ば

他
の

事
業
場

の
補

導
員

を
も

こ
れ

に
参

加
す

る
こ

と
が

出
来

る
よ
う

依
頼
及

斡
旋
せ

ら
れ

た
い
こ

と
。
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、
こ

の
研
修

会
に

参
加

し
な

い
補

導
員

と
い
え

ど
も

既
得

の
資
格

に
は

何
等

影
響

し
な

い
。

又
研

修
会

に
お

け
る

成
績

の
如

何
に

よ
っ

て
既

得
の

資
格

に
何

等
の

影
響

を
及

ぼ
す

も
の

で
も

な
い
こ

と
。

８
、

都
道

府
県

の
補

導
員

も
事

業
場

補
導

員
と

同
様

、
こ

の
種

研
修

会
そ

の
他

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
利

用
し
技

能
の

向
上
に

努
め

ら
れ

た
い

こ
と

。

職職
場場

補補
導導
員員

研研
修修

会会
日日

程程
表表

のの
解解

説説

⑴
こ

の
日

程
は
、

単
な

る
１

例
で

あ
る

。

従
っ

て
、

こ
の

例
に

厳
格

に
従

う
必

要
は

な
く

、
個

々
の

研
、

修
会

の
実

情
に

合
せ

て
、

適
宜
内

容
に

修
正

を
加
え

て
実

施
し

て
差

支
え

な
い

。

⑵
こ

の
日

程
は

、
全

国
指

導
員
研

究
懇

談
会

に
於

け
る

、
各

指
導

員
の

意
見

に
基

い
て
作

っ
た
も

の
で
、

次
の

点
を

根
本
的

な
考

え
方

と
し

て
い

る
。

㋑
職

場
補

導
員

の
技
能

を
向

上
し

、
併

せ
て

訓
練

実
施
上

の
諸

問
題

を
研
究

す
る

。

㋺
実

演
を

主
体

と
し

て
、

こ
れ

に
、

訓
練

の
展

開
に

必
要

な
事

柄
を

添
加

し
、

会
場

訓
練

の
繰
返

し
に

陥
ら

な
い

よ
う

留
意
す

る
。

⑶
こ
の

日
程

は
次
の

よ
う

な
場

合
を

想
定

し
た

も
の
で

あ
る

。

(
従

っ
て

、
個

々
の

研
修

会
の

実
情

が
、

こ
の

想
定

と
距

り
が

あ
る

場
合

に
は

、
こ

の
日

程

に
修
正

を
施

す
必

要
が
あ

る
か

も
知

れ
な

い
)

㋑
県

内
の

各
地

各
社
の

補
導

員
が

参
集

す
る

。

従
っ

て
、

三
日

間
で

は
、

参
加

困
難

で
あ

る
し

、
又

一
日

間
で

は
、

充
分

な
研

修
が

で

き
な
い

。

㋺
出
席

者
は

、
凡

そ
一

〇
～
二

〇
名

で
あ

る
。

㋩
出
席

者
は
、
補
導

員
に

な
っ

た
後
、
始

め
て

こ
の

種
の

研
修
会

に
参

加
し

た
人

が
多

い
。

⑷
次
の

よ
う

な
場

合
に

は
、
研

修
内

容
を

適
宜
修

正
す

る
必

要
が

あ
る

と
考
え

ら
れ

る
。

㋑
事
情

が
許

す
場

合
－

期
間
の

延
長

㋺
事
情

が
許

さ
な

い
場

合
－
期

間
の

短
縮

㋩
こ

の
種

の
研

修
会

に
、

会
っ

て
参

加
し

た
経

験
の

あ
る

出
席

者
が

多
い

場
合

－
研

修
内

容
の
(
Ｄ
)
と
(
Ｅ
)の

比
重

を
変
更

－
問

題
の

在
り

方
に

よ
っ
て

は
、

期
間

の
短

縮
。

㋥
問
題

の
在

り
方

が
、

か
な
り

偏
っ

て
い

る
場

合
－
前

項
に

準
じ

て
修

正

⑸
こ
の

研
修

会
の

司
会

者
は
、

主
催

者
又

は
出
席

者
の

一
人

が
こ

れ
に

当
る
の

が
よ

い
。

指
導

員
は
、

参
加

者
の

一
人

と
し

て
出

席
し
て

居
り

、
必

要
が

あ
っ

た
時
に

発
言

す
る
の

が

よ
い

と
考

え
ら

れ
る

。

⑹
こ

の
研

修
会

に
は

、
必

要
を

認
め

た
時

は
、
日

程
の

一
部
(
例

え
ば
(
Ｅ
)
の
部

分
)
に

於
て

、

職
場

補
導

員
で

な
い

者
を

参
加
さ

せ
て

も
よ

い
。

⑺
都
合

に
よ

っ
て

は
、
(Ｄ
)の

一
部

又
は
(Ｅ
)の

一
部

の
位

置
を

変
更

し
て
も

よ
い

。

⑻
内
容

に
つ

い
て

略
説

す
れ
ば

、
次

の
通

り
で
あ

る
。

(
Ａ
)
開
会

の
挨

拶
は

、
主

催
者
が

簡
単

に
述

べ
る

。

(
Ｂ
)
各

出
席

者
が

、
自

分
の

補
導

員
経

験
と

、
直

面
し

て
い

る
問

題
点

を
簡

潔
に

述
べ

る
。

こ
こ

で
は

単
に

発
表

す
る
だ

け
で

、
討

議
は

し
な
い

。

し
か

し
。

こ
こ

で
述

べ
ら

れ
た

こ
と

か
ら

。
出

席
者

の
間

題
の

傾
向

を
知

り
、

そ
の

線

に
沿

っ
て

、
日

程
を

運
営

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

出
題

者
の

傾
向

に
よ

っ
て

は
(
Ｄ
)
と

(
Ｅ
)
の

比
重
を

大
い

に
変

更
し
な

け
れ

ば
々

ら
な

い
こ

と
も
あ

り
得

る
。

但
し

、
訓

練
展

開
上

の
問

題
の

中
で

、
補

導
員

の
技

能
の

程
度

に
因

る
も

の
も

少
く

な

い
か
ら

、
(
Ｄ
)
を
軽

視
し

な
い
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

（
Ｃ

）
企

業
の

合
理

化
、

従
業

員
訓

練
、

監
督

者
訓

練
等

の
全

般
か

ら
み

て
、

Ｔ
Ｗ

Ｉ
は

ど

う
い

う
位

置
を

占
め

る
か

、
他

の
合

理
化

方
策

や
他

の
監

督
者

訓
練

と
Ｔ

Ｗ
Ｉ

は
如

何
な

る
関

係
を

持
つ

か
、

企
業

内
に

於
て

Ｔ
Ｗ

Ｉ
を

展
開

す
る

に
は

、
誰

に
よ

っ
て

如
何

な
る

こ
と

が
為

さ
れ

ね
ば

な
ら

な
い

か
、

補
導

員
は

そ
の

中
の

ど
の

部
分

を
担

当
す

る
も

の
で

あ
る

か
等

を
、

指
導

は
又

は
そ

の
他

の
適

当
な

者
が

話
し

て
、

職
場

補
導

員
の

心
構

え
を
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新
た
に

す
る

。

（
Ｅ

）
必

ず
し

も
掲

げ
て

あ
る

項
目

全
部

を
や

ら
な

く
て

も
よ

い
。

又
こ

こ
に

掲
げ

て
あ

る

項
目

以
外

に
も

、
必

要
が

あ
れ

ば
追

加
し

て
よ

い
。

出
席

者
の

問
題

点
の

在
り

方
に
応

じ

て
、
ど

れ
か

に
重

点
を

お
く

か
、
又

は
一

部
を

省
略

し
て
も

よ
い

。

又
そ

れ
ぞ

れ
の

項
目

は
、

斯
界

の
権

威
者

、
指

導
員

又
は

参
加

者
の

一
人

に
よ

っ
て

講

演
を

す
る

と
い

う
型

式
に

し
て

も
よ

い
し

、
又

皆
の

討
議

に
よ

っ
て

も
よ

い
し

、
あ
る

い

は
、
指

導
員

が
講

義
す

る
型

式
に
し

て
も

よ
い

。

①
有

識
経

験
者

に
依

頼
し

て
、

特
定

の
問

題
に

つ
い

て
講

演
を

し
て

貰
う

。
適

当
な

講
師

が
得
ら

れ
な

い
時

は
、

指
導

員
が
出

来
る

範
囲

で
、

必
要
な

事
柄

を
指

導
す

る
。

②
会

議
指

導
の

テ
ク

ニ
ッ

ク
を

補
強

す
る

た
め

、
会

議
及

び
会

議
指

導
に

つ
い

て
必

要
と

認
め
ら

れ
る

講
義

を
す

る

③
そ

れ
ぞ

れ
の

種
目

（
Ｊ

Ｉ
、

Ｊ
Ｍ

、
Ｊ
Ｒ
)
の

根
木

的
な

考
え

方
と

な
っ

て
い

る
重
要

点

を
再
認

識
さ

せ
る

か
、

又
は

一
層
理

解
を

深
め

る
た

め
に
討

議
す

る
。

④
訓

練
管

理
業

務
に

も
携

わ
っ

て
い

る
補

導
員

に
対

し
て

必
要

な
事

柄
に

つ
い

て
説

明
又

は
討
議

す
る

。

⑤
追

指
導

を
も

担
当

し
て

い
る

補
導

員
に

対
し

て
必

要
な

事
柄

又
は

追
指

導
の

重
要

性
等

に
つ
い

て
説

明
又

は
討

議
す

る
。

⑥
⑦

特
に

効
果

的
な
実

例
を

紹
介

す
る

。

⑧
最

初
に

発
表

さ
れ
た

問
題

点
の

中
で

、
残

っ
た

も
の
に

つ
い

て
討

議
を
す

る
。

⑥
出

席
者

の
中

で
、

特
に

皆
の

参
考

と
な

る
よ

う
な

研
究

結
果

を
持

っ
て

い
る

人
に

予
め

依
頼
し

て
お

い
て

、
発

表
し

て
貰
う

。

又
こ
の

発
表

の
後
で

そ
れ

を
中

心
と

し
て

皆
で

討
議
す

る
の

も
よ

い
。

⑩
最

近
の

ニ
ュ

ー
ス
と

し
て

、
皆

に
報

告
す

べ
き

事
柄
が

あ
っ

た
ら

話
す
。

（
Ｄ

）
各

種
目

（
Ｊ

Ｉ
、

Ｊ
Ｍ

、
Ｊ

Ｒ
)
特

有
の

研
修
内

容
は

そ
れ

ぞ
れ

別
紙

に
記

述
し
た

通

り
で
あ

る
。

研
修

会
の

出
席

補
導

員
が

一
〇

名
以

上
の

時
は

、
実

演
に

際
し

て
は

、
適

宜
一

〇
名

を
も

っ
て

監
督

者
グ

ル
ー

プ
形

成
し

、
会

場
も

こ
れ

に
応

ず
る

よ
う

に
配

置
す

る
と
よ

い

⑼
研

修
会
の

準
備

に
つ

い
て

㋑
講

演
又

は
発
表

を
す

る
人

に
、

予
め

依
頼

を
し
て

お
く

。

㋺
で

き
れ

ば
、
講

演
又

は
発

表
に

関
す

る
資

料
を
、

全
員

に
配

布
す
る

よ
う

に
作

る
。

㋩
Ｔ
Ｗ

Ｉ
の

実
施

状
況

に
つ
い

て
の

全
国

的
統
計

資
料

等
。

㋥
会
場

設
備

及
び

出
席

者
用
名

札
用

紙
。

㋭
出

席
す

る
補

導
員

に
は

、
実

演
用

の
作
:業

又
は

問
題

を
、

必
要

な
数

だ
け

持
参

す
る

よ
う

予
め

打
ち

合
せ

て
お

く
。

㋬
必

要
な

ら
ば

、
実

演
を

す
る

補
導

員
（

監
督
者

の
役

を
す

る
人

を
も

含
む
）

と
予

め
打
ち

合

せ
て

お
く

。

㋣
そ
の

他
必

要
な

こ
と

を
準
備

す
る

。

⑽
記
録

と
後

の
処

置
に
つ

い
て

研
修

会
を

開
催

し
た

場
合

は
、

記
録

を
と

っ
て

お
く

の
が

よ
い
。

そ
し

て
、

次
の
よ

う
な
項

目

に
つ

い
て

は
、

労
働

省
監

督
者
訓

練
課

あ
て

に
報
知

す
る

。

⒈
日

時

⒊
主
催

者

⒋
ご
出

席
者

－
補

導
員
番

号
及

び
氏
名

補
導
員

以
外

の
出
席

者

出
席
指

導
員

⒌
研
修

事
項

及
び

討
議
事

項

⒍
決
定

事
項

及
び

そ
の
処

置
に

つ
い
て

（
別

紙
）

「「
仕仕

事事
のの

教教
ええ

方方
」」

職職
場場
補補

導導
員員

研研
修修
会会

日日
程程

（
Ｄ

）
の

解
説

①
②

③
出

席
補

導
員

の
１

人
に

よ
っ

て
、

手
引

の
通

り
実

演
し

そ
れ

に
つ

い
て

皆
で

討
議

し
質

問

が
あ

れ
ば

受
け

る
。

討
議

や
質

問
は

、
一

〇
時

間
講

習
実

施
上

の
問

題
か

、
又

は
追

指
導
段

階
に

現
れ

る
問

題

に
重

点
を

お
く

。

④
講
習

会
第

１
回
全

般
に

亘
っ
て

、
討

議
又

は
質

問
を

す
る

。

又
出

席
者

が
古

い
補

導
員

の
時

に
は

、
手

引
第

２
版

の
修

正
点

に
つ
い

て
、

必
要

と
認

め

ら
れ

る
解

説
を

す
る

。

⑤
⑥

⑧
⑨

出
席

補
導

員
の

ｌ
人

に
よ

っ
て

、
手

引
の

通
り

実
演

し
そ

れ
に

つ
い

て
皆

で
討

議
し

、
質

問
が

あ
れ

ば
受

け
る

討
議

や
質

間
は

、
一

〇
時

間
講

習
実

施
上

の
問

題
か

、
又

は
追

指
導

段

階
に

現
れ

る
問

題
に

重
点

を
お

き
、

特
に

⑥
⑧

の
実

演
は

、
職

場
の

実
況

を
再

現
す

る
よ

う
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に
注
意

す
る

。

⑦
⑥

の
実

演
作

業
に

つ
い

て
、

出
席

補
導

員
の

一
人

が
、

手
引

の
通

り
実

演
し

、
そ

れ
に

つ
い

て

皆
で
討

議
し

、
質

問
が

あ
れ

ば
受

け
る
。

特
に

分
解
の

指
導

は
職

場
の

実
況

を
再

現
す
る

よ
う

に
注

意
す
る

。

⑩
⑪

講
習

会
第

二
回

～
第

五
回

全
般

に
亘
っ

て
、

討
議

又
は
質

問
を

す
る

。

又
出

席
者

が
古

い
補

導
員

の
時

に
は

、
手

引
第

２
版

の
修

正
点

に
つ

い
て

、
必

要

と
認
め

ら
れ

る
解

説
を

す
る

。

「「
改改
善善

のの
仕仕

方方
」」

職職
場場

補補
導導

員員
研研

修修
会会
日日

程程

（
Ｄ

）
の

解
説

①
～

⑤
章

を
追

っ
て

質
疑

応
答

、
説

明
指

導
、

実
演

を
出

席
補

導
員

が
順

番
に

行
う

。
出

席
者

の

全
員

が
研

究
発

表
で

き
る

よ
う

に
、

予
め

時
間

の
割

り
ふ

り
を

考
慮

し
て

お
く

こ
と

が
望
ま

し
い

。
又

全
員

に
公

平
に

発
言
と

実
演

の
機

会
を
与

え
る

よ
う

に
す

る
。

「「
人人
のの

扱扱
いい

方方
」」

職職
場場

補補
導導

員員
研研

修修
会会
日日

程程

（
Ｄ
）

の
解

説

①
～
⑤

手
引

の
各

項
目

に
従

っ
て

次
の

こ
と
を

す
る

。

㋑
実
演
（

手
順

を
伴

う
よ

う
な

所
及

び
特
に

必
要

な
部

分
）

㋺
質
疑
応

答

㋩
説
明
、

指
導

（
再

版
、

そ
の

他
の

理
由
か

ら
特

に
必

要
な
箇

所
）

（
Ｅ
）

の
解
説

の
追

加
事

項

有
識

、
経

験
者

に
依

頼
す

る
講

演
は

、
約

１
時

間
位

と
し

、
そ

の
題

目
に

は
、

次
の

よ
う

な

も
の
が
考

え
ち

れ
る

。

「
人

の
扱
い

方
」

基
礎

訓
練

受
講

者
の

そ
の
後

の
指

導
方

法
に
つ

い
て

「
人

の
扱
い

方
」

と
他

の
訓

練
と

の
関

連
に
つ

い
て

「
人

の
扱
い

方
」

の
効

果
の

確
認

方
法

に
つ
い

て

「
人

の
扱
い

方
」

の
浸

透
方

法
の

実
例

に
つ
い

て

Ｔ
Ｗ

Ｉ
の
職

制
協

力
の

実
例

に
つ

い
て

人
間

関
係
と

労
務

管
理

に
つ

い
て

監
督

者
訓
練

に
つ

い
て

職
長

制
度
に

つ
い

て

職
場

内
の
訓

練
に

つ
い

て

経
営
管

理
に

つ
い

て

そ
の
他

出
席
者

の
研

究
発

表
は
１

時
間

以
内
と

し
、
そ
の
題

目
に

は
、
次

の
よ

う
な
も

の
が

考
え

ら
れ

る
。

「
人
の

扱
い

方
」

カ
ー
ド

の
研

究
に
つ

い
て

「
人
の

扱
い

方
」

手
引
の

研
究

に
つ
い

て

「
人
の

扱
い

方
」

の
講
習

方
法

に
つ
い

て

「
人
の

扱
い

方
」

基
礎
訓

練
受

講
者
の

そ
の

後
の

指
導

方
法

に
つ

い
て

「
人
の

扱
い

方
」

の
追
指

導
に

つ
い
て

「
人
の

扱
い

方
」

と
他
の

訓
練

の
関
連

に
つ

い
て

「
人
の

扱
い

方
」

と
労
務

管
理

の
関
係

に
つ

い
て

「
人
の

扱
い

方
」

の
効
果

の
確

認
方
法

に
つ

い
て

Ｔ
Ｗ
Ｉ

の
職

制
協

力
の
実

例
に

つ
い
て

「
人
の

扱
い

方
」

の
浸
透

方
法

の
実
例

に
つ

い
て

そ
の
他

「
仕

事
の
教

え
方
」
職
場

補
導

員
研

修
会

日
程
表
（

編
注

：
以

下
略
）

『
Ｔ
Ｗ

Ｉ
』

昭
和

32
年

4
月

1
日

〔
5
－

4
－

4
〕

労
働

省
職
業

安
定

局

職職
業業
安安
定定
法法
施施
行行
規規
則則
のの
一一
部部
改改
正正
にに
つつ
いい
てて

今
般
、

職
業

安
定

法
施
行

規
則

の
う
ち

監
督

者
訓

練
業

務
関

係
の

部
分

が
、
昭

和
32

年
労

働
省
令

第
２

号
に

よ
り

改
正

せ
ら

れ
、

こ
の

４
月

1
日

か
ら

施
行

さ
れ

る
の

で
、

今
年

度
か

ら
は

監
督

者
訓

練
業

務
の

運
営

方
針

が
多

少
改

め
ら

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

。
こ

の
改

正
の

趣
旨

は
、

こ
の

業
務

の
発

足
当

時
必

要
で

あ
っ

た
諸

般
の

規
制

の
う

ち
、

現
今

で
は

不
要

と
い

う
よ

り
は

、
む

し
ろ

こ
の

業
務

の
発

展
を

妨
げ

る
よ

う
に

な
っ

た
も

の
を

徹
廃

す
る

こ
と

に
あ

り
、

こ
れ

に
併

せ
て

受
講

手
数

料
及

マ
マ

び
資

格
附

与
手

数
料

の
徴
集

を
廃

し
、
本

業
務

の
一

層
の

発
展

を
図

ろ
う

と
す
る

も
の

で
あ
る

。

改
正

の
主

要
な

点
は

、
第

一
に

、
従

来
労

働
大

臣
が

任
命

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
た

監
督

者
訓

練

特
別

指
導

員
・

監
督

者
訓
練

指
導

員
・
都

道
府

県
職

場
補

導
員

を
、
補
職

に
よ

る
単

な
る

職
務

と
し
、

訓
令

に
よ

っ
て

労
働

大
臣

が
別

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
又

は
監

督
者

訓
練

員
の

資
格

を
附

与
さ

れ
た

も
の

と
み

な
し

、
今

後
は

、
労

働
大

臣
の

行
う

技
術

援
助

と
し

て
の

訓
練
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に
注
意

す
る

。

⑦
⑥

の
実

演
作

業
に

つ
い

て
、

出
席

補
導

員
の

一
人

が
、

手
引

の
通

り
実

演
し

、
そ

れ
に

つ
い

て

皆
で
討

議
し

、
質

問
が

あ
れ

ば
受

け
る
。

特
に

分
解
の

指
導

は
職

場
の

実
況

を
再

現
す
る

よ
う

に
注

意
す
る

。

⑩
⑪

講
習

会
第

二
回

～
第

五
回

全
般

に
亘
っ

て
、

討
議

又
は
質

問
を

す
る

。

又
出

席
者

が
古

い
補

導
員

の
時

に
は

、
手

引
第

２
版

の
修

正
点

に
つ

い
て

、
必

要

と
認
め

ら
れ

る
解

説
を

す
る

。

「「
改改
善善

のの
仕仕

方方
」」

職職
場場

補補
導導

員員
研研

修修
会会
日日

程程

（
Ｄ

）
の

解
説

①
～

⑤
章

を
追

っ
て

質
疑

応
答

、
説

明
指

導
、

実
演

を
出

席
補

導
員

が
順

番
に

行
う

。
出

席
者

の

全
員

が
研

究
発

表
で

き
る

よ
う

に
、

予
め

時
間

の
割

り
ふ

り
を

考
慮

し
て

お
く

こ
と

が
望
ま

し
い

。
又

全
員

に
公

平
に

発
言
と

実
演

の
機

会
を
与

え
る

よ
う

に
す

る
。

「「
人人
のの

扱扱
いい

方方
」」

職職
場場

補補
導導

員員
研研

修修
会会
日日

程程

（
Ｄ
）

の
解

説

①
～
⑤

手
引

の
各

項
目

に
従

っ
て

次
の

こ
と
を

す
る

。

㋑
実
演
（

手
順

を
伴

う
よ

う
な

所
及

び
特
に

必
要

な
部

分
）

㋺
質
疑
応

答

㋩
説
明
、

指
導

（
再

版
、

そ
の

他
の

理
由
か

ら
特

に
必

要
な
箇

所
）

（
Ｅ
）

の
解
説

の
追

加
事

項

有
識

、
経

験
者

に
依

頼
す

る
講

演
は

、
約

１
時

間
位

と
し

、
そ

の
題

目
に

は
、

次
の

よ
う

な

も
の
が
考

え
ち

れ
る

。

「
人

の
扱
い

方
」

基
礎

訓
練

受
講

者
の

そ
の
後

の
指

導
方

法
に
つ

い
て

「
人

の
扱
い

方
」

と
他

の
訓

練
と

の
関

連
に
つ

い
て

「
人

の
扱
い

方
」

の
効

果
の

確
認

方
法

に
つ
い

て

「
人

の
扱
い

方
」

の
浸

透
方

法
の

実
例

に
つ
い

て

Ｔ
Ｗ

Ｉ
の
職

制
協

力
の

実
例

に
つ

い
て

人
間

関
係
と

労
務

管
理

に
つ

い
て

監
督

者
訓
練

に
つ

い
て

職
長

制
度
に

つ
い

て

職
場

内
の
訓

練
に

つ
い

て

経
営
管

理
に

つ
い

て

そ
の
他

出
席
者

の
研

究
発

表
は
１

時
間

以
内
と

し
、
そ
の
題

目
に

は
、
次

の
よ

う
な
も

の
が

考
え

ら
れ

る
。

「
人
の

扱
い

方
」

カ
ー
ド

の
研

究
に
つ

い
て

「
人
の

扱
い

方
」

手
引
の

研
究

に
つ
い

て

「
人
の

扱
い

方
」

の
講
習

方
法

に
つ
い

て

「
人
の

扱
い

方
」

基
礎
訓

練
受

講
者
の

そ
の

後
の

指
導

方
法

に
つ

い
て

「
人
の

扱
い

方
」

の
追
指

導
に

つ
い
て

「
人
の

扱
い

方
」

と
他
の

訓
練

の
関
連

に
つ

い
て

「
人
の

扱
い

方
」

と
労
務

管
理

の
関
係

に
つ

い
て

「
人
の

扱
い

方
」

の
効
果

の
確

認
方
法

に
つ

い
て

Ｔ
Ｗ
Ｉ

の
職

制
協

力
の
実

例
に

つ
い
て

「
人
の

扱
い

方
」

の
浸
透

方
法

の
実
例

に
つ

い
て

そ
の
他

「
仕

事
の
教

え
方
」
職
場

補
導

員
研

修
会

日
程
表
（

編
注

：
以

下
略
）

『
Ｔ
Ｗ

Ｉ
』

昭
和

32
年

4
月

1
日

〔
5
－

4
－

4
〕

労
働

省
職
業

安
定

局

職職
業業
安安
定定
法法
施施
行行
規規
則則
のの
一一
部部
改改
正正
にに
つつ
いい
てて

今
般
、

職
業

安
定

法
施
行

規
則

の
う
ち

監
督

者
訓

練
業

務
関

係
の

部
分

が
、
昭

和
32

年
労

働
省
令

第
２

号
に

よ
り

改
正

せ
ら

れ
、

こ
の

４
月

1
日

か
ら

施
行

さ
れ

る
の

で
、

今
年

度
か

ら
は

監
督

者
訓

練
業

務
の

運
営

方
針

が
多

少
改

め
ら

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

。
こ

の
改

正
の

趣
旨

は
、

こ
の

業
務

の
発

足
当

時
必

要
で

あ
っ

た
諸

般
の

規
制

の
う

ち
、

現
今

で
は

不
要

と
い

う
よ

り
は

、
む

し
ろ

こ
の

業
務

の
発

展
を

妨
げ

る
よ

う
に

な
っ

た
も

の
を

徹
廃

す
る

こ
と

に
あ

り
、

こ
れ

に
併

せ
て

受
講

手
数

料
及

マ
マ

び
資

格
附

与
手

数
料

の
徴
集

を
廃

し
、
本

業
務

の
一

層
の

発
展

を
図

ろ
う

と
す
る

も
の

で
あ
る

。

改
正

の
主

要
な

点
は

、
第

一
に

、
従

来
労

働
大

臣
が

任
命

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
た

監
督

者
訓

練

特
別

指
導

員
・

監
督

者
訓
練

指
導

員
・
都

道
府

県
職

場
補

導
員

を
、
補
職

に
よ

る
単

な
る

職
務

と
し
、

訓
令

に
よ

っ
て

労
働

大
臣

が
別

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
又

は
監

督
者

訓
練

員
の

資
格

を
附

与
さ

れ
た

も
の

と
み

な
し

、
今

後
は

、
労

働
大

臣
の

行
う

技
術

援
助

と
し

て
の

訓
練
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は
、

資
格

を
有

す
る

労
働

事
務
(
技
)
官

、
地

方
事

務
(
技
)
官

が
自

由
に

行
い

得
る

こ
と

と
し

、
労

働

大
臣

の
行

う
事

項
で

都
道

府
県

知
事

に
委

任
し

て
い

る
も

の
(10

時
間

講
習

と
追

指
導

を
行

う
者

の

訓
練
)
に
つ

い
て

も
同

様
と
さ

れ
た

。

第
二

に
、

従
来

の
事

業
場

監
督

者
訓

練
指

導
員

、
職

場
補

導
員

の
資

格
を

、
第

一
に

述
べ

た
公

務

員
に

与
え

る
資

格
と

同
様

の
監

督
者

訓
練

指
導

員
、

監
督

者
訓

練
員

と
し

、
従

来
事

業
場

監
督

者
訓

練
指

導
員

に
つ

い
て

は
受

講
に

、
職

場
補

導
員

に
つ

い
て

は
受

講
と

資
格

附
与

に
必

要
で

あ
っ

た
そ

れ
ぞ
れ

の
手
数

料
を

廃
止

し
た
。
ま
た
、
こ
れ

と
と
も

に
、
従
来

受
講
に

必
要

で
あ

っ
た

手
数

料
は
、

追
指
導

関
係
に

つ
い

て
も

全
廃

さ
れ

た
。

第
三

に
、

従
来

は
、

事
業

場
監

督
者

訓
練

指
導

員
、

職
場

補
導

員
等

の
遵

守
す

べ
き

事
項

を
厳

格

に
規
制

し
て
い

た
の

で
あ

る
が
、

Ｔ
Ｗ
Ｉ
方

式
の

確
立

し
た
今

日
、
手

引
不
貸

与
、
不

譲
渡
の

義
務
、

訓
練

実
施

報
告

の
義

務
、

住
所

・
氏

名
・

所
属

事
業

場
変

更
屈

出
の

義
務

、
指

導
員

の
年

三
回

以
内

訓
練

実
施

の
義

務
な

ど
は

不
必

要
と

考
え

ら
れ

、
ま

た
従

来
指

導
員

、
補

導
員

等
に

つ
い

て
厳

重
に

規
制

し
て

い
た

受
講

資
格

も
、

必
要

で
は

あ
る

が
省

令
を

も
っ

て
規

定
す

る
よ

り
も

、
行

政
指

導
に

譲
る
方

が
良
い

と
考

え
ら

れ
る

の
で

、
施

行
規
則

か
ら

は
除

く
こ
と

と
さ

れ
た

。

こ
の

改
正

に
伴

っ
て

、
４

月
１

日
か

ら
業

務
の

運
営

方
針

を
改

め
ら

れ
る

こ
と

と
な

り
、

そ
の

具

体
的

内
容

に
つ

い
て

は
、

決
定

次
第

本
誌

に
も

明
ら

か
に

す
る

が
、

こ
の

改
正

は
監

督
者

訓
練

方
式

に
実

質
的

変
更

を
齎

す
も

の
で

は
な

い
か

ら
、

本
訓

練
が

各
方

面
で

従
前

以
上

に
活

用
さ

れ
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

た
ゞ

、
申

請
書

の
様

式
な

ど
の

形
式

的
な

面
で

、
あ

る
程

度
の

変
更

が
あ

る
か

ら
、

こ
の

点
充

分
注

意
し

て
い
た

だ
き

た
い

。
『

Ｔ
Ｗ
Ｉ

』

昭
和

32
年

5
月

1
日

〔
5
－

4
－

5
〕
労
働

省
職

業
職

業
補

導
課

職職
業業
安安
定定
法法
施施
行行
規規
則則
のの
一一
部部
改改
正正
とと
、、
そそ
れれ
にに
伴伴
うう
監監
督督
者者
訓訓
練練
業業
務務
のの
今今
後後

のの
運運
営営
のの
方方
針針
にに
つつ
いい
てて

職
業

安
定

法
施

行
規

則
の

一
部

を
改

正
す

る
省
令
、
（

昭
和

三
十
二

年
労
働

省
令
第

二
号
）

に
よ
っ

て
、

職
業

安
定

法
施

行
規

則
の

う
ち

監
督

者
訓

練
に

関
す

る
部

分
が

改
正

せ
ら

れ
、

そ
の

大
要

に
つ

い
て

は
、

既
に

本
誌

先
月

号
の

巻
頭

言
に

登
載

さ
れ

た
が

、
こ

の
ほ

ど
、

労
働

省
職

業
安

定
局

長
名

を
も

っ
て
、

全
国
都

道
府
県

知
事

あ
て

に
、
昭

和
三
十

二
年
四

月
四
日

付
、
職

発
第

268
号

通
達
が

出
さ

れ
、

主
要

改
正

点
に

つ
い

て
説

明
す

る
と

と
も

に
、

今
後

の
業

務
運

営
の

方
針

を
示

し
て

い
る

の
で

、
こ

れ
に

よ
っ

て
、

今
回

の
改

正
の

主
要

改
正

点
と

、
今

後
の

監
督

者
訓

練
業

務
の

運
営

の
方

針
に

つ
い

て
、

少
し

詳
し
く

説
明

し
て
み

よ
う

。

一一
緒緒

言言

監
督

者
訓

練
に

は
諸

種
の

方
式

が
あ

る
。

こ
れ

ら
は

す
べ

て
、

監
督

者
に

必
要

な
共

通
の

指
導

能

力
を

向
上

さ
せ

よ
う

と
す

る
も

の
で

あ
る

が
、

そ
れ

ぞ
れ

そ
の

特
色

を
持

ち
、

ま
た

訓
練

対
象

を
異

に
し
て

い
る
。

こ
の
う

ち
、
労

働
省
が

民
間
に

対
す
る

技
術

援
助

と
し
て

行
っ
て

い
る

の
は

、
TW

I

方
式

と
呼

ば
れ

る
も

の
で
あ

る
。

Ｔ
Ｗ

Ｉ
方

式
は

、
米

国
に

お
い

て
、

工
場

事
業

場
等

の
第

一
線

監
督

者
に

適
す

る
よ

う
に

工
夫

さ

れ
て

創
り

出
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
が

、
労

働
省

は
研

究
を

重
ね

た
結

果
、

労
働

大
臣

の
民

間
に

対
し

て
行

う
技

術
援

助
と

し
て

、
TW

I
方

式
を

採
用

す
る

こ
と

に
決

定
し

、
昭

和
二

十
四

年
五

月
に

、

職
業

安
定

法
第

三
十

条
を

改
正

し
て

所
掌

権
限

を
明

ら
か

に
し

、
昭

和
二

十
五

年
三

月
以

来
技

術
援

助
を

行
っ

て
い

る
。

こ
の

技
術

援
助

開
始

以
来

、
TW

I
方

式
は

、
幸

い
民

間
各

界
に

好
評

を
も

っ
て

迎
え

ら
れ

、
現

在
で

は
、
監
督

者
の

訓
練
（

い
わ
ゆ

る
10

時
間
講

習
）
を

受
け

た
者

の
総
数

は
、「

仕
事

の
教

え
方
」

「
改

善
の

仕
方

」
「

人
の

扱
い

方
」

の
三

訓
練
項

目
に
つ

い
て
の

延
数

で
、

四
十
万

を
超
え

、
職
場

補

導
員

の
資

格
を

与
ら

れ
た
者

は
、
や

は
り

三
訓

練
項
目

の
延

数
で
、
七
千

人
に
及

ば
ん

と
し

て
い

る
。

そ
れ

で
も

な
お

、
民

間
各

界
の

こ
の

技
術

援
助

に
対

す
る

熱
意

、
関

心
は

き
わ

め
て

高
く

、
技

術

援
助

の
要

請
は

非
常

に
多

い
の

で
、

監
督

者
訓

練
受

講
者

の
数

は
、

更
に

一
層

増
加

す
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

そ
こ

で
、

労
働

省
は

、
監

督
者

訓
練

の
よ

り
一

層
の

普
及

発
展

を
図

り
、

職
業

安
定

法
の

産
業

奉

仕
の

趣
旨

に
徹

す
る

た
め

、
職

業
安

定
法

施
行

規
則

の
う

ち
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

部
分

を
改

正
し

て
、

本
年

四
月

一
日

か
ら
、

新
し

い
制
度

に
よ

り
業

務
を

運
す

る
こ

と
と

な
っ
た

。

こ
の

改
正

は
、

訓
練

方
式

の
実

質
に

は
何

ら
変

化
を

与
え

た
も

の
で

は
な

く
、

TW
I
方

式
は

、

そ
の

ま
ま

踏
襲

さ
れ

て
い

る
。

た
だ

、
補

導
員

の
資

格
、

手
数

料
、

受
講

資
格

等
、

制
度

の
面

で
多

少
変

更
が

加
え

ら
れ

て
い
る

。

以
下

、
今

回
の

改
正

の
趣

旨
に

触
れ

な
が

ら
、

主
要

な
改

正
点

に
つ

い
て

説
明

し
、

制
度

の
変

更

に
伴

う
業

務
運

営
方

針
に
つ

い
て

述
べ
て

み
よ

う
。

二二
主主

要要
改改

正正
点点
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１１
補補
導導

員員

旧
規
則

第
二

十
二

条
法

第
三

十
条

第
一

項
に

規
定

す
る

特
別

に
訓

練
さ

れ
た

補
導

員
は

、
監
督

者
訓
練

特
別

指
導

員
、

監
督

者
訓

練
指

導
員

及
び

都
道

府
県

職
場

補
導

員
（

以
下

特
別

指
導

等
と

い

う
。
）
と
し

、
…
…

１
特

別
指

導
員

等
は

、
職

業
安

定
局

に
勤

務
す

る
、

一
般

職
の

職
員

の
給

与
に

関
す
る

法
律
第

六
条

に
定

め
る

職
務

の
級

八
級

以
上

の
労

働
事

務
官

、
労

働
技

官
、

地
方

事
務

官
又

は
地

方

技
官
の

中
か

ら
労

働
大
臣

が
命

ず
る

。

新
規
則

第
二

十
二

条
労

働
大

臣
は

、
…
…

法
第

三
十

条
第

二
項

の
規
定

に
よ

り
、

補
導

員
の
派

遣
…
…

に
つ
い

て
援

助
す

る
も
の

と
す

る
。

２
前

項
の

補
導

員
は

、
労

働
事

務
官

、
労

働
技

官
、

地
方

事
務

官
又

は
地

方
技

官
で
あ

っ
て
、

…
…

監
督

者
訓

練
員

又
は

監
督

者
訓

練
指

導
員

の
資

格
を

有
す

る
者

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

も
の
と

す
る

。

改
正

前
の

職
業

安
定

法
施

行
規

則
（

以
下

旧
規
則

と
い
う
。
）

の
第

二
十
二

条
に
お

い
て
は

、
職
業

安
定

法
第

三
十

条
に

規
定

す
る

特
別

に
訓

練
さ

れ
た

補
導

員
を

、
監

督
者

訓
練

特
別

指
導

員
、

監
督

者
訓

練
指

導
員

及
び

都
道

府
県

職
場

補
導

員
の

三
種

と
し

、
こ

れ
ら

は
、

職
業

安
定

機
関

に
勤

務
す

る
八

級
以

上
の

国
家

公
務

員
の

中
か

ら
、

労
働

大
臣

が
命

ず
る

も
の

と
さ

れ
て

い
た

が
、

今
回

の
改

正
に

よ
り

改
正

さ
れ

た
職
業

安
定

法
施

行
規

則
（
以

下
新
規

則
と
い

う
。
）
第

二
十
二

条
で
は

、
斯
る

規
定

は
な

く
、

旧
規

則
に

よ
る

事
業

場
監

督
者

訓
練

指
導

員
又

は
職

場
補

導
員

の
資

格
に

相
当

す
る

監
督

者
訓

練
指

導
員

又
は

監
督

者
訓

練
員

の
資

格
を

有
す

る
国

家
公

務
員

が
、

労
働

大
臣

に
派

遣
さ

れ
る
補

導
員
と

し
て

、
監

督
者

訓
練

業
務

に
当
る

こ
と

と
さ

れ
て
い

る
。

こ
れ

は
、
昨
年

度
よ

り
、
監
督

者
訓

練
員
（

級
別

定
数
上

の
言

葉
、
特

別
指

導
員

等
を

指
す
。
）
が
、

級
別

定
数

か
ら

外
さ

れ
た

こ
と

に
伴

う
措

置
で

あ
る

と
と

も
に

旧
規

則
の

下
で

は
、

特
別

指
導

員
等

が
転

職
、

退
職

等
に

よ
り

特
別

指
導

員
等

の
地

位
を

失
う

と
、

能
力

を
有

す
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

監
督

者
訓

練
を

行
う

資
格

が
な

く
な

る
と

い
う

不
合

理
が

あ
っ

た
の

で
、

こ
れ

を
是

正
せ

ん
と

す
る

こ
と
を

目
的
と

す
る

も
の

で
あ

る
。

２２
技技
術術
援援

助助
のの

方方
法法

旧
規

則
の
第

二
十

二
条

の
二
は
、
労
働

大
臣

の
行

う
技

術
援

助
の
方

法
に

二
種

類
を

設
け
て

い
た
。

即
ち

、
労

働
大

臣
が

監
督

者
訓

練
に

関
す

る
各

種
の

講
習

会
を

開
催

す
る

こ
と

に
よ

る
方

法
と

、

事
業

場
が

主
催

し
て

開
催

す
る

監
督

者
訓

練
に

関
す

る
各

種
の

講
習

会
に

資
料

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
援

助
す

る
方

法
で
あ

る
。

そ
し

て
、

こ
の

技
術

援
助

の
内

容
と

し
て

は
、

同
じ

第
二

十
二

条
の

二
に

お
い

て
、

監
督

者
訓

練

の
計

画
設

定
、

監
督

者
の

訓
練

、
追

指
導

担
当

者
の

訓
練

、
職

場
補

導
員

養
成

訓
練

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
養

成
訓

練
、

追
指

導
員

養
成

訓
練

及
び

追
指

導
養

成
目

養
成

訓
練

の
七

種
類

の
訓

練
を

行
う

旨
を

規
定

し
て

い
た

。

新
規

則
の

第
二

十
二

条
は

、
労

働
大

臣
の

行
う

技
術

援
助

を
、

事
業

場
が

監
督

者
訓

練
を

行
う

場

合
に

、
補

導
員

を
派

遣
す

る
こ

と
又

は
資

料
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
事

業
場

に
対

し
技

術
援

助
を

行
う

こ
と

と
し

、
技
術

援
助

の
内
容

は
、

旧
規

則
と

同
様

の
七

種
類

と
し
て

い
る

。

こ
れ

は
、

従
来

は
、

労
働

大
臣

の
開

催
す

る
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

各
種

の
講

習
会

に
、

労
働

大

臣
が

受
講

を
承

認
す

る
と

い
う

形
式

を
と

り
、

受
講

を
承

認
さ

れ
た

者
は

、
収

入
印

紙
を

も
っ

て
、

受
講

手
数

料
を

納
付

せ
ね

ば
な

ら
ぬ

も
の

と
さ

れ
て

い
た

の
で

あ
る

が
、

今
回

の
改

正
に

よ
り

、
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

手
数

料
は

す
べ

て
廃

止
さ

れ
た

の
で

、
新

規
則

の
下

で
は

、
労

働
大

臣
主

催
と

い
う

形
式

は
不

必
要

な
も

の
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
る

も
の

で
あ

っ
て

、
労

働
大

臣
の

行
う

技
術

援
助

の
方

法
に

は
何

ら
実

質
的

変
更

を
加

え
た

も
の

で
は

な
い

。
ま

た
技

術
援

助
の

内
容

に
全

然
変

更
の

な
い

こ
と

は
、

既
に

述
べ

た
と

お
り

で
あ

る
。

な
お

。
一

言
こ

こ
で

触
れ

て
お

く
が

、
従

来
は

労
働

大
臣

の
受

講
承

認
と

い
う

制
度

に
伴

っ
て

、
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

講
習

会
の

う
ち

、
職

場
補

導
員

養
成

講
習

会
、

監
督

者
訓

練
指

導
員

養
成

講
習

会
、

追
指

導
員

養
成

講
習

会
及

び
追

指
導

養
成

員
養

成
講

習
会

に
つ

い
て

、
一

定
の

年
齢

、
経

験
年

数
等

に
よ

っ
て

受
講

資
格

を
制

限
す

る
と

と
も

に
、

禁
治

産
者

及
び

準
禁

治
産

者
、

禁
こ

以
上

の
刑

に
処

せ
ら

れ
、

そ
の

執
行

を
終

る
ま

で
又

は
執

行
を

受
け

る
こ

と
が

な
く

な
る

ま
で

の
者

、
及

び
公

務
員

で
あ

っ
て

懲
戒

免
職

の
処

分
を

受
け

、
そ

の
処

分
の

日
か

ら
二

年
を

経
過

し
な

い
者

は
、

労
働

大
臣

の
開

催
す

る
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

各
種

の
講

習
会

に
お

い
て

受
講

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
も

の
と

さ
れ

て
い

た
が

、
新

規
則

に
お

い
て

は
、

受
講

承
認

制
度

の
廃

止
と

と
も
に

、
こ

れ
ら
の

規
制

は
す

べ
て

廃
止

さ
れ

て
い

る
。

３３
手手

数数
料料

旧
規

則

第
二

十
二

条
の

四

２
事

業
場

は
…
…

監
督

者
訓

練
指

導
員

若
し

く
は

都
道

府
県

職
場

補
導

員
の
派

遣
を

受
け
、

又
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１１
補補
導導

員員

旧
規
則

第
二

十
二

条
法

第
三

十
条

第
一

項
に

規
定

す
る

特
別

に
訓

練
さ

れ
た

補
導

員
は

、
監
督

者
訓
練

特
別

指
導

員
、

監
督

者
訓

練
指

導
員

及
び

都
道

府
県

職
場

補
導

員
（

以
下

特
別

指
導

等
と

い

う
。
）
と
し

、
…
…

１
特

別
指

導
員

等
は

、
職

業
安

定
局

に
勤

務
す

る
、

一
般

職
の

職
員

の
給

与
に

関
す
る

法
律
第

六
条

に
定

め
る

職
務

の
級

八
級

以
上

の
労

働
事

務
官

、
労

働
技

官
、

地
方

事
務

官
又

は
地

方

技
官
の

中
か

ら
労

働
大
臣

が
命

ず
る

。

新
規
則

第
二

十
二

条
労

働
大

臣
は

、
…
…

法
第

三
十

条
第

二
項

の
規
定

に
よ

り
、

補
導

員
の
派

遣
…
…

に
つ
い

て
援

助
す

る
も
の

と
す

る
。

２
前

項
の

補
導

員
は

、
労

働
事

務
官

、
労

働
技

官
、

地
方

事
務

官
又

は
地

方
技

官
で
あ

っ
て
、

…
…

監
督

者
訓

練
員

又
は

監
督

者
訓

練
指

導
員

の
資

格
を

有
す

る
者

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

も
の
と

す
る

。

改
正

前
の

職
業

安
定

法
施

行
規

則
（

以
下

旧
規
則

と
い
う
。
）

の
第

二
十
二

条
に
お

い
て
は

、
職
業

安
定

法
第

三
十

条
に

規
定

す
る

特
別

に
訓

練
さ

れ
た

補
導

員
を

、
監

督
者

訓
練

特
別

指
導

員
、

監
督

者
訓

練
指

導
員

及
び

都
道

府
県

職
場

補
導

員
の

三
種

と
し

、
こ

れ
ら

は
、

職
業

安
定

機
関

に
勤

務
す

る
八

級
以

上
の

国
家

公
務

員
の

中
か

ら
、

労
働

大
臣

が
命

ず
る

も
の

と
さ

れ
て

い
た

が
、

今
回

の
改

正
に

よ
り

改
正

さ
れ

た
職
業

安
定

法
施

行
規

則
（
以

下
新
規

則
と
い

う
。
）
第

二
十
二

条
で
は

、
斯
る

規
定

は
な

く
、

旧
規

則
に

よ
る

事
業

場
監

督
者

訓
練

指
導

員
又

は
職

場
補

導
員

の
資

格
に

相
当

す
る

監
督

者
訓

練
指

導
員

又
は

監
督

者
訓

練
員

の
資

格
を

有
す

る
国

家
公

務
員

が
、

労
働

大
臣

に
派

遣
さ

れ
る
補

導
員
と

し
て

、
監

督
者

訓
練

業
務

に
当
る

こ
と

と
さ

れ
て
い

る
。

こ
れ

は
、
昨
年

度
よ

り
、
監
督

者
訓

練
員
（

級
別

定
数
上

の
言

葉
、
特

別
指

導
員

等
を

指
す
。
）
が
、

級
別

定
数

か
ら

外
さ

れ
た

こ
と

に
伴

う
措

置
で

あ
る

と
と

も
に

旧
規

則
の

下
で

は
、

特
別

指
導

員
等

が
転

職
、

退
職

等
に

よ
り

特
別

指
導

員
等

の
地

位
を

失
う

と
、

能
力

を
有

す
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

監
督

者
訓

練
を

行
う

資
格

が
な

く
な

る
と

い
う

不
合

理
が

あ
っ

た
の

で
、

こ
れ

を
是

正
せ

ん
と

す
る

こ
と
を

目
的
と

す
る

も
の

で
あ

る
。

２２
技技
術術
援援

助助
のの

方方
法法

旧
規

則
の
第

二
十

二
条

の
二

は
、
労
働

大
臣

の
行

う
技

術
援

助
の
方

法
に

二
種

類
を

設
け
て

い
た
。

即
ち

、
労

働
大

臣
が

監
督

者
訓

練
に

関
す

る
各

種
の

講
習

会
を

開
催

す
る

こ
と

に
よ

る
方

法
と

、

事
業

場
が

主
催

し
て

開
催

す
る

監
督

者
訓

練
に

関
す

る
各

種
の

講
習

会
に

資
料

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
援

助
す

る
方

法
で
あ

る
。

そ
し

て
、

こ
の

技
術

援
助

の
内

容
と

し
て

は
、

同
じ

第
二

十
二

条
の

二
に

お
い

て
、

監
督

者
訓

練

の
計

画
設

定
、

監
督

者
の

訓
練

、
追

指
導

担
当

者
の

訓
練

、
職

場
補

導
員

養
成

訓
練

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
養

成
訓

練
、

追
指

導
員

養
成

訓
練

及
び

追
指

導
養

成
目

養
成

訓
練

の
七

種
類

の
訓

練
を

行
う

旨
を

規
定

し
て

い
た

。

新
規

則
の

第
二

十
二

条
は

、
労

働
大

臣
の

行
う

技
術

援
助

を
、

事
業

場
が

監
督

者
訓

練
を

行
う

場

合
に

、
補

導
員

を
派

遣
す

る
こ

と
又

は
資

料
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
事

業
場

に
対

し
技

術
援

助
を

行
う

こ
と

と
し

、
技
術

援
助

の
内
容

は
、

旧
規

則
と

同
様

の
七

種
類

と
し
て

い
る

。

こ
れ

は
、

従
来

は
、

労
働

大
臣

の
開

催
す

る
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

各
種

の
講

習
会

に
、

労
働

大

臣
が

受
講

を
承
認

す
る

と
い

う
形

式
を

と
り

、
受

講
を

承
認

さ
れ

た
者

は
、

収
入

印
紙

を
も

っ
て

、

受
講

手
数

料
を

納
付

せ
ね

ば
な

ら
ぬ

も
の

と
さ

れ
て

い
た

の
で

あ
る

が
、

今
回

の
改

正
に

よ
り

、
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

手
数

料
は

す
べ

て
廃

止
さ

れ
た

の
で

、
新

規
則

の
下

で
は

、
労

働
大

臣
主

催
と

い
う

形
式

は
不

必
要

な
も

の
と

な
っ

た
こ

と
に

よ
る

も
の

で
あ

っ
て

、
労

働
大

臣
の

行
う

技
術

援
助

の
方

法
に

は
何

ら
実

質
的

変
更

を
加

え
た

も
の

で
は

な
い

。
ま

た
技

術
援

助
の

内
容

に
全

然
変

更
の

な
い

こ
と

は
、

既
に

述
べ

た
と

お
り

で
あ

る
。

な
お

。
一

言
こ

こ
で

触
れ

て
お

く
が

、
従

来
は

労
働

大
臣

の
受

講
承

認
と

い
う

制
度

に
伴

っ
て

、
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

講
習

会
の

う
ち

、
職

場
補

導
員

養
成

講
習

会
、

監
督

者
訓

練
指

導
員

養
成

講
習

会
、

追
指

導
員

養
成

講
習

会
及

び
追

指
導

養
成

員
養

成
講

習
会

に
つ

い
て

、
一

定
の

年
齢

、
経

験
年

数
等

に
よ

っ
て

受
講

資
格

を
制

限
す

る
と

と
も

に
、

禁
治

産
者

及
び

準
禁

治
産

者
、

禁
こ

以
上

の
刑

に
処

せ
ら

れ
、

そ
の

執
行

を
終

る
ま

で
又

は
執

行
を

受
け

る
こ

と
が

な
く

な
る

ま
で

の
者

、
及

び
公

務
員

で
あ

っ
て

懲
戒
免

職
の

処
分

を
受

け
、

そ
の

処

分
の

日
か

ら
二

年
を

経
過

し
な

い
者

は
、

労
働

大
臣

の
開

催
す

る
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

各
種

の
講

習
会

に
お

い
て

受
講

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
も

の
と

さ
れ

て
い

た
が

、
新

規
則

に
お

い
て

は
、

受
講

承
認

制
度

の
廃

止
と

と
も
に

、
こ

れ
ら
の

規
制

は
す

べ
て

廃
止

さ
れ

て
い

る
。

３３
手手

数数
料料

旧
規

則

第
二

十
二

条
の

四

２
事

業
場

は
…
…

監
督

者
訓

練
指

導
員

若
し

く
は

都
道

府
県

職
場

補
導

員
の
派

遣
を

受
け
、

又



-340
-

は
…
…

労
働

大
臣

が
開

催
す

る
各

種
の

講
習

会
に

そ
の

推
薦

す
る

者
を

受
講

さ
せ

る
た

め
に

…
…

申
請

を
し

、
そ

の
申

請
を

承
認

さ
れ

た
場

合
は

、
労

働
大

臣
が

別
に

定
め

る
と

こ
ろ

に

よ
り
、

手
数

料
を

収
入
印

紙
を

も
っ

て
納

付
し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

第
二
十

二
条

の
五

２
（

職
場

補
導

員
の

資
格

附
与

）
の

申
請

を
し

よ
う

と
す

る
者

は
、

労
働

大
臣

が
別
に

定
め
る

と
こ
ろ

に
よ

り
、

手
数
料

を
収

入
印

紙
を

も
っ

て
納

付
し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。

旧
規

則
の

第
二

十
二

条
の

四
第

二
項

及
び

第
二

十
二

条
の

五
第

二
項

に
お

い
て

は
、

労
働

大
臣

の

開
催

す
る

監
督

者
訓

練
に

関
す

る
各

種
の

講
習

会
に

受
講

を
承

認
さ

れ
た

場
合

、
及

び
職

場
補

導
員

の
資

格
の

附
与

を
申

請
す

る
場

合
に

、
労

働
大

臣
が

告
示

で
定

め
る

額
の

手
数

料
を

収
入

印
紙

を
も

っ
て

納
付

せ
ね

ば
な

ら
な

い
こ

と
と

さ
れ

て
い

た
が

、
新

規
則

で
は

、
前

に
も

述
べ

た
と

お
り

労
働

大
臣

の
開

催
す

る
講

習
会

は
な

く
な

り
、

職
場

補
導

員
の

資
格

は
、

監
督

者
訓

練
員

の
資

格
と

し
て

存
続
す

る
け
れ

ど
も

資
格

附
与

に
手

数
料

の
納
付

は
要

さ
な

い
も
の

と
さ

れ
て

い
る

。

こ
れ
は

、
職

業
安

定
行

政
の

一
環

と
し

て
行

わ
れ

る
監

督
者

訓
練

が
、

職
業

安
定

法
の

産
業

奉
仕

の
趣
旨

に
徹
し

、
よ

り
強

力
に

推
進

さ
れ

る
こ
と

を
目

的
と

し
て
い

る
の

で
あ

る
。

４４
そそ
のの
他他

旧
規
則

第
二
十

二
条

の
二

三
…
…

監
督

者
訓

練
講

習
会

に
お

い
て

指
導

を
行

う
技

能
を

有
す

る
者

（
以

下
職
場

補
導
員

と
い
う

。
）
を
…

‥

四
…
…

職
場

補
導

員
養

成
講

習
会
…
…

に
お

い
て

指
導

を
行

う
技

能
を

有
す

る
者
（

以
下
事

業
場
監

督
者

訓
練

指
導

員
と

い
う
。
）

を
養

成
す
る

た
め
…
…

新
規
則

第
二

十
二
条

二
…
…

監
督

者
の

訓
練

を
行

う
技

能
を

有
す

る
者

（
以

下
監

督
者

訓
練

員
と
い

う
。
）

か
ら

訓
練
を
…
…

四
監

督
者

訓
練

員
を

養
成

す
る

技
能

を
有

す
る

者
（

以
下

監
督

者
訓
練

指
導

員
と

い
う
。
）

を
養
成
…
…

新
規
則

の
附
則

３
こ

の
省

令
の

施
行

の
際

現
に

、
改

正
前

の
職

業
安

定
法

施
行

規
則

第
二

十
二

条
の
五

第
一
項

の
規

定
に

よ
る

職
場

補
導

員
又

は
事

業
場

監
督

者
訓

練
指

導
員

で
あ

る
者

は
、
…
…

改
正

後

の
職

業
安

定
法

施
行

規
則

第
二

十
二

条
の

二
に

よ
る

監
督

者
訓

練
員

又
は

監
督

者
訓

練
指

導

昌
の

資
格

が
与

え
ら

れ
た

も
の
と

み
な

す
。

前
に

も
一

寸
触

れ
た

が
、

新
規

則
に

お
い

て
は

、
旧

規
則

の
事

業
場

監
督

者
訓

練
指

導
員

と
職

場

補
導

員
の

資
格

の
名

称
を

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
及

び
監

督
者

訓
練

員
と

改
め

、
従

来
の

事
業

場
監

督
者

訓
練

指
導

員
は

監
督

者
訓

練
指

導
員

の
資

格
を

、
従

来
の

職
場

補
導

員
、

は
監

督
者

訓
練

員
の

資
格

を
附

与
さ

れ
た

も
の
と

み
な

し
て
い

る
。

旧
規

則

第
二
十

二
条

の
五

４
職

場
補

導
員

又
は

事
業

場
監

督
者

訓
練

指
導

員
は

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
守

ら
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

。

一
労
働

大
臣

の
定

め
る

訓
練
用

図
書

に
正

し
く
従

っ
て

訓
練

を
行

う
こ

と
。

二
訓

練
を

行
っ

た
場

合
は

、
直

ち
に

労
働

大
臣
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、
訓

練
を

行
っ
た

事

業
場

の
所

在
地

を
管

轄
す

る
都
道

府
県

知
事

に
報

告
す
る

こ
と

。

三
手
引

を
貸

し
与

え
、

又
は
譲

り
渡

さ
な

い
こ
と

。

四
住

所
、

氏
名

又
は

所
属

事
業

場
に

変
更

を
生
じ

た
場

合
は

、
直

ち
に

そ
の
所

属
事

業
場
の

所

在
地

を
管

轄
す

る
都

道
府

県
知
事

を
経

て
、

労
働

大
臣
に

報
告

す
る

こ
と

。

五
事

業
場

監
督

者
訓

練
指

導
員

は
、

労
働

大
臣
が

特
に

必
要

が
あ

る
と

認
め
て

訓
練

を
委
嘱

し

た
場

合
は

、
や

む
を

得
な

い
事

由
が

め
る

と
き

の
ほ

か
、

一
年

を
通

じ
て

三
回

以
内

に
お

い

て
職

場
補

導
員

を
養

成
す

る
た
め

の
訓

練
を

行
う

こ
と
。

六
事

業
場

監
督

者
訓

練
指

導
員

が
職

場
補

導
員
を

養
成

す
る

た
め

の
訓

練
を
行

う
場

合
は
、

労

働
大

臣
の

委
嘱

に
よ

っ
て

訓
練

を
行

う
場

合
を

除
き

、
そ

の
訓

練
を

開
始

す
る

日
前

三
十

日

ま
で

に
、

労
働

大
臣

に
そ

の
旨
を

届
け

出
る

こ
と

。

第
二

十
二

条
の

六

２
追

指
導

員
又

は
追

指
導

養
成

員
は

、
労

働
大
臣

の
定

め
る

訓
練

用
図

書
に
従

い
訓

練
を
行

う

も
の

と
す

る
。

３
追
指

導
養

成
員

は
、

訓
練
を

行
っ

た
場

合
は
、

労
働

大
臣

に
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

ま
た

、
旧

規
則

に
お

い
て

は
、

前
述

の
と

お
り

受
講

資
格

の
制

限
を

設
け

て
い

た
他

、
上

に
あ

げ
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た
関

係
条

文
に

明
ら

か
な

よ
う

に
、

事
業

場
監

督
者

訓
練

指
導

員
、

職
場

補
導

員
、

追
指

導
員

及
び

追
指

導
養

成
員

等
に

対
し

、
手

引
に

従
っ

て
正

し
く

訓
練

す
る

こ
と

と
か

、
訓

練
を

行
っ

た
場

合
は

直
ち

に
報

告
す

る
こ

と
と

か
、

手
引

を
貸

与
又

は
譲

渡
し

て
は

な
ら

な
い

と
か

、
い

ろ
い

ろ
な

規
制

が
加

え
ら

れ
て

い
た

が
、

新
規

則
に

お
い

て
は

、
こ

れ
ら

の
規

制
は

す
べ

て
廃

止
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
は

、
監

督
者

訓
練

発
足

の
当

時
は

、
Ｔ

Ｗ
Ｉ

方
式

に
よ

る
訓

練
の

質
的

統
一

を
保

ち
、

Ｔ
Ｗ

Ｉ
方

式
が

恣
意

的
に

歪
め

ら
れ

て
実

施
さ

れ
る

こ
と

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

と
考

え
ら

れ
た

た
め

に
設

け
ら

れ
た

規
制

で
あ

る
が

、
監

督
者

訓
練

業
務

が
軌

道
に

乗
り

、
TW

I
方

式
が

確
立

し
て

い
る

今

日
、

な
お

こ
の

よ
う

な
規

制
を

存
置

せ
ね

ば
な

ら
な

い
理

由
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

の
で

、
新

規
則

で
は
全

て
の
規

制
、

を
廃

止
し

た
も

の
で

あ
る
。

三三
業業

務務
運運
営営

方方
針針

１１
補補

導導
員員

関関
係係

新
規

則
の
附

則

４
改

正
前

の
職

業
安

定
法

施
行

規
則

第
二

十
二

条
第

二
項

の
規

定
に

よ
る

特
別

指
導
員

等
（
特

別
指

導
員
等

で
あ

っ
た

者
を

含
む
。
）

は
、

労
働

大
臣
が

別
に

定
め

る
こ

と
こ

ろ
に

よ
り
、

改

正
後

の
職

業
安

定
法

施
行

規
則

第
二

十
二

条
の

二
の

規
定

に
よ

る
監

督
者

訓
練

員
又

は
監

督

者
訓
練

指
導

員
の

資
格
を

与
え

ら
れ

た
も

の
と

み
な

す
。

前
に

も
述

べ
た

と
お

り
、

新
規

則
の

下
で

は
、

労
働

大
臣

は
、

そ
の

行
う

技
術

援
助

と
し

て
、

国

家
公

務
員

で
あ

る
補

導
員

を
派

遣
す

る
も

の
と

さ
れ

て
い

る
が

、
新

規
則

の
附

則
で

、
従

来
の

特
別

指
導

員
等

に
監

督
者

訓
練

員
又

は
監

督
者

訓
練

指
導

員
の

資
格

を
与

え
ら

れ
た

も
の

と
み

な
し

て
お

り
、

昭
和
三

十
二
年

四
月
一

日
付

職
発

第
259

号
を

も
っ

て
、
労

働
大
臣

が
旧

規
則

に
よ
る

監
督
者

訓
練

特
別

指
導

員
と

監
督

者
訓

練
指

導
員

は
、

新
規

則
に

よ
る

監
督

者
訓

練
指

導
員

の
資

格
を

、
旧

規
則

に
よ

る
都

道
府

県
職

場
補

導
員

は
新

規
則

に
よ

る
監

督
者

訓
練

員
の

資
格

を
与

え
ら

れ
た

も
の

と
み
な

す
と
定

め
た

こ
と

が
通

達
さ

れ
て

い
る
。

ま
た

、
昭

和
三
十

二
年
四

月
四

日
付

職
発
第

268
号

通
達

で
は

、
今
後

は
、

職
業

安
定
局

長
が
補

導
員

と
し

て
の

業
務

を
行

う
者

を
選

定
す

る
も

の
と

さ
れ

て
い

る
が

、
上

に
述

べ
た

と
お

り
、

従
来

の
特

別
指

導
員

等
に

新
規

則
の

下
の

監
督

者
訓

練
指

導
員

又
は

監
督

者
訓

練
員

の
資

格
が

与
え

ら
れ

た
も

の
と

み
な

さ
れ

て
る

の
で

、
さ

し
当

り
、

こ
れ

ら
の

者
が

そ
の

ま
ま

補
導

員
と

し
て

の
職

務
を

行
う
も

の
と
さ

れ
て

い
る

。

ま
た

、
今

後
必

要
に

応
じ

、
職

業
安

定
局

長
が

別
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

っ
て

、
補

導
員

と
し

て

の
職

務
を

行
う

者
を

養
成

又
は

指
定

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
指

定
と

い
う

の
は

、
監

督
者

訓
練

特
別

指
導

員
と

い
う

ラ
ン

ク
が

な
く

な
っ

た
の

で
、

監
督

者
訓

練
指

導
員

が
監

督
者

訓
練

指
導

員
を

養
成

す
る

こ
と

と
な

る
が

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
の

資
格

を
有

す
る

補
導

員
の

う
ち

か
ら

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
養

成
訓
練

を
行

う
補
導

員
を

指
定

す
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る
。

２２
援援

助助
申申

請請
関関

係係

監
督

者
訓

練
に

関
し

て
労

働
大

臣
の

行
う

技
術

援
助

を
受

け
よ

う
と

す
る

事
業

場
は

、
新

規
則

に

お
い

て
も

労
働

大
臣

又
は
都

道
府

県
知
事

に
申

請
書

を
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

新
規

則
の

第
二

十
二

条
の

三
は

、
監

督
者

訓
練

の
う

ち
、

都
道

府
県

知
事

に
委

任
さ

れ
た

監
督

者

の
訓
練

（
10

時
間
講

習
）
と

追
指
導

担
当
者

の
訓

練
に

つ
い
て

は
都
道

府
県

知
事

に
、
そ

の
他
の

訓

練
に

つ
い

て
は

労
働

大
臣

に
申

請
す

る
も

の
と

、
し

て
い

る
が

、
具

体
的

に
は

次
の

よ
う

に
す

る
よ

う
都

道
府

県
あ

て
通

達
さ
れ

て
い

る
。

イ
監
督

者
の

訓
練
及

び
追

指
導
担

当
者

の
訓

練

監
督

者
の

訓
練

に
つ

い
て

、
補

導
員

の
派

遣
及

び
資

料
の

提
供

を
受

け
よ

う
と

す
る

事
業

場
は

、

監
督

者
の

訓
練

援
助

申
請

書
を

監
督

者
の

訓
練

に
つ

い
て

、
資

料
の

提
供

の
み

を
受

け
よ

う
と

す
る

事
業

場
は

、
監

督
者

の
訓

練
用

資
料

交
付

申
請

書
を

、
そ

の
所

在
地

を
管

轄
す

る
都

道
府

県
知

事
に

提
出

す
る

も
の

と
し

、
追

指
導

担
当

者
の

訓
練

に
つ

い
て

も
右

に
準

じ
て

訓
練

援
助

申
請

書
又

は
訓

練
用

資
料

交
付

申
請

書
を
提

出
す

る
も
の

と
す

る
。

ロ
前
記

イ
以

外
の
訓

練

監
督

者
訓

練
員

養
成

訓
練

に
つ

い
て

、
補

導
員

の
派

遣
及

び
資

料
の

提
供

を
受

け
よ

う
と

す
る

事

業
場

は
、

監
督

者
訓

練
員

養
成

訓
練

援
助

申
請

書
を

、
監

督
者

訓
練

員
養

成
訓

練
に

つ
い

て
資

料
の

提
供

を
受

け
る

こ
と

に
よ

り
援

助
を

受
け

よ
う

と
す

る
事

業
場

は
、

監
督

者
訓

練
員

養
成

訓
練

用
資

料
交

付
申

請
書

を
、

そ
の

所
在

地
を

管
轄

す
る

都
道

府
県

知
事

を
経

由
し

て
労

働
大

臣
に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

監
督

者
訓

練
計

画
設

定
、

監
督

者
訓

練
指

導
員

養
成

訓
練

、
追

指
導

員
養

成
訓

練
及

び
追

指
導

養

成
員

養
成

訓
練

に
つ

い
て
も

、
右

に
準
じ

て
行

う
こ

と
と

す
る

。

こ
れ

ら
の

申
請

書
の

様
式

は
、

ほ
と

ん
ど

従
来

の
も

の
を

踏
襲

し
て

い
る

が
、

多
少

簡
略

化
さ

れ

た
う

え
、

そ
の

大
き

さ
が
従

来
の

半
分
の

Ｂ
５

版
と

な
り

、
右

綴
じ

と
さ

れ
て
い

る
。

３３
援援
助助

実実
施施

関関
係係
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た
関

係
条

文
に

明
ら

か
な

よ
う

に
、

事
業

場
監

督
者

訓
練

指
導

員
、

職
場

補
導

員
、

追
指

導
員

及
び

追
指

導
養

成
員

等
に

対
し

、
手

引
に

従
っ

て
正

し
く

訓
練

す
る

こ
と

と
か

、
訓

練
を

行
っ

た
場

合
は

直
ち

に
報

告
す

る
こ

と
と

か
、

手
引

を
貸

与
又

は
譲

渡
し

て
は

な
ら

な
い

と
か

、
い

ろ
い

ろ
な

規
制

が
加

え
ら

れ
て

い
た

が
、

新
規

則
に

お
い

て
は

、
こ

れ
ら

の
規

制
は

す
べ

て
廃

止
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
は

、
監

督
者

訓
練

発
足

の
当

時
は

、
Ｔ

Ｗ
Ｉ

方
式

に
よ

る
訓

練
の

質
的

統
一

を
保

ち
、

Ｔ
Ｗ

Ｉ
方

式
が

恣
意

的
に

歪
め

ら
れ

て
実

施
さ

れ
る

こ
と

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

と
考

え
ら

れ
た

た
め

に
設

け
ら

れ
た

規
制

で
あ

る
が

、
監

督
者

訓
練

業
務

が
軌

道
に

乗
り

、
TW

I
方

式
が

確
立

し
て

い
る

今

日
、

な
お

こ
の

よ
う

な
規

制
を

存
置

せ
ね

ば
な

ら
な

い
理

由
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

の
で

、
新

規
則

で
は
全

て
の
規

制
、

を
廃

止
し

た
も

の
で

あ
る
。

三三
業業

務務
運運
営営

方方
針針

１１
補補

導導
員員

関関
係係

新
規

則
の
附

則

４
改

正
前

の
職

業
安

定
法

施
行

規
則

第
二

十
二

条
第

二
項

の
規

定
に

よ
る

特
別

指
導
員

等
（
特

別
指

導
員

等
で

あ
っ

た
者

を
含

む
。
）

は
、

労
働

大
臣
が

別
に

定
め

る
こ

と
こ

ろ
に

よ
り
、

改

正
後

の
職

業
安

定
法

施
行

規
則

第
二

十
二

条
の

二
の

規
定

に
よ

る
監

督
者

訓
練

員
又

は
監

督

者
訓
練

指
導

員
の

資
格
を

与
え

ら
れ

た
も

の
と

み
な

す
。

前
に

も
述

べ
た

と
お

り
、

新
規

則
の

下
で

は
、

労
働

大
臣

は
、

そ
の

行
う

技
術

援
助

と
し

て
、

国

家
公

務
員

で
あ

る
補

導
員

を
派

遣
す

る
も

の
と

さ
れ

て
い

る
が

、
新

規
則

の
附

則
で

、
従

来
の

特
別

指
導

員
等

に
監

督
者

訓
練

員
又

は
監

督
者

訓
練

指
導

員
の

資
格

を
与

え
ら

れ
た

も
の

と
み

な
し

て
お

り
、

昭
和
三

十
二
年

四
月
一

日
付

職
発

第
259

号
を

も
っ

て
、
労

働
大
臣

が
旧

規
則

に
よ
る

監
督
者

訓
練

特
別

指
導

員
と

監
督

者
訓

練
指

導
員

は
、

新
規

則
に

よ
る

監
督

者
訓

練
指

導
員

の
資

格
を

、
旧

規
則

に
よ

る
都

道
府

県
職

場
補

導
員

は
新

規
則

に
よ

る
監

督
者

訓
練

員
の

資
格

を
与

え
ら

れ
た

も
の

と
み
な

す
と
定

め
た

こ
と

が
通

達
さ

れ
て

い
る
。

ま
た

、
昭

和
三
十

二
年
四

月
四

日
付

職
発
第

268
号

通
達

で
は

、
今
後

は
、

職
業

安
定
局

長
が
補

導
員

と
し

て
の

業
務

を
行

う
者

を
選

定
す

る
も

の
と

さ
れ

て
い

る
が

、
上

に
述

べ
た

と
お

り
、

従
来

の
特

別
指

導
員

等
に

新
規

則
の

下
の

監
督

者
訓

練
指

導
員

又
は

監
督

者
訓

練
員

の
資

格
が

与
え

ら
れ

た
も

の
と

み
な

さ
れ

て
る

の
で

、
さ

し
当

り
、

こ
れ

ら
の

者
が

そ
の

ま
ま

補
導

員
と

し
て

の
職

務
を

行
う
も

の
と
さ

れ
て

い
る

。

ま
た

、
今

後
必

要
に

応
じ

、
職

業
安

定
局

長
が

別
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

っ
て

、
補

導
員

と
し

て

の
職

務
を

行
う

者
を

養
成

又
は

指
定

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
指

定
と

い
う

の
は

、
監

督
者

訓
練

特
別

指
導

員
と

い
う

ラ
ン

ク
が

な
く

な
っ

た
の

で
、

監
督

者
訓

練
指

導
員

が
監

督
者

訓
練

指
導

員
を

養
成

す
る

こ
と

と
な

る
が

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
の

資
格

を
有

す
る

補
導

員
の

う
ち

か
ら

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
養

成
訓
練

を
行

う
補
導

員
を

指
定

す
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る
。

２２
援援

助助
申申

請請
関関

係係

監
督

者
訓

練
に

関
し

て
労

働
大

臣
の

行
う

技
術

援
助

を
受

け
よ

う
と

す
る

事
業

場
は

、
新

規
則

に

お
い

て
も

労
働

大
臣

又
は
都

道
府

県
知
事

に
申

請
書

を
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

新
規

則
の

第
二

十
二

条
の

三
は

、
監

督
者

訓
練

の
う

ち
、

都
道

府
県

知
事

に
委

任
さ

れ
た

監
督

者

の
訓
練

（
10

時
間
講

習
）
と

追
指
導

担
当
者

の
訓

練
に

つ
い
て

は
都
道

府
県

知
事

に
、
そ

の
他
の

訓

練
に

つ
い

て
は

労
働

大
臣

に
申

請
す

る
も

の
と

、
し

て
い

る
が

、
具

体
的

に
は

次
の

よ
う

に
す

る
よ

う
都

道
府

県
あ

て
通

達
さ
れ

て
い

る
。

イ
監
督

者
の

訓
練
及

び
追

指
導
担

当
者

の
訓

練

監
督

者
の

訓
練

に
つ

い
て

、
補

導
員

の
派

遣
及

び
資

料
の

提
供

を
受

け
よ

う
と

す
る

事
業

場
は

、

監
督

者
の

訓
練

援
助

申
請

書
を

監
督

者
の

訓
練

に
つ

い
て

、
資

料
の

提
供

の
み

を
受

け
よ

う
と

す
る

事
業

場
は

、
監

督
者

の
訓

練
用

資
料

交
付

申
請

書
を

、
そ

の
所

在
地

を
管

轄
す

る
都

道
府

県
知

事
に

提
出

す
る

も
の

と
し

、
追

指
導

担
当

者
の

訓
練

に
つ

い
て

も
右

に
準

じ
て

訓
練

援
助

申
請

書
又

は
訓

練
用

資
料

交
付

申
請

書
を
提

出
す

る
も
の

と
す

る
。

ロ
前
記

イ
以

外
の
訓

練

監
督

者
訓

練
員

養
成

訓
練

に
つ

い
て

、
補

導
員

の
派

遣
及

び
資

料
の

提
供

を
受

け
よ

う
と

す
る

事

業
場

は
、

監
督

者
訓

練
員

養
成

訓
練

援
助

申
請

書
を

、
監

督
者

訓
練

員
養

成
訓

練
に

つ
い

て
資

料
の

提
供

を
受

け
る

こ
と

に
よ

り
援

助
を

受
け

よ
う

と
す

る
事

業
場

は
、

監
督

者
訓

練
員

養
成

訓
練

用
資

料
交

付
申

請
書

を
、

そ
の

所
在

地
を

管
轄

す
る

都
道

府
県

知
事

を
経

由
し

て
労

働
大

臣
に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

監
督

者
訓

練
計

画
設

定
、

監
督

者
訓

練
指

導
員

養
成

訓
練

、
追

指
導

員
養

成
訓

練
及

び
追

指
導

養

成
員

養
成

訓
練

に
つ

い
て
も

、
右

に
準
じ

て
行

う
こ

と
と

す
る

。

こ
れ

ら
の

申
請

書
の

様
式

は
、

ほ
と

ん
ど

従
来

の
も

の
を

踏
襲

し
て

い
る

が
、

多
少

簡
略

化
さ

れ

た
う

え
、

そ
の

大
き

さ
が
従

来
の

半
分
の

Ｂ
５

版
と

な
り

、
右

綴
じ

と
さ

れ
て
い

る
。

３３
援援
助助

実実
施施

関関
係係
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今
回

の
改

正
で

は
、

監
督

者
訓

練
の

実
質

的
な

運
営

方
法

は
改

め
ら

れ
て

い
な

い
の

で
、

大
む

ね

従
来

ど
お

り
の

方
法

で
技

術
援

助
が

実
施

さ
れ

る
こ

と
と

な
る

が
、

具
体

的
に

は
次

に
よ

る
よ

う
都

道
府
県

あ
て
通

達
が

な
さ

れ
て

い
る

。

イ
監
督

者
の

訓
練

及
び

追
指

導
担

当
者
の

訓
練

こ
の

二
種

類
の

都
道

府
県

知
事

に
委

任
さ

れ
た

訓
練

は
、

訓
練

援
助

申
請

書
又

は
訓

練
用

資
料

交

付
申

請
書

を
受

理
し

た
都

道
府

県
が

、
従

来
ど

お
り

実
施

す
る

。
た

だ
し

、
そ

の
都

道
府

県
に

補
導

員
と

し
て

の
業

務
を

行
う

者
が

い
な

い
等

の
理

由
で

、
援

助
が

実
施

で
き

な
い

場
合

は
、

そ
の

申
請

を
労

働
大

臣
に

提
出

す
る

か
、

最
寄

の
都

道
府

県
に

依
頼

し
て

補
導

員
の

派
遣

を
求

め
る

か
、

い
ず

れ
か
の

措
置
を

取
る

も
の

と
す

る
。

ロ
前
記

イ
以

外
の

訓
練

監
督

者
訓

練
員

養
成

訓
練

等
、

前
記

イ
以

外
の

訓
練

の
訓

練
援

助
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

従

来
ど

お
り

本
省

に
お

い
て

、
都

道
府

県
か

ら
進

達
さ

れ
る

申
請

を
取

り
ま

と
め

て
、

補
導

員
派

遣
計

画
を

策
定

す
る

も
の

と
す

る
が

、
各

都
道

府
県

に
お

い
て

も
管

下
事

業
場

か
ら

の
こ

の
技

術
援

助
に

対
す

る
要

望
を

勘
案

し
て

、
職

業
安

定
局

長
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
補

導
員

派
遣

計
画

、
そ

の
他

監
督
者

訓
練
実

施
に

関
す

る
計

画
を

作
成

し
て
本

省
に

提
出

す
る
も

の
と

す
る

。

各
種

の
訓

練
用

資
料

交
付

申
請

が
あ

っ
た

場
合

は
、

従
来

の
よ

う
に

必
ず

し
も

本
省

あ
て

進
達

す

る
必

要
は

な
く

、
従

来
の

監
督

者
の

訓
練

及
び

追
指

導
関

係
の

資
料

と
同

様
に

、
都

道
府

県
に

お
い

て
適

当
量

を
保

管
し

、
適

宜
配

付
す

る
こ

と
と

し
て

も
差

支
え

な
い

こ
と

と
さ

れ
た

。
こ

れ
は

、
従

来
の

手
引

不
貸

与
不

譲
渡

の
義

務
等

の
規

制
が

廃
止

さ
れ

た
こ

と
に

伴
い

、
資

料
の

配
付

先
を

限
定

す
る
必

要
が
な

く
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
も

の
で
あ

る
。

な
お
、
新
規

則
の
下

で
は
、
実
地

検
定

は
原

則
と
し

て
事

業
場

の
希

望
に

応
じ
て

行
う

こ
と

と
し
、

強
制

さ
れ

な
い

も
の

と
す

る
。

特
に

、
訓

練
を

受
け

た
者

が
実

際
に

監
督

者
訓

練
に

携
わ

ら
な

い
も

の
と

認
め

ら
れ

る
場

合
や

、
訓

練
成

績
が

不
良

で
、

事
業

場
に

お
い

て
監

督
者

訓
練

に
携

わ
る

こ
と

が
困

難
又

は
不

適
当

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
は

、
補

導
員

の
判

断
に

よ
り

、
実

地
検

定
を

省
略

し
て

も
よ

い
こ

と
と

さ
れ

た
。

た
だ

し
、

実
地

検
定

を
受

け
な

い
者

は
、

資
格

附
与

の
申

請
は

行
え

な
い

の
で
あ

る
。

４４
資資
格格
附附

与与
関関

係係

監
督

者
訓

練
の

資
格

の
附

与
を

受
け

よ
う

と
す

る
場

合
は

、
新

規
則

第
二

十
二

条
の

二
の

規
定

に

よ
り

、
監

督
者

訓
練

員
資

格
附

与
申

請
書

を
労

働
大

臣
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

資
格

附
与

申
請

書
に

は
、

そ
の

訓
練

を
実

施
し

た
監

督
者

訓
練

指
導

員
の

監
督

者
訓

練
員

養
成

訓
練

成
績

書
と

推
薦

書
を

添
付

し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

監
督
者

訓
練

指
導

員
の
資

格
の

附
与
を

受
け

よ
う

と
す

る
場

合
も

右
に

準
じ
て

行
う

も
の
と

す
る

。

な
お

、
新

規
則

に
お

い
て

は
、

労
働

大
臣

の
定

め
る

基
準

に
従

っ
て

訓
練

と
実

地
検

定
を

受
け

た

者
で

は
な

け
れ

ば
、

資
格

附
与

の
申

請
が

で
き

な
い

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

の
で

、
労

働
大

臣
の

定
め

た
訓

練
用

図
書

に
正

し
く

従
っ

て
、

訓
練

及
び

実
地

検
定

を
行

つ
た

場
合

で
な

け
れ

ば
、

監
督

者
指

導
は

、
資

格
附

与
の

推
薦
を

行
っ

て
は
な

ら
な

い
も

の
で

あ
る

。

ま
た

、
新

規
則

に
お

い
て

は
、

受
講

資
格

の
制

限
を

廃
止

し
て

い
る

が
。

こ
れ

は
無

制
限

に
如

何

な
る
者

に
も
訓

練
を
受

け
る
こ

と
が
で

き
る
よ

う
す
る

趣
旨
で

は
な

く
、
施

行
規

則
を

も
っ
て

一
律
|

に
、

年
齢

や
経

験
で

受
講

資
格

を
制

限
す

る
機

械
釣

な
制

度
を

改
め

て
、

監
督

者
訓

練
を

行
お

う
と

す
る

事
業

場
の

良
識

に
ま

つ
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
。

従
っ

て
、

監
督

者
訓

練
員

又
は

監
督

訓
練

指
導

員
を

養
成

し
よ

う
と

す
る

事
業

場
は

。
監

督
者

訓
練

員
及

び
監

督
者

訓
練

指
導

員
の

果
す

役
割

の
重

要
性

を
よ

く
認

識
し

、
監

督
者

訓
練

業
務

に
携

わ
る

者
と

し
て

、
真

に
適

格
と

考
え

ら
れ

る
者

を
選

定
し

て
、

こ
れ

ら
の
養

成
訓

練
を
受

け
さ

せ
る

よ
う

注
意

せ
ね

ば
な

ら
な
い

の
で

あ
る
。

５５
業業

務務
報報

告告
関関

係係

旧
規

則
に

お
い

て
は

、
職

場
補

導
員

又
は

事
業

場
監

督
者

訓
練

指
導

員
は

、
訓

練
を

行
っ

た
場

合

は
直

ち
に

労
働

大
臣

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

従
っ

て
、

都
道

府
県

知
事

に
報

告
す

る
義

務
が

あ
り

、
追

指
導

養
成

員
も

労
働

大
臣

に
訓

練
実

施
報

告
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の
と

さ
れ

て
い

た
が

、
新

規
則

に
お

い
て

は
こ

れ
ら

の
規

定
は

す
べ

て
廃

止
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

職
業

安
定

行
政

の
一

環
と

し
て

監
督

者
訓

練
が

行
わ

れ
る

以
上

、
こ

の
訓

練
が

如
何

に
利

用
さ

れ
、

如
何

に
活

用
さ

れ
て

い
る

か
を

常
に

把
握

し
て

お
か
ね

ば
な

な
な
い

の
で

、
今
後

は
職

業
安
定

報
長

が
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り
、

都
道

府
県

に
監

督
者

訓
練

の
実

施
状

況
調

査
を

依
頼

す
る

こ
と

と
な

る
の

で
、

監
督

者
訓

練
員

及
び

監
督

者
訓

練
指

導
員

は
、

こ
れ

ら
の

調
査

に
回

答
し

得
る

よ
う

に
、

監
督

者
訓

練
の

記
録

を
整

備
す

る
こ

と
に
よ

っ
て
協

力
さ
れ

る
こ

と
を

望
み
た

い
。

『
Ｔ

Ｗ
Ｉ

』

昭
和

32
年

7
月

1
日
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〔
5
－

4
－

6
〕
職
業

補
導

課

職職
業業
安安
定定
法法
施施
行行
規規
則則
のの
一一
部部
改改
正正
すす
るる
省省
令令
及及
びび
援援
助助
関関
係係
申申
請請
書書
等等
のの
記記
載載

要要
領領
にに
つつ
いい
てて

本
年

３
月

15
日

付
労
働
省

令
第

２
号
に

よ
り

、
職

業
安

定
法

施
行

規
則
の

う
ち

、
監

督
者
訓

練
に

関
す

る
部

分
が

改
正

せ
ら

れ
、

そ
の

要
点

及
び

今
後

の
運

営
方

針
に

つ
い

て
は

、
既

に
本

前
前

月
号

に
登

載
さ

れ
た

が
、

改
正

さ
れ

た
職

業
安

定
法

施
行

規
則

が
未

だ
刊

行
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

関
係

条
文

を
登

載
す

る
よ

う
と

の
要

望
が

多
い

の
で

、
職

業
安

定
法

施
行

規
則

の
一

部
を

改
正

す
る

省
令

の
全

文
を

掲
げ

る
と

と
も

に
、

労
働

大
臣

及
び

都
道

府
県

知
事

の
行

う
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

技
術

援
助
の

申
請
書

及
び

報
告

書
の

記
載

要
領

を
示
し

て
、

大
方

の
参
考

に
供

す
る

。

１１
、、
職職

業業
安安
定定

法法
施施

行行
規規

則則
のの

一一
部部

をを
改改

正正
すす
るる

省省
令令

職
業

安
定
法

施
行

規
則

（
昭

和
22

年
労

働
省
令

第
12

号
）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正
す

る
。

第
22

条
か

ら
第

22
条
の

７
ま

で
を

次
の

よ
う
に

改
め

る
。

（
法
第

30
条

に
関
す

る
事

項
）

第
22

条
労

働
大

臣
は

、
工
場

事
業

場
等
（

以
下

事
業

場
と

い
う

）
が

次
の
各

号
の

一
に

該
当
す

る
場

合
に

は
、

法
第

30
条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

、
補

導
員

の
派

遣
又

は
資

料
の

提
供

に
つ

い
て
援

助
す
る

も
の

と
す
る

。

－
職

長
、

指
導

員
等

そ
の

従
業

員
の

指
導

監
督

に
当

る
者

（
以

下
監

督
者

と
い

う
）
の

訓
練
計

画
を
作

成
す

る
と

き
。

二
監

督
者

の
訓

練
を

行
う

と
き

又
は

監
督

者
の

訓
練

を
行

う
技

能
を

有
す

る
者

（
以
下

監
督
者

訓
練

員
と

い
う

）
か

ら
訓

練
を

受
け

た
監

督
者

の
追

指
導

を
行

う
者

の
訓

練
を

行
う

と
き

。

三
監

督
者

訓
練
員

を
養

成
す

る
た

め
の

訓
練

を
行
う

と
き

。

四
監

督
者

訓
練

員
を

養
成

す
る

技
能

を
有

す
る

者
（

以
下

監
督

者
訓

練
指

導
員

と
い
う

）
を
養

成
す
る

た
め

の
訓

練
を
行

う
と

き
。

五
追

指
導

を
行

う
者

の
訓

練
を

行
う

技
能

を
有

す
る

者
（

以
下

追
指

導
員

と
い

う
）
を

養
成
す

る
た
め

の
訓

練
を

行
う
と

き
。

六
追

指
導

員
を
養

成
す

る
技

能
を

有
す

る
者

を
養
成

す
る

た
め

の
訓
練

を
行

う
と

き
。

２
前
項

の
補
導

員
は
、

労
働
事

務
官
、

労
働

技
官

、
地
方

事
務
官

又
は

地
方

技
官
で

あ
っ
て

第
22

条
の

２
第

１
項

の
規

定
に

よ
る
監

督
者

訓
練

員
又

は
監

督
者

訓
練

指
導

目
の

資
格

を
有
す

る
者
で

な
け
れ

ば
な

ら
な
い

も
の

と
す

る
。

３
第

１
項

第
二

号
か

ら
第

六
号

ま
で

の
各

号
の

一
に

該
当

す
る

場
合

の
援

助
は

、
次

の
各

号
に

掲

げ
る

訓
練

項
目

に
つ

い
て

行
う
も

の
と

す
る

。

一
仕
事

の
教

え
方

二
改
善

の
仕

方

三
人
の

扱
い

方

第
22

条
の
２

労
働

大
臣

は
、

そ
の

定
め

る
基
準

に
従

い
監

督
者

訓
練
指

導
員

か
ら

訓
練

及
び

実
地

検
定

を
受

け
、

且
つ

、
そ

の
者

力
諾

推
薦

さ
れ

た
者

に
、

そ
の

申
請

に
基

き
、

訓
練

を
行

っ
た

項
目

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

そ
の

項
目

名
を

冠
し

た
監

督
者

訓
練

員
又

は
監

督
者

訓
練

指
導

員
の

資
格

を
与

え
る

も
の

と
す

る
。

２
次
の

各
号

の
一

に
該
当

す
る

者
は
、

前
項

の
申

請
を

行
う

こ
と

が
で

き
な
い

。

一
禁
治

産
者

及
び

準
禁

治
産
者

二
禁

こ
以

上
の

刑
に

処
せ

ら
れ

、
そ

の
執

行
を
終

る
ま

で
又

は
執

行
を

受
け
る

こ
と

が
な
く

な

る
ま

で
の

者

３
監
督

者
訓

練
員

又
は
監

督
者

訓
練
指

導
員

は
、
前

項
各

号
の
一

に
該

当
す

る
に

至
っ

た
と

き
は
、

そ
の

資
格

を
失

う
も

の
と

す
る
。

第
22

条
の

３
第

22
条

第
１

項
に
規

定
す

る
援

助
を

受
け

よ
う

と
す
る

事
業

場
は
、

同
条

同
項

第

一
号

、
第

三
号
、

第
四

号
、

第
五

号
又

は
第

六
号
に

該
当

す
る

場
合

に
は

労
働
大

臣
に

、
同
条

同

項
第

二
号

に
該
当

す
る

場
合

に
は

当
該

事
業

場
の
所

在
地

を
管

轄
す

る
都

道
府
県

知
事

に
申
請

す

る
も

の
と

す
る

。

第
22

条
の
４

都
道

府
県

知
事

は
、

前
条

の
規
定

に
よ

り
援

助
の

申
請
を

受
け

た
場

合
は

、
そ

の
請

に
係

る
補

導
員

の
派

遣
又

は
資
料

の
提

供
を

行
う
も

の
と

す
る

。

２
第

22
条
第

２
項

の
規
定

は
、

前
項

の
補
導

員
に

つ
い

て
、

こ
れ

を
準
用

す
る

。

附
則

１
こ
の

省
令

は
、

昭
和

32
年
４

月
１

日
か
ら

施
行

す
る

。

２
次
の

各
号

に
掲

げ
る
告

示
は

、
廃
止

す
る

。

一
昭

和
26

年
労

働
省

告
示

第
21

号
（

工
場

、
事

業
場

又
は

資
格

附
与
を

申
請

す
る

者
が

納

付
す

る
手

数
料

の
額

及
び

納
付
の

方
法

を
定

め
る

告
示
）

３
昭
和

26
年
労

働
省
告
示

第
22

号
（
工

場
、

事
業

場
又

は
資

格
附
与

を
申

請
す
る

者
が

納
付

す

る
手

数
料

の
額

を
定

め
る

告
示
）

こ
の

省
令

の
施

行
の
際

、
現

に
、
改

正
前

の
職

業
安

定
法

施
行

規
則

第
22

条
の

５
第

１
項

の
規
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〔
5
－

4
－

6
〕
職
業

補
導

課

職職
業業
安安
定定
法法
施施
行行
規規
則則
のの
一一
部部
改改
正正
すす
るる
省省
令令
及及
びび
援援
助助
関関
係係
申申
請請
書書
等等
のの
記記
載載

要要
領領
にに
つつ
いい
てて

本
年

３
月

15
日

付
労
働
省

令
第

２
号
に

よ
り

、
職

業
安

定
法

施
行

規
則
の

う
ち

、
監

督
者
訓

練
に

関
す

る
部

分
が

改
正

せ
ら

れ
、

そ
の

要
点

及
び

今
後

の
運

営
方

針
に

つ
い

て
は

、
既

に
本

前
前

月
号

に
登

載
さ

れ
た

が
、

改
正

さ
れ

た
職

業
安

定
法

施
行

規
則

が
未

だ
刊

行
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

関
係

条
文

を
登

載
す

る
よ

う
と

の
要

望
が

多
い

の
で

、
職

業
安

定
法

施
行

規
則

の
一

部
を

改
正

す
る

省
令

の
全

文
を

掲
げ

る
と

と
も

に
、

労
働

大
臣

及
び

都
道

府
県

知
事

の
行

う
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

技
術

援
助
の

申
請
書

及
び

報
告

書
の

記
載

要
領

を
示
し

て
、

大
方

の
参
考

に
供

す
る

。

１１
、、
職職

業業
安安
定定

法法
施施

行行
規規

則則
のの

一一
部部

をを
改改

正正
すす
るる

省省
令令

職
業

安
定
法

施
行

規
則

（
昭

和
22

年
労

働
省
令

第
12

号
）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正
す

る
。

第
22

条
か

ら
第

22
条
の

７
ま

で
を

次
の

よ
う
に

改
め

る
。

（
法
第

30
条

に
関
す

る
事

項
）

第
22

条
労

働
大

臣
は

、
工
場

事
業

場
等
（

以
下

事
業

場
と

い
う

）
が

次
の
各

号
の

一
に

該
当
す

る
場

合
に

は
、

法
第

30
条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

、
補

導
員

の
派

遣
又

は
資

料
の

提
供

に
つ

い
て
援

助
す
る

も
の

と
す
る

。

－
職

長
、

指
導

員
等

そ
の

従
業

員
の

指
導

監
督

に
当

る
者

（
以

下
監

督
者

と
い

う
）
の

訓
練
計

画
を
作

成
す

る
と

き
。

二
監

督
者

の
訓

練
を

行
う

と
き

又
は

監
督

者
の

訓
練

を
行

う
技

能
を

有
す

る
者

（
以
下

監
督
者

訓
練

員
と

い
う

）
か

ら
訓

練
を

受
け

た
監

督
者

の
追

指
導

を
行

う
者

の
訓

練
を

行
う

と
き

。

三
監

督
者

訓
練
員

を
養

成
す

る
た

め
の

訓
練

を
行
う

と
き

。

四
監

督
者

訓
練

員
を

養
成

す
る

技
能

を
有

す
る

者
（

以
下

監
督

者
訓

練
指

導
員

と
い
う

）
を
養

成
す
る

た
め

の
訓

練
を
行

う
と

き
。

五
追

指
導

を
行

う
者

の
訓

練
を

行
う

技
能

を
有

す
る

者
（

以
下

追
指

導
員

と
い

う
）
を

養
成
す

る
た
め

の
訓

練
を

行
う
と

き
。

六
追

指
導

員
を
養

成
す

る
技

能
を

有
す

る
者

を
養
成

す
る

た
め

の
訓
練

を
行

う
と

き
。

２
前
項

の
補
導

員
は
、

労
働
事

務
官
、

労
働

技
官

、
地
方

事
務
官

又
は

地
方

技
官
で

あ
っ
て

第
22

条
の

２
第

１
項

の
規

定
に

よ
る
監

督
者

訓
練

員
又

は
監

督
者

訓
練

指
導

目
の

資
格

を
有
す

る
者
で

な
け
れ

ば
な

ら
な
い

も
の

と
す

る
。

３
第

１
項

第
二

号
か

ら
第

六
号

ま
で

の
各

号
の

一
に

該
当

す
る

場
合

の
援

助
は

、
次

の
各

号
に

掲

げ
る

訓
練

項
目

に
つ

い
て

行
う
も

の
と

す
る

。

一
仕
事

の
教

え
方

二
改
善

の
仕

方

三
人
の

扱
い

方

第
22

条
の
２

労
働

大
臣

は
、

そ
の

定
め

る
基
準

に
従

い
監

督
者

訓
練
指

導
員

か
ら

訓
練

及
び

実
地

検
定

を
受

け
、

且
つ

、
そ

の
者

力
諾

推
薦

さ
れ

た
者

に
、

そ
の

申
請

に
基

き
、

訓
練

を
行

っ
た

項
目

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

そ
の

項
目

名
を

冠
し

た
監

督
者

訓
練

員
又

は
監

督
者

訓
練

指
導

員
の

資
格

を
与

え
る

も
の

と
す

る
。

２
次
の

各
号

の
一

に
該
当

す
る

者
は
、

前
項

の
申

請
を

行
う

こ
と

が
で

き
な
い

。

一
禁
治

産
者

及
び

準
禁

治
産
者

二
禁

こ
以

上
の

刑
に

処
せ

ら
れ

、
そ

の
執

行
を
終

る
ま

で
又

は
執

行
を

受
け
る

こ
と

が
な
く

な

る
ま

で
の

者

３
監
督

者
訓

練
員

又
は
監

督
者

訓
練
指

導
員

は
、
前

項
各

号
の
一

に
該

当
す

る
に

至
っ

た
と

き
は
、

そ
の

資
格

を
失

う
も

の
と

す
る
。

第
22

条
の

３
第

22
条

第
１

項
に
規

定
す

る
援

助
を

受
け

よ
う

と
す
る

事
業

場
は
、

同
条

同
項

第

一
号

、
第

三
号
、

第
四

号
、

第
五

号
又

は
第

六
号
に

該
当

す
る

場
合

に
は

労
働
大

臣
に

、
同
条

同

項
第

二
号

に
該
当

す
る

場
合

に
は

当
該

事
業

場
の
所

在
地

を
管

轄
す

る
都

道
府
県

知
事

に
申
請

す

る
も

の
と

す
る

。

第
22

条
の
４

都
道

府
県

知
事

は
、

前
条

の
規
定

に
よ

り
援

助
の

申
請
を

受
け

た
場

合
は

、
そ

の
請

に
係

る
補

導
員

の
派

遣
又

は
資
料

の
提

供
を

行
う
も

の
と

す
る

。

２
第

22
条
第

２
項

の
規
定

は
、

前
項

の
補
導

員
に

つ
い

て
、

こ
れ

を
準
用

す
る

。

附
則

１
こ
の

省
令

は
、

昭
和

32
年
４

月
１

日
か
ら

施
行

す
る

。

２
次
の

各
号

に
掲

げ
る
告

示
は

、
廃
止

す
る

。

一
昭

和
26

年
労

働
省

告
示

第
21

号
（

工
場

、
事

業
場

又
は

資
格

附
与
を

申
請

す
る

者
が

納

付
す

る
手

数
料

の
額

及
び

納
付
の

方
法

を
定

め
る

告
示
）

３
昭
和

26
年
労

働
省
告
示

第
22

号
（
工

場
、

事
業

場
又

は
資

格
附
与

を
申

請
す
る

者
が

納
付

す

る
手

数
料

の
額

を
定

め
る

告
示
）

こ
の

省
令

の
施

行
の
際

、
現

に
、
改

正
前

の
職

業
安

定
法

施
行

規
則

第
22

条
の

５
第

１
項

の
規
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定
に

よ
る

職
場

補
導

員
又

は
事
業

場
監

督
者

訓
練

指
導

員
で

あ
る

者
は

、
そ

れ
ぞ

れ
そ
の

受
け
た

訓
練

項
目

に
応

じ
、

そ
の

項
目
名

を
冠

し
た

改
正

後
の

職
業

安
定

法
施

行
規

則
第

22
条

の
２
に

よ
る
監

督
者

訓
練
員

又
は

監
督

者
訓

練
指

導
員

の
資
格

が
与

え
ら

れ
た
も

の
と

み
な

す
。

４
改

正
前
の

職
業

安
定

法
施

行
規

則
第

22
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

る
特
別

指
導

員
等

（
特
別

指
導

目
等

で
あ

っ
た

者
を

含
む

）
は
、

労
働

大
臣

が
別

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
改

正
後
の

職
業
安

定
法

施
行

規
則

第
22

条
の
２

の
規

定
に

よ
る

監
督

者
訓

練
員

又
は

監
督

者
訓

練
指

導
員

の
資
格

を
与
え

ら
れ

た
も
の

と
み

な
す

。

５
こ

の
省
令

の
施

行
前

に
、

改
正

前
の

職
業
安

定
法

施
行

規
則
第

22
条
の

４
第

１
項

の
規
定

に
よ

り
事

業
場

が
労

働
大

臣
又

は
都
道

府
県

知
事

に
し

た
援

助
の

申
請

で
あ

っ
て

、
こ

の
省
令

施
行
の

日
に

援
助

を
受

け
て

い
な

い
も
の

は
、

そ
れ

ぞ
れ

改
正

後
の

職
業

安
定

法
施

行
規

則
第

22
条
の

３
の
規

定
に

よ
り
、

労
働

大
臣

又
は

都
道

府
県

知
事
に

し
た

援
助

の
申
請

と
み

な
す

。

２２
．．
申申

請請
書書
及及

びび
報報

告告
書書

のの
記記

載載
要要

領領

１
様

式
は
す

べ
て

Ｂ
５

版
を

縦
に

長
く

使
用
し

、
右

綴
じ

と
す
る

こ
と

。

２
補

導
員

の
派

遣
及

び
資

料
の

提
供

に
つ

い
て

援
助

を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

次
に

よ
り

訓

練
援
助

申
請

書
を
作

成
す

る
こ

と
。

㋑
監

督
者

の
訓
練

様
式
一

㋺
追

指
導

担
当
者

の
訓

練
様

式
一

に
準
ず

る
様

式

㋩
監

督
者

訓
練
員

養
成

訓
練

様
式

二

㋥
監

督
者

訓
練
指

導
員

養
成

訓
練

様
式
二

に
準
ず

る
様

式

㋭
追

指
導

員
養
成

訓
練

〃

㋬
追

指
導

養
成
員

養
成

訓
練

〃

３
資

料
の

提
供

の
み

に
つ

い
て

援
助

を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

次
に

よ
り

訓
練

用
資

料
交

付

申
請
書

を
作

成
す
る

こ
と

。

㋑
監
督
者

の
訓

練
様

式
一

の
２

㋺
㋑
以
外

の
訓

練
様

式
一

の
２
に

準
ず

る
様

式

４
資

格
の

附
与

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
次

に
よ

り
資

格
附

与
申

請
書

を
作

成
し

、
訓

練
を

行

っ
た
監

督
者

訓
練
指

導
員

の
訓

練
実

施
報

告
書
、
推
薦

書
及

び
成

績
書
を

添
え

て
申

請
す

る
こ

と
。

㋑
監
督
者

訓
練

員
資

格
附

与
申

請
様

式
三

㋺
監
督
者

訓
練

指
導

員
資

格
附

与
申

請

様
式

三
に
準

ず
る

様
式

５
各

申
請

書
は

、
都

道
府

県
知

事
あ

て
の

も
の

も
、

労
働

大
臣

あ
て

の
も

の
も

、
援

助
を

受
け

よ

う
と

す
る

事
業
場

の
所

在
地

を
管

轄
す

る
都

道
府
県

職
業

補
導

主
管

課
を

経
て
提

出
す

る
こ
と

。

様
式

一
（

編
注

：
以

下
略

）
『

Ｔ
Ｗ

Ｉ
』

昭
和

33
年

10
月
１
日

〔
5
－

4
－
７

〕
労

働
省

職
業

訓
練
部

職 職
業業
訓訓
練練
法法
とと
監監
督督
者者
訓訓
練練

職
業
訓

練
法

が
制

定
さ
れ

て
、
従

来
、
職

業
安

定
法

に
基
い

て
実

施
さ

れ
て
き

た
監

督
者

訓
練
（

Ｔ

Ｗ
Ｉ

）
が

、
職

業
訓

練
法
に

基
い

て
実
施

さ
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
。

職
業

訓
練

法
は

、
監

督
者

訓
練

（
Ｔ

Ｗ
Ｉ

）
の

訓
練

内
容

に
は

直
接

に
は

触
れ

て
い

な
い

が
、

監
督

者
訓

練
の

法
令

上
の

地
位

、
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

技
術

援
助

業
務

の
運

営
方

針
は

、
大

幅
に

改
め

ら
れ

て
い

る
の

で
、

監
督

者
訓

練
（

Ｔ
Ｗ

Ｉ
）

と
職

業
訓

練
法

の
関

係
、

今
後

の
監

督
者

訓
練

援
助

業
務

の
運

営
方

針
等

に
つ
い

て
簡

単
に
説

明
し

て
み

よ
う

。

一一
職職

業業
訓訓

練練
法法

とと
追追
加加

訓訓
練練

等等

職
業

訓
練

法
は

、
大

ま
か

に
い

う
と

、
四

つ
の

こ
と

を
規

定
し

て
い

る
。

第
一

は
、

国
、

都
道

府

県
及

び
労

働
福

祉
事

業
団

と
い

う
公

共
の

機
関

が
、

失
業

者
、

雇
用

労
働

者
等

に
対

し
て

行
う

公
共

職
業

訓
練

。
第

二
は

、
事

業
主

が
、

そ
の

雇
用

す
る

労
働

者
に

対
し

て
行

う
事

業
内

職
業

訓
練

。
第

三
は

、
公

共
職

業
訓

練
及

び
事

業
内

職
業

訓
練

を
担

当
す

る
者

は
、

労
働

大
臣

の
免

許
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
す

る
職

業
訓

練
指

導
員

。
第

四
は

、
労

働
者

の
技

能
を

検
定

す
る

技
能

検
定

で
あ

る
。こ

の
う

ち
、
監
督

者
訓

練
は
、
い
う

ま
で

も
な

く
事

業
内
職

業
訓

練
の

一
部
と

な
る

も
の

で
あ

る
。

し
か

し
、

職
業

訓
練

法
は

、
追

加
訓

練
、

再
訓

練
、

職
長

訓
練

、
監

督
者

訓
練

等
を

、
事

業
内

職
業

訓
練

の
中

で
も

特
別

な
も
の

と
し

て
規
定

し
て

い
る

。

す
な

わ
ち

、
職

業
訓

練
法

は
、

事
業

内
職

業
訓

練
に

つ
い

て
、

教
科

、
訓

練
期

間
、

設
備

等
に

つ

い
て

、
模

範
的

な
基

準
を

定
め

、
こ

の
基

準
に

準
拠

し
て

行
わ

れ
る

事
業

内
職

業
訓

練
を

行
５

事
業

主
か

ら
申

請
が

あ
れ

ば
、

こ
の

職
業

訓
練

を
優

良
な

も
の

と
し

て
認

定
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

が
、

こ
の

事
業

内
職

業
訓

練
の

基
準

が
定

め
る

職
業

訓
練

は
、

各
職

種
に

つ
い

て
の

熟
練

工
を

養
成

す
る

-345
-

た
め

の
職

業
訓

練
で

あ
っ

て
、

追
加

訓
練

、
再

訓
練

、
職

長
訓

練
、

監
督

者
訓

練
等

は
、

基
準

の
関

係
で

は
事

業
内

職
業

訓
練

か
ら

除
外

さ
れ

て
お

り
、

ま
た

、
追

加
訓

練
、

再
訓

練
、

職
長

訓
練

、
監

督
者

訓
練

等
に

つ
い

て
規
定

す
る

第
二

十
条

に
、
「
特

別
の
訓

練
を
受

け
た
職

業
訓
練

指
導
員

」
と
い

う
言

葉
が

出
て

来
る

が
、
こ

れ
は

、
「
職

業
訓

練
指

導
員

」
と

は
別
物

で
あ
っ

て
、
こ

の
「
特

別
の
訓

練
を
受

け
た
職

業
訓

練
指

導
員

」
は

、
免

許
制
度

を
と

っ
て

い
な
い

の
で

あ
る

。

職
業

訓
練
法

第
二

十
条

は
、

次
の

よ
う

に
規
定

し
て

い
る

。

第
二

十
条

都
道

府
県

及
び

労
働

福
祉

事
業

団
は

、
申

出
に

よ
り

、
事

業
主

の
行

う
技
能

労
働
者

に
対

す
る

追
加

訓
練

、
再

訓
練

、
職

長
訓

練
そ

の
他

の
労

働
者

の
指

導
監

督
に

関
す

る
（

訓

練
に
つ

い
て

、
次

に
掲
げ

る
援

助
を

行
う

よ
う

に
努

め
た
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

一
こ

れ
ら

の
職

業
訓

練
に

つ
い

て
特

別
の

訓
練

を
受

け
た

二
職

業
訓

練
指

導
員

を
派
遣

す
る
こ

と
。

二
教

科
書

、
教
材

そ
の

他
こ

れ
ら

の
職

業
訓

練
に
必

要
な

資
料

を
提
供

す
る

こ
と

。

三
委

託
に

よ
り
自

ら
こ

れ
ら

の
職

業
訓

練
を

行
う
こ

と
。

四
前

三
号

に
掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
必

要
な

便
益
を

提
供

す
る

こ
と
。

こ
れ

に
よ

っ
て

明
ら

か
な

こ
と

は
、

ま
ず

、
職

業
安

定
法

（
具

体
的

に
は

、
職

業
安

定
法

施
行

規

則
）

は
、

労
働

大
臣

が
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

援
助

を
行

５
と

し
て

い
た

の
に

対
し

、
職

業
訓

練
法

で
は

、
都

道
府

県
及

び
労

働
福

祉
事

業
団

が
、
「

援
助

を
行

う
よ

う
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
」

こ
と

と
し

て
い

る
こ

と
で

あ
り

、
ま

た
、

そ
の

援
助

の
内

容
が

。
監

督
者

訓
練

（
Ｔ

Ｗ
Ｉ

）
に

限
ら

れ
ず

、
追

加
訓

練
、

再
訓

練
、

職
長

訓
練

そ
の

他
労

働
者

の
指

導
監

督
に

関
す

る
訓

練
（

以
下

「
追

加
訓

練
等

」
と

い
う

こ
と
に

す
る

。
）
に

拡
大

さ
れ

た
こ

と
、

及
び
従

来
は
、

監
督
者

訓
練
の

訓
練
方

式
が

、
職

業
安

定
法

施
行

規
則

を
も

っ
て

定
め

ら
れ

て
い

た
の

に
対

し
、

職
業

訓
練

法
の

下
で

は
、

追
加
訓

練
等
の

訓
練

方
式

は
、

法
令

上
の

も
の
で

は
な

く
な

っ
た
こ

と
な

ど
で

あ
る

。

し
か

し
追

加
訓

練
等

に
関

す
る

援
助

業
務

は
、

都
道

府
県

及
び

労
働

福
祉

事
業

団
に

委
ね

ら
れ

た

の
で

あ
る

が
、

労
働

省
は

、
都

道
府

県
及

び
労

働
福

祉
事

業
団

が
、

こ
の

追
加
訓

練
等

の
業

務
を

円

滑
に

運
営

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

追
加

訓
練

等
の

解
釈

を
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
、

訓
練

方
式

の
策

定
、

特
別

の
訓

練
、

を
受

け
た

職
業

訓
練

指
導

員
の

養
成

、
及

び
資

料
の

作
成

を
行

う
こ

と
と
し

て
い
る

（
職

訓
発

第
三

号
通

牒
）
。

こ
れ

に
よ

る
と

、
追

加
訓

練
と

は
、

事
業

主
が

、
公

共
職

業
訓

練
又

は
認

定
職

業
訓

練
を

修
了

し

た
程

度
の

技
能

を
有

す
る

労
働

者
に

対
し

、
生

産
技

術
の

進
歩

等
に

対
応

す
る

の
に

必
要

な
技

能
知

識
を

追
加

す
る

た
め

に
行

う
訓

練
を

い
い

、
再

訓
練

と
は

、
事

業
主

が
、

公
共

職
業

訓
練

又
は

認
定

職
業

訓
練

を
修

了
し

た
程

度
の

技
能

労
働

者
に

対
し

て
、

復
習

等
に

よ
り

、
そ

の
技

能
及

び
知

識
を

よ
り

完
全

な
も

の
と

す
る

た
め

に
行

う
補

習
訓

練
を

い
い

、
ま

た
、

職
長

訓
練

そ
の

他
の

労
働

者
の

指
導

監
督

に
関

す
る

訓
練

と
は

、
事

業
主

が
、

職
長

、
組

長
等

直
接

労
働

者
の

指
導

監
督

に
当

る
地

位
に

つ
い

て
い

る
者

及
び

就
こ

う
と

し
て

い
る

者
に

対
し

て
、

労
働

者
の

指
導

監
督

に
必

要
な

技
能

及
び

知
識

を
与

え
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

行
５

訓
練

を
い

う
と

さ
れ

て
い

る
。

従
っ

て
、
従

来
、

職

業
安

定
法

施
行

規
則

に
基

い
て

実
施

さ
れ

て
き

た
監

督
者

訓
練
(
Ｔ

Ｗ
Ｉ
)
は

、
職

長
訓

練
そ

の
他

の

労
働

者
の

指
導

監
督

一
に

関
す

る
訓

練
の

一
つ

と
し

て
行

わ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
こ

の
点

に
つ

い
て

は
、

前
記

通
牒

に
｢
職
業

訓
練

法
施

行
規

則
附
則

第
四
熹

の
規
定

に
よ

る
改

正
前
の

職
業
安

定
法
施

行

規
則

第
二

十
条

か
ち

第
二

十
二

条
の

四
ま

で
に

規
定
さ

れ
て
い

た
監
督

者
訓
練

を
監
督

者
訓

練
(
Ｔ

Ｗ

Ｉ
)
方
式

と
す

る
。

｣
と
い
っ

て
い

る
。

二二
監監

督督
者者

訓訓
練練
((ＴＴ

ＷＷ
ＩＩ
))方方

式式

従
来

の
職

業
安

定
法

施
行

規
則

は
、

実
質

的
な

訓
練

方
式

の
ほ

か
、

こ
れ

に
関

す
る

手
続

的
な

規

定
も

含
ん

で
い

た
の

で
、

新
し

い
監

督
者

訓
練

方
式

は
、

従
来

の
職

業
安

定
法

施
行

規
則

の
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

規
定

か
ら
手

続
的

な
規
定

を
除

い
た

も
の

を
中

収
と

し
て

構
成
さ

れ
て

い
る
。

(
監
督

者
訓

練
(
Ｔ

Ｗ
Ｉ
)
方

式
省
略

）

三三
監監

督督
者者

訓訓
練練

援援
助助
要要

領領

監
督
者

訓
練

に
つ

い
て
の

都
道

府
県
及

び
労

働
福

祉
事

業
団

の
援

助
は

、

イ
監

督
者

訓
練

に
つ

い
て

特
別

の
訓

練
を

受
け

た
職

業
訓

練
し

指
導

員
(
監

督
者

訓
練

指
導

員

又
は

監
督

者
訓

練
員

で
あ

る
職
員
)を

派
遣

す
る

こ
と

。

ロ
資
料

を
提

供
す

る
こ

と
。

ハ
委
託

に
よ

り
、

監
督

者
訓
練

を
行

う
こ

と
。

に
よ

っ
て

行
わ

れ
る

。

現
在

、
監
督

者
訓

練
に

つ
い

て
特

別
の

訓
練

を
受
け

た
職
業

訓
一
練

指
導
員
(
監

督
者
訓

練
指
導

員

又
は

監
督

者
訓

練
員

で
あ
る

職
員
)を

置
い

て
い

る
の

は
、
北
海

道
田
、
宮
城

剛
、
新

潟
(1
)、

東
京
(4
)
、

神
奈

川
(2
)
、

静
岡
(1
)
、

愛
知
(2
)
、
大

阪
(2
)
、
兵

庫
(2
)
、

広
島
(1
)
、

福
岡
(2
)
で

あ
り
(
新

潟
、

広
島

及
び

福
岡

の
各

一
名

が
監

督
者

訓
練

員
で

他
は
監

督
者
訓

練
指
導

員
)
、

労
働

福
祉
事

業
団
に

は

ま
だ

置
か

れ
て

い
な

い
が

、
労

働
省

で
は

、
都

道
府

県
及

び
労

働
福

祉
事

業
団

の
職

員
に

対
し

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
又

は
監

督
者

訓
練

員
を

養
成

す
る

た
め

の
訓

練
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

都
二

道
府
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た
め

の
職

業
訓

練
で

あ
っ

て
、

追
加

訓
練

、
再

訓
練

、
職

長
訓

練
、

監
督

者
訓

練
等

は
、

基
準

の
関

係
で

は
事

業
内

職
業

訓
練

か
ら

除
外

さ
れ

て
お

り
、

ま
た

、
追

加
訓

練
、

再
訓

練
、

職
長

訓
練

、
監

督
者

訓
練

等
に

つ
い

て
規
定

す
る

第
二

十
条

に
、
「
特

別
の
訓

練
を
受

け
た
職

業
訓
練

指
導
員

」
と
い

う
言

葉
が

出
て

来
る

が
、
こ

れ
は

、
「
職

業
訓

練
指

導
員

」
と

は
別
物

で
あ
っ

て
、
こ

の
「
特

別
の
訓

練
を
受

け
た
職

業
訓

練
指

導
員

」
は

、
免

許
制
度

を
と

っ
て

い
な
い

の
で

あ
る

。

職
業

訓
練
法

第
二

十
条

は
、

次
の

よ
う

に
規
定

し
て

い
る

。

第
二

十
条

都
道

府
県

及
び

労
働

福
祉

事
業

団
は

、
申

出
に

よ
り

、
事

業
主

の
行

う
技
能

労
働
者

に
対

す
る

追
加

訓
練

、
再

訓
練

、
職

長
訓

練
そ

の
他

の
労

働
者

の
指

導
監

督
に

関
す

る
（

訓

練
に
つ

い
て

、
次

に
掲
げ

る
援

助
を

行
う

よ
う

に
努

め
た
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

一
こ

れ
ら

の
職

業
訓

練
に

つ
い

て
特

別
の

訓
練

を
受

け
た

二
職

業
訓

練
指

導
員

を
派
遣

す
る
こ

と
。

二
教

科
書

、
教
材

そ
の

他
こ

れ
ら

の
職

業
訓

練
に
必

要
な

資
料

を
提
供

す
る

こ
と

。

三
委

託
に

よ
り
自

ら
こ

れ
ら

の
職

業
訓

練
を

行
う
こ

と
。

四
前

三
号

に
掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
必

要
な

便
益
を

提
供

す
る

こ
と
。

こ
れ

に
よ

っ
て

明
ら

か
な

こ
と

は
、

ま
ず

、
職

業
安

定
法

（
具

体
的

に
は

、
職

業
安

定
法

施
行

規

則
）

は
、

労
働

大
臣

が
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

援
助

を
行

５
と

し
て

い
た

の
に

対
し

、
職

業
訓

練
法

で
は

、
都

道
府

県
及

び
労

働
福

祉
事

業
団

が
、
「

援
助

を
行

う
よ

う
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
」

こ
と

と
し

て
い

る
こ

と
で

あ
り

、
ま

た
、

そ
の

援
助

の
内

容
が

。
監

督
者

訓
練

（
Ｔ

Ｗ
Ｉ

）
に

限
ら

れ
ず

、
追

加
訓

練
、

再
訓

練
、

職
長

訓
練

そ
の

他
労

働
者

の
指

導
監

督
に

関
す

る
訓

練
（

以
下

「
追

加
訓

練
等

」
と

い
う

こ
と
に

す
る

。
）
に

拡
大

さ
れ

た
こ

と
、

及
び
従

来
は
、

監
督
者

訓
練
の

訓
練
方

式
が

、
職

業
安

定
法

施
行

規
則

を
も

っ
て

定
め

ら
れ

て
い

た
の

に
対

し
、

職
業

訓
練

法
の

下
で

は
、

追
加
訓

練
等
の

訓
練

方
式

は
、

法
令

上
の

も
の
で

は
な

く
な

っ
た
こ

と
な

ど
で

あ
る

。

し
か

し
追

加
訓

練
等

に
関

す
る

援
助

業
務

は
、

都
道

府
県

及
び

労
働

福
祉

事
業

団
に

委
ね

ら
れ

た

の
で

あ
る

が
、

労
働

省
は

、
都

道
府

県
及

び
労

働
福

祉
事

業
団

が
、

こ
の

追
加
訓

練
等

の
業

務
を

円

滑
に

運
営

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

追
加

訓
練

等
の

解
釈

を
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
、

訓
練

方
式

の
策

定
、

特
別

の
訓

練
、

を
受

け
た

職
業

訓
練

指
導

員
の

養
成

、
及

び
資

料
の

作
成

を
行

う
こ

と
と
し

て
い
る

（
職

訓
発

第
三

号
通

牒
）
。

こ
れ

に
よ

る
と

、
追

加
訓

練
と

は
、

事
業

主
が

、
公

共
職

業
訓

練
又

は
認

定
職

業
訓

練
を

修
了

し

た
程

度
の

技
能

を
有

す
る

労
働

者
に

対
し

、
生

産
技

術
の

進
歩

等
に

対
応

す
る

の
に

必
要

な
技

能
知

識
を

追
加

す
る

た
め

に
行

う
訓

練
を

い
い

、
再

訓
練

と
は

、
事

業
主

が
、

公
共

職
業

訓
練

又
は

認
定

職
業

訓
練

を
修

了
し

た
程

度
の

技
能

労
働

者
に

対
し

て
、

復
習

等
に

よ
り

、
そ

の
技

能
及

び
知

識
を

よ
り

完
全

な
も

の
と

す
る

た
め

に
行

う
補

習
訓

練
を

い
い

、
ま

た
、

職
長

訓
練

そ
の

他
の

労
働

者
の

指
導

監
督

に
関

す
る

訓
練

と
は

、
事

業
主

が
、

職
長

、
組

長
等

直
接

労
働

者
の

指
導

監
督

に
当

る
地

位
に

つ
い

て
い

る
者

及
び

就
こ

う
と

し
て

い
る

者
に

対
し

て
、

労
働

者
の

指
導

監
督

に
必

要
な

技
能

及
び

知
識

を
与

え
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

行
５

訓
練

を
い

う
と

さ
れ

て
い

る
。

従
っ

て
、
従

来
、

職

業
安

定
法

施
行

規
則

に
基

い
て

実
施

さ
れ

て
き

た
監

督
者

訓
練
(
Ｔ

Ｗ
Ｉ
)
は

、
職

長
訓

練
そ

の
他

の

労
働

者
の

指
導

監
督

一
に

関
す

る
訓

練
の

一
つ

と
し

て
行

わ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
こ

の
点

に
つ

い
て

は
、

前
記

通
牒

に
｢
職
業

訓
練

法
施

行
規

則
附
則

第
四
熹

の
規
定

に
よ

る
改

正
前
の

職
業
安

定
法
施

行

規
則

第
二

十
条

か
ち

第
二

十
二

条
の

四
ま

で
に

規
定
さ

れ
て
い

た
監
督

者
訓
練

を
監
督

者
訓

練
(
Ｔ

Ｗ

Ｉ
)
方
式

と
す

る
。

｣
と
い
っ

て
い

る
。

二二
監監

督督
者者

訓訓
練練
((ＴＴ

ＷＷ
ＩＩ
))方方

式式

従
来

の
職

業
安

定
法

施
行

規
則

は
、

実
質

的
な

訓
練

方
式

の
ほ

か
、

こ
れ

に
関

す
る

手
続

的
な

規

定
も

含
ん

で
い

た
の

で
、

新
し

い
監

督
者

訓
練

方
式

は
、

従
来

の
職

業
安

定
法

施
行

規
則

の
監

督
者

訓
練

に
関

す
る

規
定

か
ら
手

続
的

な
規
定

を
除

い
た

も
の

を
中

収
と

し
て

構
成
さ

れ
て

い
る
。

(
監
督

者
訓

練
(
Ｔ

Ｗ
Ｉ
)
方

式
省
略

）

三三
監監

督督
者者

訓訓
練練

援援
助助
要要

領領

監
督
者

訓
練

に
つ

い
て
の

都
道

府
県
及

び
労

働
福

祉
事

業
団

の
援

助
は

、

イ
監

督
者

訓
練

に
つ

い
て

特
別

の
訓

練
を

受
け

た
職

業
訓

練
し

指
導

員
(
監

督
者

訓
練

指
導

員

又
は

監
督

者
訓

練
員

で
あ

る
職
員
)を

派
遣

す
る

こ
と

。

ロ
資
料

を
提

供
す

る
こ

と
。

ハ
委
託

に
よ

り
、

監
督

者
訓
練

を
行

う
こ

と
。

に
よ

っ
て

行
わ

れ
る

。

現
在

、
監
督

者
訓

練
に

つ
い

て
特

別
の

訓
練

を
受
け

た
職
業

訓
一
練

指
導
員
(
監

督
者
訓

練
指
導

員

又
は

監
督

者
訓

練
員

で
あ
る

職
員
)を

置
い

て
い

る
の

は
、
北
海

道
田
、
宮
城

剛
、
新

潟
(1
)、

東
京
(4
)
、

神
奈

川
(2
)
、

静
岡
(1
)
、

愛
知
(2
)
、
大

阪
(2
)
、
兵

庫
(2
)
、

広
島
(1
)
、

福
岡
(2
)
で

あ
り
(
新

潟
、

広
島

及
び

福
岡

の
各

一
名

が
監

督
者

訓
練

員
で

他
は
監

督
者
訓

練
指
導

員
)
、

労
働

福
祉
事

業
団
に

は

ま
だ

置
か

れ
て

い
な

い
が

、
労

働
省

で
は

、
都

道
府

県
及

び
労

働
福

祉
事

業
団

の
職

員
に

対
し

、
監

督
者

訓
練

指
導

員
又

は
監

督
者

訓
練

員
を

養
成

す
る

た
め

の
訓

練
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

都
二

道
府
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県
及
び

労
働
福

祉
事

業
団

が
、
こ

の
業
務

を
円

滑
に

推
進

で
き

る
よ
う

援
助

す
る

こ
と

と
し
て

い
る
。

な
お

、
労

働
省

は
、

都
道

府
県

が
、

次
の

よ
う

な
内

容
の

規
則
(
又

は
条

例
)
を

作
る

よ
う

に
指

導

し
て

い
る

の
で

、
各

都
道

府
県

に
お

い
て

も
、

監
督

者
訓

練
に

つ
い

て
特

別
の

訓
練

を
受

け
た

職
業

訓
練

指
導

員
を

設
置

す
る

な
ど

体
制

が
整

え
ら

れ
る

に
伴

っ
て

、
こ

の
よ

う
な

規
則
(
又

は
条

例
)
が

作
ら
れ

る
こ
と

と
な

ろ
う

｡

○○
○○

県県
監監
督督

者者
訓訓

練練
援援

助助
規規

則則

（
趣

旨
）

第
１
条

職
業

訓
練

法
（

昭
和

33
年

法
律

第
133

号
）

第
20

条
の
規

定
に

よ
る

監
督

訓
練
に

つ
い

て
の
援

助
は

、
こ
の

規
則

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る
。

（
援
助

）

第
２

条
前

条
の

援
助

は
、

事
業

主
が

、
次

の
各

号
の

一
に

該
当

す
る

場
合

に
そ

の
申

出
に

よ
り

、

特
別

の
訓

練
を

受
け

た
職

業
訓
練

指
導

員
の

派
遣

又
は

資
料

の
提

供
に

よ
り

、
及

び
第
１

号
又
は

第
２
号

に
該

当
す
る

場
合

に
、
そ
の

委
託

に
よ
り
、
監

督
者

訓
練

を
実

施
す
る

こ
と

に
よ

り
行

う
。

１
労

働
者

の
指

導
監

督
に

当
る

者
（

以
下

こ
の
条

に
お
い

て
「
監

督
者
」

と
い
う

。
）

の
訓

練
を
行

う
と
き

。

２
監

督
者

の
訓

練
を

行
５

技
能

を
有

す
る

者
（

以
下

「
監

督
者

訓
練

員
」

と
い

う
）

の
訓

練
を

行

う
と
き

。

３
監
督

者
の

訓
練

を
受
け

た
者

に
対
す

る
追

指
導

を
行

う
と

き
。

４
追

指
導
を

行
う

技
能

を
有

す
る

者
（

以
下

こ
の
条

に
お
い

て
「
追

指
導
担

当
者
」

と
い

う
。
）

の

訓
練

を
行

う
と

き
。

５
追
指

導
担

当
者

の
訓
練

を
行

う
技
能

を
有

す
る

者
の

訓
練

を
行

う
と

き
。

（
監

督
者

訓
練

員
技

能
証
明

書
）

第
３

条
知

事
は

、
特

別
の

訓
練

を
受

け
た

職
業

訓
練

指
導

員
に

よ
っ

て
監

督
者

訓
練

員
の

訓
練

及

び
実

施
検

定
を
受

け
、

良
好

な
成

績
を

収
め

た
者
に

対
し

、
監

督
者

訓
練

員
の
技

能
証

明
書
を

交

付
す

る
。

二
前

項
の

技
能

証
明
書

は
、

様
式
第

１
号

に
よ

る
。

（
援

助
申

請
書

）

第
４

条
第

２
条

に
規

定
す

る
援

助
を

受
け

よ
う

と
す

る
事

業
主

は
、

特
別

の
訓

練
を

受
け

た
職

業

訓
練

指
導

員
の
派

遣
又

は
訓

練
の

委
託

に
よ

り
援
助

を
受

け
よ

う
と

す
る

場
合
に

あ
っ

て
は
様

式

第
２

号
に

よ
り
、

及
び

資
料

の
提

供
に

よ
り

援
助
を

受
け

よ
う

と
す

る
場

合
に
あ

っ
て

は
様
式

第

３
号

に
よ

り
、

知
事

に
申

請
し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。

（
費

用
）

第
５

条
第

２
条

に
規

定
す

る
援

助
を

受
け

る
事

業
主

は
、

費
用

を
負

担
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

『
Ｔ
Ｗ

Ｉ
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